




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　紗さ和わ国こくでは雨が降らなくなって、もうどれくらい経たつだろう。

　切り立った崖がけの上で跪ひざまずいた姫ひめは、この国に住む人々の事を考えていた。

　紗和国のほとんどの土地では土が乾かわき植物が枯かれ、人も動物も喉のどの渇かわきに耐たえかねている。

　だが目の前ではそんな光景が噓うそのように、激しい水音を立てて滝たきが流れていた。

　たたきつけるように流れ落ちる水音のせいで、耳が痛い程ほどだ。跳はね返った雫しずくで顔も身体からだもびしょ濡ぬれになっていた。この滝の水を田畑に引き、作物を育てられたら、どれだけの命が救われるだろう。大だい内だい裏りでそう提案した事もあったが、それはできないと官かん吏り達に止められた。

　この滝は竜りゆう神じん様が住まう聖なる場所だ。だからこそ日照り続きの紗和国でも、ここだけは水で潤うるおっている。官吏達は、この水を人が使えば竜神の怒いかりを買うと恐おそれおののいているのだ。

　姫は両手を岩について、滝に向かって頭を下げた。

「竜神様。どうか、雨を降らせてください。水がなければ作物は育ちません。喉の渇きと飢うえで、人々や動物達が次々と命を落としています。私は紗和国を代表して、竜神様にお願いにあがりました。ここに来る事がどういう意味なのかもよくわかっています」

　人の身でこの滝に近づくのは、本来なら御ご法度はつとだ。しかし例外が一つだけある。

　紗和国は、数十年に一度は日照りに悩なやまされる。そして日照りが極限の状態になった時に行う、雨あま乞ごいの儀ぎ式しきがあった。皇族の姫が竜神の生け贄にえとして、この崖から滝へと身を投げるのだ。崖の高さからして、そんな事をしたら命はないだろう。

　その恐ろしい儀式は、過去ずっと繰くり返されてきた。帝みかどである父は、官吏達に姫のうちの誰だれかを生け贄として竜神様に捧ささげるよう進言され、食事も喉を通らないほど苦く悩のうしていた。

　父は病弱で気弱なところがある。官吏達が進言という名目で言い含ふくめにかかると、逆らえない人だった。それでも娘むすめを生け贄にするのは、相当悩んだようだ。

　そんな父に自らこの滝へ行くと申し出たのは、幼い妹達と民たみを助けたかったからだ。

　必死で祈いのり続けていると、ふと声が聞こえた。

『民の為ために命を捨てる、か。紗和国の姫は、いつもそうして自分が犠ぎ牲せいになるのだな』

　声が直接頭に響ひびいているような気がして、思わず耳に手を当てた。それと同時に、ここに来た一番の目的を果たす機会が巡めぐってきたと悟さとる。心を落ちつかせる為に、息を一つついた。

「私は────命を捨てるつもりはありません」

　目の前の大きな滝そのものが竜神のような気がして、身体が小刻みに震ふるえていた。

　だが顔には不安を出さないよう、気を強く持った。

『……ほう。そんな事を言い出した姫は初めてだ。死を前にして震えて何も言えないか、みんなの為に死ぬという大義名分を背負って、覚かく悟ごを決めて崖から飛び降りるかどちらかなのに』

「死んでは民の為に何もできません。生きて、私にできる事をしたいのです」

『それでは雨乞いにはならないぞ。雨を降らせたいなら、犠牲を払はらわねば』

　竜神の声はどこか面おも白しろがっているように聞こえた。

「命を捧げるだけが犠牲ではないと思います。たとえば……竜神様は私の願いを叶かなえる。そして私は竜神様の願いを叶える、そういう犠牲の払い方はいかがでしょうか？」

　一世一代の賭かけだった。数十年に一度はここで誰かが死ぬ。もうそんな犠牲は出したくない。

　もちろん、うまくいくなんて思っていない。ここで死ぬ覚悟もできている。

　しかし死ぬ前に、神を相手にあがいてみたかった。

　しばらく、滝の水音だけが響いていた。怒おこらせたかと不安に襲おそわれつつもじっと待つ。

『……お前に私の願いが言い当てられるか？　それができたら、考えてやってもいい』

　九く分ぶ九く厘りん断られると覚悟していた。その時は国の為、民の為に、ここから身を投げるつもりだった。竜神の言葉に一筋の光明が見えた気がして、じっと滝を見つめた。

「竜神様の願いは……………………………ではありませんか？」

　答えがあっているかなんてわからない。だが、この機会を逃のがしてはならなかった。

「もしそうなら、願いを叶えるお手伝いができると思います。取り引きしませんか？」

　なるべく自信ありげな声を出した。

　この取り引きが正しいか間ま違ちがっているか、その答えがわかるのはずいぶん先の事だった。
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　晴れた空は気持ちがいい。緋ひ蝶ちようは倉から漆うるし塗ぬりの膳ぜんを運びながら、大きく息を吸い込んだ。

「いいお天気。風も気持ちいいし、ようやく春めいてきたわ」

　広い庭には大きな桜の木が何本もあり、その枝には桃もも色いろの花がいくつも咲さき乱れている。

　見事な桜は屋や敷しきの主人の自じ慢まんだ。今夜はその桜を愛めでながら、宴うたげが行われる予定だった。

　この屋敷で下働きを始めて二度目の宴だ。準備は大変だが、庭に人が集まって賑にぎやかになるのを想像すると、心が浮うき立って楽しい気分になる。

　夜桜を楽しむ人々の様子を思い描えがきながら、持っていた膳を抱かかえ直して廊ろう下かを進んだ。

　屋敷で働き始めた二年前は、十四歳だった。その頃ころは身体が小さくて膳をいくつもまとめて運ぶのは大変だったが、いまは同年代の娘よりもやや背せ丈たけも高くなり、毎日の掃そう除じ洗せん濯たくのおかげで体力もついた。腰こしまで伸のびたまっすぐな黒くろ髪かみを一つに縛しばり、動きやすい小こ袖そでをまとっててきぱきと働いていると、毎日が充じゆう実じつしているように感じた。

「さ、急がなくては。食事の支し度たくにお客様を迎むかえる準備に……やる事がいっぱいだわ」

　足早に庭を進み、母おも屋やの隣となりに造られている厨ちゆう房ぼうがある建物に足を踏ふみ入れる。

　そこで使用人達が集まって何か話しているのを見て、首を傾かしげた。

「どうかしたんですか？」

　声をかけると、みんながこちらに顔を向けた。

　一番年配の不知火しらぬいが、眉まゆをつり上げているのを見て、嫌いやな予感がする。

「今夜の為に町から何人か手伝いに来てもらっているんだけど、その中の一人が荷物に入れておいた薬箱がなくなったって言ってるのよ。漆塗りの薬箱で、けっこう値の張るものですって。荷物は厨房の隅すみに置いてもらっていたのよね。緋蝶、さっきその荷物の近くにいたわよね」

　問い詰つめる口調だった。こんな風に疑われるのは初めてではない。

　ぐっと顎あごを引いて、息を吸い込んだ。

「そこの棚たなから食器を出しただけで、荷物には触さわっていません」

「噓つきなさい。あんたが盗ぬすんだんでしょ」

　不知火の口調は、犯人だと決めてかかっているかのようだ。

「どうしていつもわたしを疑うんですか？」

　自分と同じ、十六歳の松まつ風かぜが腕うでを組んだ。

「一番お金に困ってるからよ。親はいないし、着ているのだっていつも同じ小袖だし、装そう飾しよく品の一つも持ってない。お金がほしくないはずないわ。それに前もお金を盗んだでしょ」

　松風が言っているのは、一年前の出来事だ。お金の入った巾きん着ちやくを拾ったので届けようとしたら、盗んだとみんなに誤解された。あれ以来、何かあると真っ先に疑われるようになった。

「あれは盗んだんじゃありません。何度言ったら信じてもらえるんですか？」

　感情的になったらまずいと、わかっていた。なるべく冷静にと、心で念じる。

「どうだか。泥どろ棒ぼうと一いつ緒しよに仕事なんてできないわ。東雲しののめ様に気に入られているからって……」

「私がどうかしましたか？」

　声が聞こえて、目に見えてびくっとしたのは不知火達だった。

　振ふり返ると、厨房の入り口に背の高い細身の男が立っていた。

　見慣れた姿なのに、以前と明らかに違うところがあって、いまだに面めん食くらう。

「東雲様。このようなところにお出ましとは……」

　不知火があたふたと頭を下げたので、みんなそれに倣ならう。

　東雲は屋敷の一人息子むすこで、現在二十歳はたち。優やさしげな顔立ちと穏おだやかな声は、とても魅み力りよく的だ。

　立ち居振る舞まいも美しく、淡あわい黄色の狩かり衣ぎぬをまとった姿は、女性達の目を引くほど優ゆう雅がだ。

　貴族なのに使用人に対しても礼れい儀ぎ正ただしく接してくれる彼は、みんなから好かれていた。

　東雲がみんなに向かって微笑ほほえみかける。

「薬箱がなくなったと聞いたから、持ち主を呼んで探してみたんです。そうしたら、井い戸どの近くに落ちていました。昼食のあとに薬箱を荷物から出して、井戸から水を汲くんで薬を飲んだそうですが、その時に落としたようです。見つかったから心配しなくていいと伝えに来ました」

　不知火と松風が目を白黒させて、もう一度お辞じ儀ぎする。

「東雲様のお手を煩わずらわせるなんて、申し訳ありません」

「いいんです。それより今日は大事なお客様がたくさんいらっしゃいますので、準備をしっかりお願いします。……緋蝶。私の準備を手伝ってほしいんですが、いいですか？」

「はい」

　膳を置いて、悔くやしげな顔をしている不知火達の視線を背中に刺ささるほど感じながら、厨房を出る。しばらく庭を歩いて周りに誰もいないのを確かめてから、声をかけた。

「すみません。東雲様。また助けて頂いて」

　頭を下げると、東雲が振り返った。

「気にしなくていいです。しかし犯人扱あつかいされるのは、これで何度目ですか？　どうして緋蝶ばかり疑われるんでしょう」

　答えはわかっているが、曖あい昧まいに笑ってごまかした。一年前に盗みの疑いをかけられた時、東雲は唯ゆい一いつ信じて庇かばってくれた。そのおかげで役人に突つき出されるのは免まぬかれたし誤解も解けた。

　しかし東雲が庇った事が不知火達は気に入らなかったらしい。不知火は、東雲が小さい頃から世話をしていて息子のように思っているし、松風は彼に好意を持っている。

　そんな事もあってか、彼女達はあれからたびたび意地悪をしてくるようになった。

　東雲がため息をつく。

「今夜の宴が終わったら、私は大だい内だい裏りに上がります。私がいなくなったら、緋蝶がどうなるか心配で……」

　東雲を改めて見上げる。夕焼けに似た、肩かたまでの明るい茶色の髪を一つに結び、緑の瞳ひとみはまるで硝子ガラス細工のよう。紗和国の民たみは黒い髪に黒い瞳を持つ者ばかりだ。一月ほど前までは、東雲もそうだった。だがある日突とつ然ぜん、髪や瞳の色が変わった。それは神に選ばれた証あかしだという。

「寂さびしくなります。盗みを働いたと濡ぬれ衣ぎぬを着せられた時も、東雲様はただ一人わたしの話を信じてくださった。そのご恩を返したかったのに……」

　俯うつむくと、東雲の手が伸びてきて、肩に置かれた。

「私は真実をみんなに知らせただけです。気にしないでください。緋蝶は身寄りもないし、うちで働いてもらう以上は、お嫁よめに行くまで面めん倒どうを見るつもりでした。しかし私は竜りゆう神じん様に選ばれて、大内裏に上がる事になりました。最後まで面倒を見られなくてすみません」

　申し訳なさそうな東雲に、ぶんぶんと首を振った。

「とんでもないです。私なんかを気にしてくださって逆に申し訳ないです。あの……失礼な質問かもしれませんが、東雲様は竜神様に女じよ帝ていの夫君候補として選ばれたから、髪と目の色が変わったと聞きました。でも、竜神様なんて本当にいらっしゃるのでしょうか？」

　紗和国が女帝を擁よう立りつするようになって、百年ほど経たつという話は聞いた事があった。

　しかし庶しよ民みんとして生まれ、下働きをして暮らす自分には、誰だれが帝みかどでどんな政治を行っているのかなんて、あまり関係ないと思っていた。紗和国に伝わる竜神の話も知ってはいたが、実際にこうして東雲の変化を目まの当たりにしても信じられないでいた。

「信じがたいでしょうが、竜神様はいると思います。そうでなければ、私の髪や目の説明がつきません。それに主上には、竜神様のお告げを聞く能力があるそうです」

　東雲が腕組みをした。

「紗和国は昔から日照りが起きやすく、百年ほど前までは数十年に一度は死者を出すほどの日照りが起こっていたそうです。しかし竜神様のお告げで女帝を擁立するようになってからは、農作物に影えい響きようするような長い日照りは起こっていませんし、国も栄えています」

「でも、最近は雨が降っていませんよ。屋敷に野菜を持って来てくれる農家の方が、ここ一月ほど雨が降らないせいで、作物の出来が悪くなっているって」

　野菜の値段がいつもの倍以上すると、不知火がぷりぷり怒おこっていた。

　まだ川が干ひ上あがるほどではないが、最近の水不足は深刻になりつつある。

「ええ。噂うわさですが、跡あと継つぎになれる皇族の姫ひめがいらっしゃらない事に、竜神様が腹を立てているのではと聞きました。主上にはお子様が一人いらっしゃいますが、男の子なんです」

　緋蝶は紗和国に伝わる竜神の話について、思い浮かべた。

「確か初代の女帝が竜神様に雨あま乞ごいした皇女様だったそうですね。竜神様がその皇女様を気に入って、その方だけが竜神様のお告げを聞けるようになったとか。それから、その皇女様の血を引く女性が皇位を継ぐ決まりができたのでしょう？」

「ええ。先代の時は男性が帝になったそうですが、途と端たんに長い日照りが起こったそうです。竜神様がお怒いかりになっていると噂になったようで、その帝の妹君が竜神様から女帝になるようお告げがあったと言い、実際その方が皇位についたら雨が降りました、それがいまの主上です」

　信じられないような話だが、自分が生まれる数年前の事なので、噂では聞いていた。

　東雲が口元に手を当てる。

「竜神様は、初代の女帝の血をひく姫しか皇位につくのをお許しになりません。だから竜神様は子孫を残す為ために、貴族から大勢の夫君候補をお選びになります。選ばれた者は、ある日突とつ然ぜん髪かみと目の色が変わってしまう。そして大内裏に入り、後宮で女帝と国の為に尽つくすのです」

　東雲はその夫君候補として選ばれたのだ。

　それは貴族の男子にとってはとても名めい誉よな事で、屋や敷しきの主人は大喜びだった。

「でも主上は四十歳を越こえられていると聞きましたが……」

　東雲はまだ二十歳だ。年も離はなれているのに夫君候補なんてと思っていると、東雲が微笑む。

「そうですね。いまの主上は二十年以上も前に夫君選びを終えられて、一度婚こん姻いんされていますから。主上のご子息は私と同い年ですし。でも夫君は数年前に亡なくなられていまは独り身です。子どもは男の子しかいないから、跡継ぎの女の子が必要なんでしょう」

　ずっと疑問に思っていた事を口にした。

「夫君候補は東雲様だけなのですか？」

「いえ、今回選ばれたのは、私を含ふくめて五人です。一月前に顔合わせの為、大内裏に赴おもむいて挨あい拶さつしてきましたが、かなり個性が強い方達ばかりでした。もちろん、これからまた新たな夫君候補が選ばれる可能性もあります。主上はその中から夫を一人選んで婚姻するんです」

「夫を一人選ぶという事は、選ばれなかった人達はどうなるのですか？」

　恩人である東雲が、大内裏に行ってどうなるのか気になった。

「選ばれなかった者達は、官かん吏りや武官として女帝と夫君の補ほ佐さをします。私は貴族ですが、大内裏に出入りできるほどの地位ではありません。ですからたとえ夫君に選ばれなかったとしても、いまよりは出世の道が開けるはずです」

（だからご主人様は東雲様が夫君候補に選ばれたと大喜びだったのね。でも、それって……）

「嫌いやではないのですか？　東雲様の意思がないがしろにされている気がするのですが……」

　おずおずと尋たずねると、東雲は薄うすく笑った。

「後宮に入るのは、貴族の男子としては最高の名誉です。年は離れていても主上は素す晴ばらしい方ですし、政まつりごとの手助けができるのは光栄です。それにいまのままでは、我が一族は衰すい退たいするばかり。何しろ、一度は父が謀む反ほんの罪を着せられて島流しにあったぐらいですからね」

　東雲は笑みを浮うかべているが、瞳の奥に悲しそうな色があるのに気づく。

「お辛つらかったですよね」

　その事は前に、不知火達が話しているのが聞こえてしまったので知っていた。

「ええ。まだ子どもでしたから。父の謀反の罪で、家族全員が罪人が暮らす島に追いやられたんです。いくら父が無実だと訴うつたえても信じてもらえなくて。何年かして無実の証しよう拠こが出て都に呼び戻もどされましたが、もう父は出世を望めませんでした。それは一族も同様だったんです」

　東雲が小さく息をついて話を続けた。

「それからは都の外れにあるこの屋敷で慎つつましく暮らしています。だから今回私が大内裏に上がる事になったのを父はとても喜んでいて。私も一族の為に、自分にできる精いっぱいの事をしようと思っているんです。ただ……」

　東雲がこちらに目を向けた。

「心配なのは緋蝶の事です。あなたを見ていると、無実の罪で島流しにされた時の事を思い出します。あなたは誤解を受けやすい。私は大内裏に上がったら、よほどの事がなければ、もうここには帰って来られません。私がいなくなったら、誰が緋蝶を守るのかと」

　もう会えなくなるかと思うと、寂しさがこみ上げる。それでも口角を上げて笑えみを作った。

「まじめにこつこつやるのが取り柄えなので、みんなそのうちわかってくれると思います」

　なるべく明るく言ったつもりだが、東雲は心配そうな表情を崩くずさなかった。

「どんなに正しく生きていても、誤解や偏へん見けんから苦しい思いをする時はあります。緋蝶にもせめて頼たよれる家族がいればまた違ちがうでしょうが。……緋蝶、お兄さんの事はどうなっていますか。手がかりは見つからないのですか？」

　その言葉を聞いて、胸が締しめ付けられそうになった。

「はい。休みのたびに探してはいるんですが、なかなか……」

　両親は八年前に亡くなった。それ以来、四つ年上の兄が働いて育ててくれた。

　優やさしくて頼りがいがあって、大好きな兄だった。目を瞑つぶると、兄の顔が頭に浮かぶ。

「二年前、突然賊ぞくが家に押し入ってきて、お兄さんが連れて行かれたと言っていたでしょう。その賊に本当に心当たりはないのですか？」

　その時の事が頭をよぎった。その途端、恐きよう怖ふで思わず身み震ぶるいする。

「……あの日、わたしは食事の支し度たくをしていたんです。兄は給金がもらえる日だから、金こん平ぺい糖とうを買ってきてくれるって言っていて、とても楽しみにしていて」

　食べる物にも困る生活だったが、兄は精いっぱいの事をしてくれていた。

　あの日、兄が帰ってきて金平糖を受け取って喜んでいたら、恐おそろしい事が起こった。

「突然男達が戸を蹴け破やぶって入ってきて、わたしは兄と隣となりの部屋にいたんです。兄はすぐにわたしを空になっていた水みず瓶がめの中に押し込みました。絶対に出てくるなと言われて。兄が水瓶にふたをした途端、男達が入ってきて……」

　混乱していたので、男達が何を言っていたのかはわからない。怒ど鳴なり声のようなものが聞こえてきて、水瓶の中で震ふるえていた。ずっと大きな音がしていたが、しばらくして唐とう突とつに静かになった。そうっと水瓶から出ると、男達も兄の姿もなかった。それ以来、兄は行方ゆくえ不明だ。

「いったい、その男達は何者だったんでしょうか。君のお兄さんは彼らに連れて行かれたのか、それともどこかに逃にげて帰って来られなくなったのか」

　東雲が息をついた。それは何百回と考えている事だが、答えは出ない。

　兄の生死さえわからないが、きっと生きていると信じていた。

「東雲様、わたしは大だい丈じよう夫ぶです。心配しないでください。仕事だってありますし、兄を探すという目標もあります。でも助けて頂いた恩返しができなかった事が心残りです。何か私にできる事はないですか？」

　胸に手を当てると、東雲が微笑ほほえんだ。

「緋蝶が幸せに暮らしてくれれば、それが一番嬉うれしいです。お兄さんが早く見つかる事を祈いのっています」

　優しい東雲の言葉に、涙なみだが出そうだった。
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　かがり火に照らされた夜桜は、昼とはまた違う魅み力りよくに溢あふれている。

　緋蝶は料理が載のせられた膳ぜんを運びながら、その光景に見とれていた。

「去年に比べたらお客様がずいぶん多いわね」

　同じく膳を運んでいる不知火が隣にいた松風に囁ささやくと、彼女はむっとした顔になった。

「東雲様が後宮に入る事になられたから、お近づきになりたい貴族が多いんじゃないんですか？　いままで散々無視してたくせに」

「仕方ないわよ。旦だん那な様は謀反の疑いをかけられたんだもの。でもこれでやっと東雲様の努力が報むくわれるわ。大学寮りようを首席で卒業なさったのに官吏にはなれなかったのよ。それも旦那様の島流しの影響だもの。夫君候補として大だい内だい裏りに上がれば、きっと実力を発揮なさるわ」

　大学寮は官吏になる為の学舎だ。入るのは難しいが、無事に卒業できれば官吏としての未来が約束されるはずだった。それなのに官吏になれなかったのは、東雲だって悔くやしいはずだ。

　しかしそんな様子すら見せず、彼は毎日勉学と武道に励はげんでいる。

　それは東雲の精神力がいかに強いかを示しているようだった。

（そうよね。夫君候補として大内裏に上がれば、たとえ夫君になれなくても出世は望めるみたいだし。笑って送り出さないと）

　東雲がいなくなるのは寂さびしいが、きっと竜りゆう神じんは彼の能力を認めて、夫君候補として選んだのだと思う。大内裏に行くのは東雲にとって最大の好機だ。そう自分に言い聞かせた。

　不知火達のあとについて庭へ向かう。広い庭には人が溢れていた。

　宴うたげは大盛り上がりで、食事も酒もすぐになくなるから運ぶのも一苦労だ。

　客達を見回して、去年と違うのは人数だけではないと気づく。みな準正装の衣い冠かん姿なのだ。

　去年は気楽な恰かつ好こうで参加していた貴族達が、東雲の一族に敬意を払はらっている事が窺うかがわれた。

　庭の真ん中にある大きな桜の下に、十人ほど人がいるのに目を留める。

　中心にいるのは東雲で、どんどん酒を注がれていた。

「我が一族から、竜神様に選ばれて後宮に上がる者が出るとは。これは千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だぞ」

「そうだぞ、東雲。必ず主上に気に入られるよう努力せよ！　最近はちっとも雨が降らない。これは紗和国にお世よ継つぎがおられないのを、竜神様がお怒いかりになっているからだというもっぱらの噂うわさだ。お前が夫君になって、主上とお世継ぎを作るのだ」

「そうじゃ。お前は顔立ちもよく、頭もいい。きっと気に入られるはずだ。お前の父親が濡ぬれ衣ぎぬを着せられて、我が一族は辛い状じよう況きようにずっと耐たえてきたが、やっと日の目を見られるのだ。一族の再興はお前にかかっている。期待しているぞ！」

　東雲を囲んでいるのは、見た事がある顔ばかりだ。

（東雲様のご親しん戚せきの方達だわ。みんな、東雲様に期待しているのね。でも……）

　みんなに激げき励れいを受けている東雲は笑顔で応じているが、目が沈しずんでいるように見えた。

（一族が再興できるかは東雲様にかかっていると仰おつしやる親族の方達の気持ちはわかるけど……。期待がかかりすぎて、東雲様が苦しそうに見えるわ……）

　東雲の立場を考えると、胸がきゅっと苦しくなった。いつも助けられているのに、ただの下働きの立場では彼を手助けする事もできない。それが苦しかった。東雲を見つめていると、不知火が今日の為ために手伝いに来てくれた人達に指示を出してから、こちらに顔を向けた。

「緋蝶、裏庭の倉に瓶があるからもってきて。高いお酒が入ってるからこぼさないでよ」

　近くにいた庭師の清せい助すけが、目を見開いた。

「あんな重いもの。緋蝶には無理だよ。俺が……」

「あんたは黙だまってて。緋蝶、いいね！」

　嫌がらせだとわかっていたが、ここでもめても仕方ない。はい、と返事して、心配する清助に大丈夫と目配せをする。そして膳を置いて裏庭に向かった。

　裏庭は宴が開かれている庭とは屋や敷しきを挟はさんで離はなれているせいか、静かだった。こちらにも桜の木はあるのだが、客を呼ぶほど庭が広くない。そのせいで、誰だれもいないようだ。

　裏庭の隅にある倉に入って、自分の身体からだの半分以上はある瓶を見付ける。

　ふたをあけると、ぷんっとお酒の匂においがした。

「うっ……！　こんなもの、よくみんな飲むわね。何が美味おいしいのかしら」

　ふちを持って抱かかえようとすると、ずしっと腕うでに負担がかかった。

「う……ん！　えい！」

　かけ声とともに、瓶をぐっと持ち上げた。腕がぷるぷる震えるし、一歩踏ふみ出すだけでも困難だが、持って行かなければまた不知火に嫌いやみを言われるだろう。

　何とか倉を出たものの、大きな桜の木の下で耐えきれず一度瓶を置いた。

「お……重いわ。これは厳しい……。いやいや持って行かなくては！」

　瓶に背中を向けて、はあはあと肩かたで息をしながら、自分を鼓こ舞ぶした。

「親もいないし、取り柄もない。特別美人でもなければ、賢かしこいわけでもない。雇やとってくださいって屋敷を回る事十軒けん以上。平へい々へい凡ぼん々ぼんでまだ子どもで身寄りがないからってどこも断られたのに、このお屋敷では雇ってくれたわ。仕事を手放したら死活問題よ」

　屋敷の主人は使用人にも優しくて、住み込みなのに給金も休みもくれる。

　自分を養いつつ、兄を探す為には、いまここをやめさせられるわけにはいかなかった。

「嫌がらせくらいで泣いて逃げると思ったら大おお間ま違ちがいよ。負けず嫌ぎらいな事だけが取り柄と言えば取り柄なんだから、ここに居座ってやる！」

　桜の太い枝の向こうに、月が見える。その月に向かって拳こぶしを握にぎり、そう宣言した。

「ん？」

　声を上げたのは、その太い枝に誰かが座っているのに気づいたからだ。

　彼は腕を組んで、こちらを不思議そうに見下ろしている。

　何より驚おどろいたのは、その男の目が暗くら闇やみの中で赤く光っていたからだ。

　よく見ると、月の光に照らされた髪かみも、黒ではなく艶つやのある藍あい色いろだった。

「……自分で平々凡々と言うなんて、自分の事をよくわかっているんだな」

　低い声は面おも白しろがっているようだ。薄うすい唇くちびるをくっとつり上げて、彼は笑う。
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　赤い瞳ひとみがぎらりと光ったように見えて、思わず悲鳴を上げた。

「お、鬼おに!?」

　驚きすぎてその場に座り込もうとした。しかしガチャン！　と何かに腰こしが当たって前に倒たおれ込む。酒の香かおりが辺りにぷんっと漂ただよって、自分が何にぶつかったのか気づいた。

「ああっ！　お酒が！」

　背後に目をやると、瓶かめが転んだせいか真っ二つに割れていた。

　地面にこぼれた酒を見て、真っ青になる。むせかえる酒の香りに、吐はき気がしそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　枝に座ったまま、鬼が声をかけた。

「ぜんぜん大丈夫じゃないです。お酒が、お酒が……！　どうしよう。きっと弁べん償しようだわ。こんなたくさんの量のお酒。しかも高いお酒だって言ってたわ。一月の給金でも足りないかも」

　慌あわてて立ち上がる。着ている小こ袖そでも転んだせいか酒でびしょびしょだ。客に膳ぜんを運ぶからと、特別に貸してもらった小袖で、普ふ段だんは着られないような高価な生き地じでできていた。

　泥どろもついているし、これだけ汚よごしたら買い取らなければならないだろう。

　頭は混乱していたが、いま一番にしなければならない事にはっと気づいた。

　桜の木を見上げて、深々と頭を下げる。

「……さきほどは失礼しました。鬼だなんて言ってすみません。お客様でございますよね。みなさん、あちらで宴に参加されていますが……」

　見慣れない髪の色と瞳の色に驚いたが、きっと彼も東雲と同じで、竜神に夫君候補として選ばれたのだろう。だったら彼は貴族で、おそらく宴の客だ。失礼があってはならない。落ちついて見上げると、前髪で顔の半分は隠かくれていても、彫ほりの深い綺き麗れいな顔立ちだとわかった。

　整った容よう貌ぼうだが女性的な印象はなく、どこか野性味も感じる、不思議な魅み力りよくのある青年だ。

　年はきっと東雲と同じくらいだろう。細身だが肩かた幅はばはしっかりとあって、男らしい印象だ。

　もう一度頭を下げると、背後から声が聞こえた。

「まあっ！　こぼしたの！」

　不知火の声だ。まずいとは思ったものの、いまさらどうしようもない。

　だから覚かく悟ごを決めて、振ふり向いた。

「すみません！」

　素す直なおに頭を下げたが、それで許してもらえるなんてみじんも思っていない。

「何て事をしたの！　これはとても大事なお酒で、あんたが一年かかっても稼かせげないくらいの価値があるのよ。弁償してもらうから……ひっ！」

　不知火が悲鳴を上げたのを聞いて、驚いて目を開けた。彼女の視線は自分の後ろに向いている。そちらに目をやると、いつの間に枝から降りたのか先さき程ほどの青年がすぐ近くに立っていた。

　青年はすらりと背が高く、光こう沢たくのある赤い直垂ひたたれに身を包んでいる。襟えり足あしまであるやや長めの藍色の髪に赤い瞳をした彼は、桜さくら吹雪ふぶきが舞まう月空の下で見るとまるで異世界の人間のようだ。

「酒は俺が……暁あかつきが全部飲んだと東雲に伝えておけ」

　暁と名乗った青年は、足音を立てる事なく、自分と不知火の隣となりを通り過ぎた。

　彼が東雲と同じ、竜りゆう神じんに選ばれた人間だと不知火も気づいたのか、すぐに頭を下げる。

「は、はい。ですが……」

「俺は一度言った事は二度は言わない」

　凜りんとしていて、迫はく力りよくのある声だった。有う無むを言わさない声に、不知火が震ふるえ上がる。

　東雲を呼び捨てにするのだから、それなりの身分だろう。

　やたらに逆らうとまずいと不知火も気づいたようで、再び深々と頭を下げた。

「かしこまりました」

　不知火と一いつ緒しよに慌てて頭を下げた。

　礼を言おうとしたが、暁はさっさと背を向けて去って行く。

（いまのってわたしを助けてくれたのよね。彼はいったい……）

　その姿を見送りながら、戸と惑まどいつつも心の中で礼を言った。
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　酒さけ臭くさい着物を着き替がえた緋蝶は、厨ちゆう房ぼうで料理の手伝いをしていた。

　客をもてなす為ための着物を汚してしまったので、裏方の仕事をあてがわれたのだ。

（それにしても、さっきは助かったわ。あのままだったら一年はただ働きだった。そんな事になったら、兄さんを見付ける暇ひまもお金も用意できなかったわ。……さっきの人はいったい誰だれだろう。助けてもらったのに、お礼を言いそびれちゃったな）

「緋蝶。いますか？」

　考えていると、東雲が足早に厨房に入ってきた。

「何か足りないものでもございましたか？　わざわざ来られなくても言って頂ければ……」

　頭を下げると、近づいてきた東雲に右みぎ腕うでを摑つかまれた。

「急いで来てください」

　東雲の顔付きが深刻だった。まさか……とさあっと青ざめる。

（やっぱりお酒をこぼしたのがばれたのかな？　どうしよう、弁償なんてできないのに）

「あの、さっきのお酒は……」

　あたふたとしながら話しかけると、東雲はさっとこちらに顔を向けた。

「そうじゃありません。あなたにお客様です」

「わたしにですか？　いったい誰が……？」

「私にもよくわからないんです。ただ、とても重要な用件らしくて。とにかく急いで」

　お酒の事以外で何かしでかした覚えはない。わけがわからなかったが、東雲に手を引かれて、厨房を出た。連れて行かれたのは、客をもてなす特別な部屋だ。掃そう除じの時以外は絶対に入ってはならないと言われている。驚いていると、東雲が戸を開けた。

　中にいたのは、燃えるような赤い髪と焦こげ茶の瞳を持つ男だ。見慣れない風体に驚いたものの、彼も東雲と同じだろうと気づく。年の頃ころは二十代後半で、がっしりとした体たい軀くに男らしい顔立ち。短たん髪ぱつでよく日に焼けている。どうやら武官のようで、黒い直垂をまとって大きな刀を持っていた。迫力がある鋭するどい目で見つめられて、どきっとする。

「彼女がそうか？」

　東雲が頷うなずいた。促うながされておずおず部屋に入ると、東雲が戸を閉める。

「うちで働く緋蝶とは彼女の事ですが、いったい何事ですか。大だい内だい裏りの護衛隊長が緋蝶を訪ねてくるなんて。あなたの仕事は大内裏の警護のはず。彼女が何かしたのですか？」

　東雲が背中で庇かばってくれているのがわかった。

（大内裏の護衛隊長？　そんな方がいったいわたしに何の用なの？）

　聞きたかったが、相手は間ま違ちがいなく貴族で、無礼な真似まねでもしようものなら、お手て討うちになりかねない。だからじっと様子を見守った。男が一度息を整えて、手で座るよう促す。

「身構えないで。悪い話ではないので。……いや、見方によっては悪い話かもしれませんが」

　どういう意味なのかわからなかった。東雲にも促されたので、男の正面に座る。

「改めてご挨あい拶さつ申し上げます。私は苑えん紫しと申します。大内裏から雫しず花か帝ていの命令で参りました」

　苑紫は目上を相手にしているように、手をついて頭こうべを垂れた。その様子に思わず目を白黒させる。どうして貴族である彼が、平民の自分に敬意を払はらうのかまったくわからない。

「雫花帝って、主上のお名前ですよね……？」

　思いもよらない名が出てきて、混乱していた。東雲が小さく頷く。

「正確には、雫花帝とは代々の女じよ帝ていが受け継つぐ位の名です。竜神様が初代の女帝にその名を授さずけたとか。国と女帝を花に見立てて、竜神様が降らせる恵めぐみの雨の雫しずくでどちらも美しく咲さかせようという意味が込められているそうです。現在の雫花帝は三代目で山やま吹ぶき様と仰おつしやいます」

　小声で教えてくれた東雲と一度目を見合わせて、苑紫に顔を向けた。

「そんなお方が、いったいわたしに何のご用が……」

　言葉を選びながら話していると、がらっと戸が開いた。入ってきた人を見て、目を見開く。

「あ、さっきの……」

　酒をこぼしたのを、自分が飲んだと言って庇ってくれた暁だった。

　暁は眉まゆ根ねを寄せ、苑紫に目をやる。

「こいつなのか？」

「暁、言こと葉ば遣づかいに気をつけろ。〝女帝候補〟なんだ。敬意を払うように」

　苑紫にぴしゃりと言われても、暁はむっとした顔のままだ。東雲が目を見開いた。

「女帝候補とはどういう事ですか？」

　苑紫がこちらに向き直る。

「東雲、いまから説明するから、一緒に聞いてくれ。……緋蝶様、失礼しました。実は雫花帝のご命令で、あなたを迎むかえに来たのです。突とつ然ぜんで驚おどろかれるでしょうが、あなたには花か蕾らい東とう宮ぐうとして大内裏に上がって頂く事になりました」

　苑紫が何を言っているのか、さっぱりわからなかった。

「……花蕾東宮って、いったい……？」

　苑紫が男らしい顔で、ゆっくりと頷いた。

「花蕾東宮とは次期女帝となる方の位です。これも竜神様が名付けられたそうで、まだ女帝になる為の成長を遂とげている途と中ちゆう、つまり花でいうなら蕾つぼみだからという意味だと伺うかがっています」

　聞き慣れない言葉ばかりだ。緊きん張ちようしているせいもあってか、自分の中で消化するのに手て一いつ杯ぱいだった。苑紫がじっとこちらを見つめた。

「つまり、あなたはお世よ継つぎの皇女です。これからは大内裏で暮らして頂く事になります」

　苑紫が話しているのは、よその国の言葉ではないかと疑うほど、まったく理解ができなかった。苑紫の言葉を一つ一つ吟ぎん味みして、どうにか飲み込んだ。

（わたしがお世継ぎの皇女!?　いやいや、そんなはずないわ。いったいどういう事なの……!?）

　あまりの事に驚きすぎて、息まで止まりそうになった。







　緋蝶は何度も深呼吸して、気持ちを落ちつかせようとした。きっと何かの間違いか冗じよう談だんだと思っていたが、仰ぎよう々ぎようしく頭を下げた苑紫や、何か考え込んでいる東雲、そして戸の近くで腕組みして立っている暁は、とても自分をからかっているようには見えない。

（わたしが花蕾東宮ってどういう事？　みんな本気っぽいんだけど……。いやいや、大だい丈じよう夫ぶ、きっと話せば間違いだってわかってもらえるはず）

　混乱しながら考えていると、最初に沈ちん黙もくを破ったのは東雲だった。

「緋蝶が花蕾東宮とはどういう事ですか」

「言葉の通りだ。緋蝶様は皇族の一員で、花蕾東宮になる資格をお持ちだ。そして私もお前も、そちらにいる暁も、緋蝶様の為に竜神様から選ばれたのだ」

　苑紫の言葉を聞いて、東雲が眉根を寄せる。

「待ってください。私は雫花帝の後宮に入るのではないのですか？」

　苑紫が東雲に膝ひざを向けた。

「こたび竜神様に選ばれた私達が仕えるのは、次期女帝となる花蕾東宮だ。現在の雫花帝である主上は、二十二年前に選ばれた夫君を数年前に亡なくし……」

　苑紫がちらりと暁に目を向けた。

「続けろ。俺にかまうな」

　暁のひと言で、苑紫はこちらを向いた。

「……数年前に夫君を亡くし、お子様は男の子のみ。女のお子様はいらっしゃらない。この国に女帝が必要なのは、民たみなら誰でも知っているはずだ」

　質問していいのか迷ったが、自分にいま何が起きているのか把は握あくする為にも、勇気を出した。

「お話し中、申し訳ありません。跡あと継つぎがいないから、主上はまた新たな夫君を選ばれるのではないのですか？」

「いいえ、緋蝶様。主上はもう夫君選びはなされません。新たな女帝候補を教育し、雫花帝として擁よう立りつする為に我われ々われは集められたのです」

　驚いたのは自分だけではなかったようで、東雲も息を吞のんでいる。苑紫が話を続けた。

「ですが現在皇族に姫ひめはいらっしゃらず、跡継ぎをどうするかが最大の問題でした。しかし竜りゆう神じん様のご宣せん託たくにより一人だけ皇族の姫がいらっしゃる事がわかったのです。主上には妹君がおられました。二十年前に大内裏に勤めていた武官と恋こいに落ち、駆かけ落ちされたのです」

　大内裏の事はほとんど知らないので、そんな事があったのかと思わず目を見開いた。

「竜神様は、もうその妹君は亡くなったと仰ったそうです。ですが、この屋や敷しきで働く緋蝶という少女が妹君の娘むすめだと告げられたそうなのです。……緋蝶様、母上のお名前は撫子なでしこ様ですね」

　苑紫に見つめられて、首を振ふった。

「いいえ。母の名は萌もえ黄ぎです。母は確かに亡くなっていますが、お話を伺う限りでは人違いだと思います。母は縫ぬい物が上手で着物の仕立てをしていました。気さくで元気がよくて、とても皇族だなんて思えません。父は靴くつの職人で、気弱で武官なんか務まる人ではなかったです」

　どう考えても自分が知っている母は、苑紫が話しているような人物ではない。

　何とか誤解を解かないとと、必死に訴うつたえた。苑紫がやや困ったような表情になる。

「ですが、竜神様のご宣託に間違いがあるはずがありません」

　東雲が片手を挙げて、苑紫の言葉を止めた。

「ではもし竜神様の宣託が正しければ、緋蝶は本当に将来、雫花帝になるのですか？」

「それはまだわからない。雫花帝になる為ためには、竜神様が出される試練を乗り越こえて、女帝としてふさわしいと認めて頂かねばならないのだ。その為にも、まずは緋蝶様に大内裏においで頂き、主上と直接お話をして頂かねば」

　話を聞きながら、頭の中を必死で整理する。

「……大内裏に行くなんてとんでもありません、まるで雲の上に行けと言われているような気がします。主上にお目にかかるなんて、恐おそれ多くてとても……」

「ですが主上のご命令ですので一いつ緒しよに来て頂かなければ。……暁からもお願いして」

　戸にもたれて腕うでを組んでいた暁が、あからさまに迷めい惑わくそうな顔をした。

「嫌いやがっているんだから、無理に連れて行かなくてもいいんじゃないか」

「何を言っているんだ。新たな雫花帝を擁立できなければ竜神様のお怒いかりを買う。そうなればこの国がどうなるか……」

　暁は苑紫に睨にらまれても、堂々としていた。

「日照りが起こって、民が死ぬっていうのか。……竜神は民の命を人ひと質じちにとって、好き放題にしているだけだ。みんなが恐れて言う事を聞くから、余計に調子に乗るんだ」

　暁の目つきが恐ろしい程ほどに鋭するどくなった。とんでもなく不敬な言葉だが、苑紫はもう何も言わなかった。息をついてこちらに向き直る。

「大だい内だい裏りにおいでください。これは主上の命令です。断る事は許されません」

　厳しい声だった。どうすればいいのかと目を泳がせていると、東雲がこちらに顔を向けた。

「緋蝶。主上と直接話をしてはどうですか？」

「そんな……だって、人ひと違ちがいですよ。それに恐れ多いです」

「人違いだと言うなら、直接そう訴えた方がいいでしょう。ここで断ったら、雫花帝の命令に背そむいたとして緋蝶の命が危ないです。私も一緒に行きますから」

　東雲が手を握にぎってくれた。大きな温かい手に勇気をもらえた気がした。

（東雲様が一緒ならきっと大丈夫だわ。ここでいくら違うと言っても信じてくれなそうだし）

「……わかりました」

　頷うなずくと、東雲が勇気づけるように肩かたを叩たたいてくれた。
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　夜が明けた早朝、屋敷に迎えに来たのは、苑えん紫しが引き連れた従者数人と、立派な輿こしだった。

　緋ひ蝶ちようは東雲しののめが用意してくれた小こ袖そでをまとい、生まれて初めて輿に乗った。

　従者数人が輿を担かつぎ、馬に乗った苑紫と東雲が両りよう隣どなりを守るように進んだ。

　御み簾す越しに外を覗のぞいていると、見慣れた町並みがゆっくりすぎていく。緊張しながらどれぐらい輿に揺ゆられただろう。昼近くになった頃ころ、輿の揺れがようやく止まった。慌あわてて外を見ると、前方に巨きよ大だいな門がそびえている。立派な鎧よろいを着た武官が門を守るように数人立っていた。

（ここが大内裏なの……？）

　都には住んでいるが、外れの方なので大内裏を見た事すらなかった。東雲の屋敷を初めて見た時は、その大きさに開いた口が塞ふさがらなかった。だがいま目の前にある門と高い塀へいは、それより何十倍も大きい。この中に入るのかと思うと、恐れ多くて震ふるえが走った。

（落ちついて。人違いですって言いに来ただけだもの。大内裏なんてこれから一生入る事はできないだろうから楽しむぐらいの余よ裕ゆうを…………いや、やっぱり無理！）

　あたふたしていたが、そんな事はお構いなしに輿は再び動き出して、門をくぐった。

　門の中は、外の町並みとはまるで世界が違うような光景が広がっている。玉たま砂じや利りが敷しかれた庭は、塵ちり一つないように美しかった。その奥にそびえる建物は、黒い屋根と朱しゆ色いろと黄金の柱がまばゆいほどの光を放っている。庭を歩く人々はみな貴族らしく、立派な身なりをしていた。

　建物はいくつかあるようだが、輿は中央にある一番大きな建物に向かって進んでいく。

　輿が揺れるたびに、身体からだが緊張で強こわばっていくのが自分でもわかった。

（場違いだって雰ふん囲い気きをひしひし感じるわ。どうしよう、帰りたい。でも人違いだって説明してわかってもらわないと……。うん、大丈夫よ。東雲様が一緒だもの）

　輿の右隣にいる、馬に乗った東雲を見つめた。背筋を伸のばし馬に揺られている彼は、凜り々りしかった。彼の姿を見ると、少しだけ緊きん張ちようが和やわらぐ。

　しばらく進んでようやく輿が止まった。

（うっ、いよいよね。雫しず花か帝ていに会うなんて考えた事もなかったわ。昨日までは屋敷で食事の支し度たくと洗せん濯たくと掃そう除じに明け暮れていたのに、何でこんな事になったんだろう）

　何とか落ちつこうと胸に手を当てると、輿が地面に下ろされて前方の御簾が上がった。

「到とう着ちやくしました」

　跪ひざまずいて声をかけたのは苑紫だ。礼を尽つくしてくれる彼に何だか申し訳ない気持ちになる。

（大事な客をお招きしているような態度だけど、人違いだってわかったら気まずいだろうな）

　戸と惑まどっていると、苑紫が手を差し出した。

「どうぞ」

「い、いえ！　自分で出られますから！」

　強く断りすぎただろうかと一いつ瞬しゆん思う。親切で言ってくれたのにと、更さらに申し訳ない気持ちになった。苑紫は気にした風もなく、さっと立ち上がる。

　輿から出て、白い玉砂利が敷き詰つめられた地面に降り立った。

「ようこそ、紗さ和わ国こく、大内裏へ」

　どうやら中庭に降ろされたようで、目の前にはひのきの香かおりが漂ただよう建物がある。

　朱色と黄金の柱が美しい建物は、庭に面した廊ろう下かもぴかぴかに磨みがかれていた。

　苑紫が先に立って歩き始めたので、大人しくそれに続きながら、横を歩く東雲に目をやる。

「東雲様……。すごく場違いな感じがします。できたら帰りたいんですが」

　正直な気持ちだった。もちろんできない事はわかっていたが、言わずにいられなかった。

「ここまで来たら、もう主上に会わずには帰れません。大だい丈じよう夫ぶです。私も同席させてもらえるよう苑紫に頼たのんでありますから」

　東雲は優やさしく微笑ほほえんで、ぽんっと背中を叩いてくれた。まったく見知らぬ場所で、知らない人達に囲まれて不安だったが、東雲の手は勇気を与あたえてくれた。

　建物に入って、廊下を奥に進む。通されたのは、小さな畳たたみの間だ。苑紫が向き直った。

「準備ができるまで、こちらでお待ちください。東雲。一緒にここで待っていてくれ」

　東雲が頷くと、苑紫が従者を連れて部屋を出た。

「……東雲様。主上ってどんな方でしょう」

　ようやく二人だけになったのでこっそり聞くと、東雲がやや首を傾かしげた。

「実は私も会った事はないんです。数年前に夫君を亡なくされて以来、ほとんど人前に姿を見せられなくなってしまって。最近はご体調が思わしくないという話も聞いた事があります」

「人前に姿を見せなくても、雫花帝としてのお務めは果たせるのですか？」

　素そ朴ぼくな疑問だった。いままで大内裏とか女じよ帝ていとか、自分とはまったく違う世界すぎて、あまり気にした事はなかった。毎日食べて生きていく、それが精いっぱいだったのだ。

「雫花帝には、竜りゆう神じん様が選んだ優ゆう秀しゆうな男子が集められた後宮がありますから。前にも夫君に選ばれなかった男子達が、それぞれ官かん吏りや武官として政まつりごとを行う手助けをすると話したでしょう。雫花帝の主な仕事は、彼らが進言する内容を吟ぎん味みし、竜神様のご宣せん託たくを聞く事だそうです」

（そういえば、前に不知火しらぬいさん達がこそこそ話しているのを聞いた事があるわ。いまの雫花帝は政には積極的じゃないって。竜神様のご宣託を聞くだけのお飾かざりの女帝だって）

　不知火は、男の子しか産まなかった雫花帝にがっかりしていると続けた。

　いくらひそひそ話でもあまりに不敬だったので、よく覚えている。不知火達の話を思い出していると、東雲がこちらを見つめているのに気づいた。首を傾げると東雲が口を開く。

「苑紫達が屋や敷しきに来たのは、竜神様が緋蝶は皇女だと主上に宣託を下されたからです。その宣託が間違っているとは思えません。まずは主上と話をして、事情を詳くわしく尋たずねてください」

　心配そうな東雲に頷くと、戸が開く音がした。顔を向けると、苑紫が廊下に座っている。

「おまたせしました。こちらにどうぞ」

　いよいよ女帝と対面だと、緋蝶は自分に気合いを入れた。
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　通されたのは広い畳の間だった。緋蝶は緊張しつつ、部屋に入る。

　雫花帝に失礼にならないような挨あい拶さつの仕方を、さきほど東雲に教えてもらっていた。

〝主上は御簾の中にいらっしゃるから、近くまで行って正座して、両手をついて頭を下げてください。主上と直接話ができるのは、大臣や側近などの限られた方だけなので、その方の指示に従ってください。決して勝手に喋しやべらないように〟東雲の言葉を頭で繰くり返しながら、その通りにした。頭を下げたままで待っていると、苑紫の声がする。

「緋蝶様、主上が顔を上げよと仰おつしやっています」

　ゆっくりと顔を上げると、正面に御簾が垂らされていて、その斜ななめ前に苑紫が座っていた。

「本来なら、主上にお目にかかる儀ぎを執とり行いますが、今回は主上より大臣や官吏達を同席させず、直接話したいというご意向がありました。たくさんの人に囲まれては、緋蝶様が緊張するだろうと心配なさっての事です。それでは、主上のお言葉を賜たまわります」

　苑紫が御簾に向かって頭を下げた。直接雫花帝から言葉を頂くなんて、恐おそれ多くて息が止まりそうだったが、何とか心を落ちつけようと深呼吸して言葉を待つ。

「……ようこそ、緋蝶。もっとこちらに近づいて、よく顔を見せて」

　落ちついた大人の女性の声が、御簾の向こうから聞こえた。

　東雲に目をやると、彼が顔を伏ふせたまま、軽く頷く。立ち上がって、二、三歩進んでもう一度座った。御簾を見つめると、再び声がする。

「まあ、可愛かわいらしいわね。……そこにいるのは東雲ね。話は聞いています。緋蝶を連れてきてくれてありがとう」

　斜め後ろに座っていた東雲に目をやると、彼は顔を上げた。

「お言葉、恐きよう悦えつ至し極ごくにございます。緋蝶は私の屋敷で働いていました。事情は伺うかがいましたが、本人は戸惑っているようです。竜神様のご宣託に間ま違ちがいがあるはずはございませんが、緋蝶の話も聞いて頂ければ幸いにございます。ですが緋蝶は緊張してどう話していいかわからないと申しておりますので、私が説明させて頂いてよろしいでしょうか？」

　東雲が再び頭を下げると、ややあって御簾の中から声がした。

「いいでしょう。聞かせてちょうだい、東雲」

　許可が出た事にほっとする。雫花帝と話すなんて恐れ多くて言葉も出ないと、さきほど東雲に相談していたのだ。許可が得られれば、東雲が説明すると約束してくれていた。

「まず緋蝶の母親は、主上の妹君とは名前が違います。そして……」

　東雲の話を一通り聞き終わった雫花帝が、静かに声を上げた。

「わかりました。では、緋蝶。御み簾すの中に入ってきなさい」

　突とつ然ぜんの事に目を瞬またたかせた。東雲も驚おどろいたようで、声を上げた。

「ですが、緋蝶は……」

「主上のお言葉です。緋蝶様、前へどうぞ」

　御簾の前に座った苑紫が、鋭するどい声を上げた。

（貴族のお姫ひめ様は家族と夫以外には顔も見せちゃいけないって聞いた事があるわ。主上の顔を見るなんて、きっととんでもなく恐れ多い事なのよ。どうしよう、話しかけられてもどう返事していいかもわからないのに）

　目を白黒させていると、東雲が息を吸い込んだ。

「主上、恐れながら、緋蝶は大だい内だい裏りでの作法を知りません。知らずに主上に無礼を働いては大変です。どうかこのままで……」

「控ひかえろ、東雲。主上のご命令に逆らうようなら……」

　苑紫の声に殺気が込められていると気づいて、はっとした。

「お待ちください。わたしが一人で参ります」

　声を上げるのは人生で最大の勇気がいった。

　それでもこのままでは東雲がまずい事になりそうだ。だから勇気を振ふり絞しぼった。

「東雲様、大丈夫です。直接、人違いだと説明して参ります」

「……わかりました。御簾に入ったら、すぐに跪いて頭を下げるんです。いいと言われるまで顔を上げてはいけません。話す時は、まず主上のお言葉を聞いてからです」

　頷うなずいて、身を屈かがめて御簾に近づいた。

「どうぞ」

　苑紫が御簾を上げてくれる。中に入って、言われた通りにすぐに跪いて頭を下げた。

　心臓は痛いくらいに大きく鼓こ動どうを打って、息をするのも苦しかった。

　それでもここで逃にげるわけにはいかない。そんな事をしたら東雲に迷めい惑わくがかかるだろう。

「顔を上げて、緋蝶」

　緊きん張ちようしつつ、顔を上げた。前方を見て、思わず目を見開く。

　目の前にいたのは、美しい女性だ。柔やわらかな物もの腰ごしと、優しげな顔立ち。身の丈たけより長い艶つややかな黒くろ髪かみで、幾いく重えにも着重ねた裳も唐から衣ぎぬに身を包み、肘ひじ掛かけにもたれている。

　年は四十歳を越こえていると聞いたが、ずっと若々しく見えた。

　この方が雫花帝かと驚くと同時に、彼女の隣となりにいる少年にも目を見張った。年の頃ころは十歳くらいだろう。着ているのは上質な絹の狩かり衣ぎぬだ。愛らしいが生意気な印象もある顔立ちだった。

　てっきり雫花帝一人だと思っていたので、子どもがいた事にびっくりした。
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（主上の子どもかしら……？）

「初めまして。わたくしは山やま吹ぶきです。あなたの伯母おばよ」

　ふわっと花が綻ほころぶように山吹が笑う。

　見た目はか弱そうな印象を受けた。とても一国を預かる女じよ帝ていとは思えない。

　見とれてしまいそうなほど可か憐れんだったが、ここに来た目的を思い出して、はっとする。

「初めまして、緋蝶と申します。恐れながら、わたしは主上の姪めいではありません。人違いだと思います。母の名前は撫子なでしこではなくて、萌もえ黄ぎと言います。着物の仕立てをして、生計を立てていました。母はとても皇族には見えませんでした」

「……撫子はもともと皇族らしくなかった」

　ふいに少年が言葉を発したので、驚いて彼を見つめた。

（なに、この子……。撫子様を知っているような口ぶりよね。でも、撫子様が駆かけ落ちしたのって、二十年も前ではないのかしら）

「着物の仕立てをして生計を立てていたというのも、撫子らしいな。唯ゆい一いつの取り柄えは縫ぬい物と刺し繡しゆうだったからな。おてんばだったが、手先は器用だった」

　少年の言葉に、山吹がそっと微笑ほほえんで頷いた。

「撫子が刺繡と仕立てをした着物で、わたくしは祝しゆう言げんをあげました。あの時の着物はまだとってあります。撫子がもうこの世にいないなんて……。そんな事になるなら、あの時彼との婚こん姻いんを許してもらえるよう手をつくせばよかった。そうしたら死なずにすんだかもしれないのに」

　言葉に後こう悔かいが滲にじんでいた。少年が肩かたを竦すくめる。

「身分が違う。雫花帝の妹と、下級の武官だぞ。どうしても婚姻したいなら、出ていけと言った言葉に後悔はない。あのまま大内裏で婚姻させても、きっと苦しんだだろう」

　少年の言葉はどうにもおかしかった。いまの言葉をそのまま受け取ると、彼が婚姻に反対して、撫子達を大内裏から追い出したようだ。しかし彼女達がここを出たのは、この少年が産まれるずっと前のはずなのにと、首を傾かしげた。その様子に気づいたのか、山吹が微笑む。

「どうかしたの？」

「すみません。さきほどからこちらの方が言われている意味がよくわからなくて」

　子どもでも貴族なのは確かだろう。だから言葉には気をつけた。山吹がゆっくりと微笑む。

「緋蝶。この方が見えますか？」

　変な問いだと思ったが、相手は雫花帝なので失礼があったら首が飛ぶと慌あわてて頭を下げた。

「はい」

「どんな姿をしていますか？」

「十歳くらいの子どもです。髪は短くて癖くせ毛げで、目が大きくて凜り々りしい感じがします」

「この方が言っている事が聞こえる？」

　目だけをそっと上げる。山吹の表情は、まるでほっとしているように見えた。

「はい、聞こえます」

「そう。見えるし、聞こえるのね。わたくしにはもう、声しか聞こえなくなってしまったわ。この方の姿を最後に見たのは、半年も前なのよ」

　思わず首を傾げた。山吹が何を言っているのかわからなかったからだ。

「申し訳ございません。よく意味が……」

「苑紫、許します。入ってきなさい」

　山吹が声をかけると、御簾がわずかに持ち上がり、苑紫が静かに入ってきた。

「何でございましょう」

「ここにいる人達の名前を言ってみて」

（名前って……いったい、何がしたいんだろう）

　やんごとなき身分の方なので、とりあえずは成り行きを見守った。

「ここにいらっしゃるのは、主上と緋蝶様です」

　苑紫が目で確かく認にんしたのは、こちらと山吹だけだった。そしてその言葉にも違い和わ感かんを覚える。

「もう一人いらっしゃいますよ」

　おずおずと声を上げ、山吹の隣に座る少年を手で示す。なぜ苑紫は彼を無視するのだろう。

「……そこにいらっしゃるのですか？」

　苑紫が手で示した方を凝ぎよう視ししているが、わずかに視線が少年から外れている。

「もしかして、見えないんですか？　目がお悪いんでしょうか。そこに子どもが……」

　御簾の中はそう広くはない。ろうそくのおかげで明るいし、少年は堂々と座っている。

　いくら目が悪くても、見えないはずがないのにと戸と惑まどった。

「わたくしも見えないわ。この方が見えているのは、あなただけよ」

　山吹が静かに声を上げた。信じられなくて、少年に目をやる。

「そんなはず……だってそこに……」

「もういい。山吹。男は嫌きらいだ。こいつを下がらせろ」

　少年が年に似合わないような苦い表情で、苑紫を手で追い払はらう仕草をした。

「かしこまりました。……苑紫、下がりなさい」

　山吹は女帝だというのに、さきほどからずっと少年に敬意を払っている。

　その様子に、思わず目を瞬またたかせた。

（いったい、どういう事なの？　苑紫様はどうしてこの子が見えないなんて言うの？）

　知り合ったばかりだが、苑紫はまじめそうで噓うそをつくようには見えなかった。

　苑紫が出ていったのを確かめて、山吹がこちらに目を向けた。

「この方の姿も見えて声が聞こえるのは、特別な女性だけなの。────女帝か、皇族の血を引き、女帝となり得る資格を持った女性だけなのよ。この方が見えて声も聞こえるというのなら、あなたは間ま違ちがいなく皇族の血を引いているわ」

「……どうしてもお言葉の意味が理解できません。そもそもこちらの方はどなたですか？」

　少年がふっと微笑んだ。見た目の年ねん齢れいには似合わない、大人びた笑みだった。

「僕は竜りゆう神じんだ」

　一いつ瞬しゆん、冗じよう談だんだと思った。紗和国を長い日照りから救った竜神は、想像する事すら恐おそれ多いような尊い姿をしていると思っていた。だから目の前の少年が竜神とは、どうにも信じがたい。

（でもでもでも、苑紫様は彼が見えないみたいだったわ。主上も声は聞こえているけど、姿は見えないって仰おつしやってたし……。いや、でもそれを信じるとしたら、なぜわたしは見えるの!?）

　混乱している中で、少年が小さく息をついた。

「新しい女帝候補は、馬ば鹿かなんだな」

「ば、馬鹿って……！」

「じゃあ、いまお前が置かれている状じよう況きようを客観的に説明できるか？」

　試ためすような口ぶりだった。必死で頭を整理する。

「……主上や、苑紫様があなたを見えないっていうのは、本当だと思います。二人の視線はあなたからそれているから。あなたが本当に竜神様だとしたら、姿が見えるわたしは……」

　口にしてから、何度も首を横に振ふった。

「でもまさか母さんが皇族だなんて。だって庶しよ民みんの暮らしに思いっきり溶とけ込んでたし」

「撫子は事情があって、子どもの頃ころは大だい内だい裏りではなく父親の地元で育った。田舎いなかに住んでいた時は父親の意向で、貴族や庶民といった身分の差にこだわらず、のびのび育てられたようだ。おかげで十五歳で大内裏に戻もどって来た時は、皇族とは思えないほど自立していた。あいつなら、庶民に混じって暮らせるだろうな」

　山吹が苦く笑しようして、再びこちらに目を向けた。

「緋蝶、わたくしはここ何年かずっと体調が悪くて、最近は雫花帝の務めを果たすのに影えい響きようが出るようになったの。半年前から竜神様の姿も見えなくなったわ。竜神様が見えなくなった雫花帝は、地位を退かなくてはなりません。ですが、そこで一つ大きな問題があるのです」

「問題……ですか？」

「ええ。……この国で百年ほど前、長い日照りが起こった話は知っていますか？」

「はい。有名な話なので」

　屋や敷しきでも東雲とその話をした事があった。

「百年ほど前、皇族の姫ひめが日照りに苦しむ民たみの為ために、竜神様の生け贄にえになったの。竜神様は女性がお好きだから、姫しか生け贄にはなれなかったのよ」

　さらりと口にした言葉に、少年……竜神がむっとした。

「それでは僕がただの女好きみたいだ」

「本当の事でしょう？　殿との方がたが同じ部屋にいると、いつもいらいらしていらっしゃるし」

　にっこり笑った山吹に、竜神が腕うで組ぐみをした。

「余計な事は言わないで、さっさと話を進めろ」

「はい。……でも姫はむざむざ生け贄になるつもりはなかったの」

　初耳だった。話で聞く姫は、生け贄に名乗りを上げ、国を日照りから救った勇ゆう敢かんな女性だ。

「そうなんですか？」

「ええ。もちろん民や国を救いたいとは思っていたそうよ。だけど生け贄として身を捧ささげるより、生きて民や国の為にできる事をしたいと思った彼女は、竜神様と取り引きしたの」

「取り引きって……いったいどんな？」

「詳くわしく教えてもらえないの。竜神様は心が狭せまい……いえ、ケチ……いえ、性格が悪い……」

「何度言い直しても、悪口にしか聞こえないぞ」

　竜神がふてくされた顔をした。

「あら、失礼しました。……そういうわけで、詳しよう細さいはわからないけれど竜神様はその姫と取り引きをしたそうよ。姫の願いを叶かなえる代わりに、彼女は竜神様の願いを叶えると」

　竜神がゆっくりと立ち上がった。

「僕の願いは秘密だが、あいつの願いは教えてやろう。国が日照りで悩なやまされずにすむ事だ。そして民が安定した暮らしを送れる事。当時の帝みかどは病弱なせいで、官かん吏り達が権力を握にぎっていた。あいつが、貴族の汚お職しよくや権力争いに巻き込まれて民が苦しむのを何とかしたいというから、ではお前が女じよ帝ていになって思った通りの政まつりごとを行えと言ったんだ」

　竜神が何かを思い出すように遠い目になって、話を続けた。

「あいつは賢かしこくて度胸があった。気弱で官吏達の言いなりだった父親よりずっといい帝になると思ったんだ。だから雫花帝という名を与あたえて、反対する奴やつらを僕の力でねじ伏ふせてやった。あいつは自分が死んでも、血族の女性が僕の願いを叶え続けると約束した。お前達が僕の願いを叶えている間は、僕も国が栄えるよう手を貸してやろう」

　竜神はそう言ったあとに、ふとこちらをじろじろと見つめて、ため息をついた。

「だが、今度の女帝候補はあいつに似ず、馬鹿なようだな。こいつでは、僕の願いは叶えられないぞ。山吹、さっそく女帝教育をしろ。僕の話についてこられるように知識をたたき込め」

　話がどんどん進んでいくのに気づいて、慌あわてて腰こしを上げた。

「待って待って、待ってください！」

　片手を挙げると、竜神は眉まゆ根ねを寄せた。

「わたしが皇族の血を引いているかもしれないというのは理解しました。でも、女帝候補なんてとっても無理です。わたしは国政の事も大内裏の事も何も知らないんです」

「そんな事はわかっている。だから花か賢けん師し達を集めた後宮を作ってやったんだ」

「花賢師？」

　竜神がそんな事も知らないのかと言いたげな顔をした。

「雫花帝の為に作られた後宮と、花か蕾らい東とう宮ぐうの為に作られた後宮は、同じ後宮でも意味合いが違う。雫花帝の為の後宮は女帝とその夫、そして二人の補ほ佐さをする男達が集まるところだ。だが花蕾東宮の為に作られた後宮は、教育を受ける場であるとともに、夫選びをする場でもある」

　聞き慣れない言葉と、見聞きした事もない大内裏の話に、ついていくのがやっとだった。

　竜神はこちらを気にした様子もなく、どんどん話し続けた。

「花蕾東宮を育てるのが、貴族達の中から選ばれた花賢師だ。彼らはそれぞれ得意な分野を持っている。雫花帝となる為の必要な知識を彼らから学べ」

　竜神にそう命じられたが、混乱しつつ首を横に振った。

「花賢師……？　その方達から女帝としての教えを授さずかるという事ですか？　そんな事、わたしには無理です」

　竜神が面めん倒どう臭くさそうな顔になった。山吹は困ったような表情をして、口を開く。

「突とつ然ぜんの話だから戸惑う気持ちはわかります。でも雫花帝になれるのはあなたしかいないの。わたくしは竜神様が選んだ男性達がいる後宮の中から夫を選んで結けつ婚こんしたけれど、身体からだが丈じよう夫ぶではなくて、子どもは一人しか産めなかった。そしてその子は男の子だったの」

　山吹は微笑ほほえんでいるが、辛つらそうな目をしていた。

「親類にも女の子どもはいないから、いまのままでは跡あとを継つぐ皇女がいないわ。竜神様は初代の女帝の血を引く女性しか雫花帝として認めてくださらないし。どうしたらいいか途と方ほうに暮れていたら、竜神様が撫子の子どもが女の子だと教えてくださったの。居場所と名前もね」

　竜神が腕組みをした。

「もう一度言うが、お前にはこれから雫花帝として必要な教育を花賢師達から受けてもらう。お前が雫花帝としてふさわしいと僕が認めたら、お前は晴れて皇位を継ぐ」

「皇位を継ぐとか、女帝としての教えを授かるとか。何度も言いますが、そういう事はわたしには無理です。読み書きもやっとなんです。このまま帰らせてください」

　頭を畳たたみに押しつけるようにして下げた。

「帰ってもいいぞ」

　思わぬ言葉に、嬉うれしくなって顔を上げた。だが竜神が嫌いやな笑みを浮うかべているのに気づく。

「ただし、その場合お前の命はない」

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな！」

「僕は神だ。僕の姿を見て声を聞くという栄えい誉よを賜たまわるのは、雫花帝と女帝候補だけ。お前が候補から外れるなら、庶民が神の姿を見るという無礼を働いた事になる。命をとられるのは当然だ」

　あまりに堂々と言われたので、一瞬そうかと納なつ得とくしそうになったが、慌てて首を横に振る。

「当然じゃないと思います。わたしは見たくて竜神様の姿を見ているわけではないので」

「いいや。僕は神だから、この理り屈くつであっている。そうだな、山吹」

「さようでございます。竜神様」

　にっこり笑った山吹を見て、思わず青ざめた。

「じゃあ、わたしは帰れないって事ですか？」

「だから帰りたければ帰れ。ただ、神の姿を見たという無礼を働いた罪で死ぬだけだ。打ち首がいいか？　縛しばり首がいいか？　死に方くらいは選ばせてやろう。僕は優やさしいからな」

　あまりの事に呆ぼう然ぜんとした。そしていままでの事を思い返して、ある事に気づく。

「……つまり、わたしは大だい内だい裏りに来て、竜りゆう神じん様の姿を見た瞬しゆん間かんから、雫花帝を目指して教えを授かるか、死ぬかしか道はなかったのですね」

「まあ、そうともいう。諦あきらめて女帝教育を受けろ。死にたくはないだろう」

　逃にげ道はないようだ。いままでの話を頭で整理して、そして息を吸い込んだ。

「────嫌です」

　そのひと言に、竜神の目つきが鋭するどくなった。

「なんだと？」

　神を相手に口にしてはいけない事だったかもしれない。それでも言わずにいられなかった。

「わたしには雫花帝なんて務まりません。いまからどんなに勉強したって、国を立派に治めたりできないと思います。そうなったら苦しむのは、この国に住む人達ではありませんか？」

　つたなくても自分の思いを伝えたくて、必死になった。

「わたしのせいで誰だれかが苦しむのは嫌です。皇族に女性がいないというなら、男性が皇位についたっていいじゃありませんか。竜神様がそれを認めればよいのではありませんか」

　まっすぐに見つめると、竜神は楽しそうな表情になった。

「なるほど。僕に意見する気か？　いい度胸だ」

「逆らうつもりはありません。ただ、そんな大役を背負えるだけの能力が、わたしにあるとは思えないだけです」

　竜神がくっと口元をつり上げた。

『あの姫の血筋の女は、みんな度胸がいい……』

　ふいに聞こえたのは、子どものものとは思えない低い声だった。まるで頭に直接響ひびいているかのような声に驚おどろいていると、少年の目の色が黒から薄うすい青に変わった。そのまま、少年の姿がゆらりと歪ゆがむ。そしてあっという間に、御み簾すの中いっぱいに大きな竜が現れた。

『民たみに迷めい惑わくがかかるというなら、死ぬ気で教育を受けて、迷惑をかけずにすむほど雫花帝にふさわしくなればいい事だろう。……そうだな、それでも嫌だと言うなら、一つお前のやる気を引き出してやろう。────よく聞け。お前の兄は生きている』

　突然の言葉に目を見開いた。竜の姿におののきつつも、声を上げる。

「本当ですか？　もしかして、居場所がわかるんですか？」

『ああ、わかる』

「では教えてください！」

『ただでは教えられぬ。……そうだな。竜神の宣せん託たくを聞けるのは雫花帝だけだ。だからお前が雫花帝になれたら、宣託として聞かせてやる』

「そんな……！」

『一月後に花蕾東宮の位を授ける儀ぎ式しきを行う。それまでに最低限の知識を身につけろ。できなければ女帝候補から外れてもらう。そうなったら命はないし、兄の居場所もわからないぞ』

　たとえ命はないと言われても、断るつもりだった。雫花帝になって、国を治めるなんてとうてい無理な話だ。しかし竜神の言葉に、決心がぐらつく。

（竜神様はわたしの居場所と名前を知っていた。その力があれば兄さんがどこにいるのか本当にわかるのではないかしら。兄さんがいなくなって二年。探しているけど、影かげさえ見つからない。これからもお屋や敷しきで働きながら探したって、わたし一人では限界がある……）

　竜神に目を向けた。部屋いっぱいにとぐろを巻いた竜は、実体はないようで透すけて見える。

（兄さんが帰って来ないのは、きっとあの時襲おそってきた男に捕つかまっているからだわ。自由に行動できるなら会いに来るはずだもの。兄さんを助ける為ためには人ならぬ力が必要なのかも……）

　考えていると、再び竜神の声が聞こえた。

『緋蝶よ。お前が花蕾東宮としての知識を習得したら〝雫花帝にとってもっとも必要な事は何か？〟を聞くぞ。私が納得する答えを考えておけ』

　その言葉を残して、唐とう突とつに竜神の姿が消えた。

「……竜神様は帰られたようね」

　山吹の声にはっとして彼女を見つめた。

「緋蝶、最近雨が降らなくなった事に気づいている？」

　ふいに問いかけられて、驚きつつも頷うなずいた。

「はい。働いていた屋敷に野菜を売りに来ていた農家の方が、雨が降らないせいで農作物の収しゆう穫かくがいつもの半分だと話していました」

　山吹が辛そうに目を伏ふせた。

「もう民にも影えい響きようが出ているのね……。実はあなたの存在は二月ほど前に竜神様から伺うかがっていたの。でも撫子は好きな人と自由に婚こん姻いんしたくて駆かけ落ちした。その娘むすめを大内裏に連れて来る事に抵てい抗こうがあったわ。だからどうするか考えさせてもらっていたの」

　山吹は一つ息をついて、話を続けた。

「でも竜神様はあなたを連れて来ないからお怒いかりになって。緋蝶を連れて来るまでは雨は降らせないと仰おつしやったの。それが一月と十日前。それから雨が降らなくなってしまったわ」

　竜神の姿を思い出す。神の意志一つで、これだけの被ひ害がいが出てしまうのかと震ふるえが走った。

「緋蝶、女じよ帝ていが国を統治する前は、数十年に一度の日照りで、何百人もの民達が命を落としていたの。これ以上雨が降らないと、また同じように民の命が危険にさらされるわ」

　山吹の表情が、ふいに毅き然ぜんとして凜り々りしいものになった。

「突然の事で混乱していると思うわ。だけど、これだけは伝えておくわね。新たな雫花帝を擁よう立りつできなければ、竜神様はこの国を去ると仰ってるの。竜神様は守護神としてこの国に潤うるおいを与あたえてくださった。もし守護神がいなくなれば、遠からずこの国は滅ほろんでしまうでしょう」

　信じられないような話だったが、山吹は本気のようだ。

「竜神様は緋蝶を連れて来た褒ほう美びとして、明日あしたから二日間は雨を降らせてくださるそうよ。でもそのあとは、緋蝶が花蕾東宮と認められるまで雨は降らせないと仰っているの。……だからお願いです。まずは花蕾東宮になって雨を降らせて、民を救ってください」

　姿勢を正した山吹が頭を下げた。

「主上！　頭を上げてください。恐おそれ多いです」

「いいえ。……わたくしはもともと身体が弱くて、いまはもう雫花帝としての務めを果たせなくなってしまったの。子どもも男の子一人しか産めなかった。私がもっと丈じよう夫ぶで、たくさん子どもを産めていたら、あなたに重い責任を負わせなくてすんだの。────ごめんなさい」

　再び頭を下げた山吹に何と言葉をかけていいかわからない。一月と十日、雨が降らなかったせいで、農作物の収穫が半分になった。これがずっと続けば確かに国の存亡に関かかわるだろう。

「……すみません。一いつ旦たん落ちついて考えさせてください」

　断るつもりだった。女帝なんて重責を担になえる自信はない。

　しかし山吹の姿を見て、この国の未来の状じよう況きようを想像したら、それを口にできなくなった。
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「……というわけなんです、東雲様。どうしたらいいのか混乱してしまって」

　緋蝶は小さな畳の間で、東雲と向き合っていた。東雲が大内裏にある一室を苑紫から借りてくれたのだ。ひとまず頭を整理する為にも、東雲に御簾の中であった事を話していた。

「信じられない話ですね。でも苑紫は噓うそをつく男ではないから、本当に子どもは見えなかったんでしょう。その子どもが竜神様だというなら、緋蝶が皇族だというのは間ま違ちがいありません」

　それは認めなくてはならないだろう。頷くと、東雲が腕うで組ぐみした。

「緋蝶はどうしたいんですか？」

「いくら教えを授さずけてもらっても、わたしが雫花帝になれるなんて思えません。得意なのは食事作りと掃そう除じくらいで、国政なんてとても……。このまま帰ったら竜神様の姿を見るという無礼を働いたので、命はないとも言われました。でもわたしには帝みかどとして民の命を背負うなんて無理です。命を落とす事になったとしても、断るつもりでした」

　その思いは強いが、山吹の言葉が頭から離はなれないでいた。

「ですが主上が、新たな雫花帝を擁立できなければ、竜神様はこの国を去ると仰っていると言われていました。そうなったら、国は滅んでしまうとも……」

　それに……と心の中で呟つぶやく。

「竜りゆう神じん様は兄の居場所を知っていると仰いました。雫花帝になれたら宣託として聞かせてやると。兄はわたしを庇かばって賊ぞくに捕まりました。きっとまだ彼らの支配下にあると思うんです。わたしは……命をかけてでも兄の居場所を知りたい」

　東雲が口元に手を当てた。

「竜神様はやると言ったら、本当にやる方だと聞きました。このまま帰ったら、本当に緋蝶の命はないでしょうし、紗和国に雨を降らせてはくださらないでしょう。しかし竜神様は約束を守る方でもあると聞いてもいます」

　その言葉が背中を押したように感じた。自分に何ができるのか、それはわからない。大だい内だい裏りなんて見た事もない場所で、女帝や竜神という雲の上のような方々に会い、混乱しているのかもしれない。しかし、心の中はもう固まっていた。東雲を見つめて、息を整える。

「わたし……花賢師様達に雫花帝になる為の教えを授けてもらおうと思います。どれだけの事ができるのかわかりませんが、精いっぱい努力するつもりです。協力してくださいますか？」

　決意して声を上げると、東雲が優やさしい表情で頷いた。

「あなたを雫花帝として育てる為に竜神様に選ばれました。最善の努力をすると誓ちかいましょう」

　誰だれよりも信しん頼らいする東雲の言葉に、大きな勇気をもらった気がした。
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　目の前にある大きな木造の門を見上げて、緋ひ蝶ちようは目を丸くしていた。

　門には立派な武官が二人いて、眼光鋭するどくこちらを見つめている。苑えん紫しに雫しず花か帝ていを目指して、教えを授かると告げると、さっそく連れて来られたのがここだった。

「緋蝶様、ここは桜おう教きよう殿でんと呼ばれています。代々の花か蕾らい東とう宮ぐうが、花か賢けん師し達に教育を受けながら暮らしていた場です。古いですが、手入れは行き届いておりますので、ご安心を。今日からはここで暮らして頂きます。準備は整っておりますので」

　門の奥には、綺き麗れいに整えられた庭と、立派な建物が窺うかがえた。

（こんな貴族様の邸てい宅たくのような立派なところに住むのよね。身の丈たけに合わなくて、眠ねむれなさそうだわ。どうしよう。やっぱり帰りたい……！）

　本音だが口にはできなかった。一度決めた以上は何があってもやり遂とげる。それが信条だ。

　一度荷物を取りに帰りたかったが、苑紫に竜神の顔を見た以上、雫花帝の許可なしに外に出る事は許されないと言われた。東雲しののめがあとで、荷物を持って来てもらうよう父親に頼たのむと言ってくれたので、仕方なく帰るのは諦あきらめた。苑紫がこちらに向き直る。

「緋蝶様、女帝候補と花賢師は、教育中は雫花帝の許可なく、桜教殿からは出られません。これは教育に集中するとともに、女帝候補と花賢師の身を守る為でもあります。もちろん、外から来る者達も、雫花帝の許可がないとここには入れません」

　苑紫の言葉にうろたえた。正直に言うとまだ混乱しているし、桜教殿から簡単に出られないと聞いて足が竦すくんでいる。怖おじ気づいている様子を悟さとったのか東雲が優しく背に手を当てた。

「緋蝶。お兄さんの居場所を突つき止めるんでしょう。……大だい丈じよう夫ぶ、私がついていますから」

　囁ささやく声にはっとした。見つめると、東雲がそっと笑う。

（慌あわただしくここまで来てしまったけど、やるからには、全力を尽つくそう。まずは教えを授かって、竜神様に花蕾東宮として認めてもらわなければ。この国に雨を降らせて、なおかつわたしが生きる為には、それしか道はないんだし。それに、兄さんの居場所は絶対に知りたい）

　竜神はつかみ所がない感じはするが、約束は守る方だと東雲は言っていた。

　いまはその言葉を信じるしかない。顔を上げて、大きく息を吸い込む。

「行きます」

　声を上げると、苑紫が小さく頷いた。

「では、どうぞ」

　門を潜くぐると、そこは緑溢あふれる中庭だった。苑紫が歩きながら、顔をこちらに向ける。

「奥の建物が桜教殿です。そこで教育を受けて頂きますが、その前に一つ伝える事があります。正確には一月後の儀ぎ式しきが終わるまで、緋蝶様はまだ皇族とは認められません」

　東雲が眉まゆ根ねを寄せた。

「どういう事ですか？」

　苑紫が東雲に向き直った。

「これは東雲にも知っておいてほしい事だが、一月後に行われるのは、花蕾東宮として竜神様に認めて頂く儀式だ。そこで招かれた貴族達が緋蝶様に質問をする。それに答えられなければ、雫花帝としての資質はないと判断すると竜神様が仰っているそうだ」

「それって、儀式で花蕾東宮と認められなかったら、命はないって事ですよね」

　皇族と認められないなら、庶しよ民みんが竜神の姿を見た事になり、それは処しよ刑けいされるほどの不敬にあたる。苑紫がこちらを向いて重々しい表情で頷うなずいた。

「はっきり言うとそうです。そして緋蝶様が花蕾東宮として認められなければ、世よ継つぎの姫ひめはいなくなります。それはつまり、紗さ和わ国こくが竜神様の守護を受けられなくなるという事です」

　山やま吹ぶきの言葉を思い出す。竜神の守護がなければ、この国は遠からず滅ぶと言っていた。

「責任があまりに重くて、押しつぶされそうです……」

　自分の肩かたにこの国の未来がかかっていると言っても、過言ではないだろう。

　改めてそう考えると、震ふるえが走って思わず立ち止まる。隣となりにいた苑紫も足を止めた。

「その責任を一いつ緒しよに背負うのが私達花賢師です。ここには緋蝶様を教育する為ために選ばれた五人の花賢師達がいます。全員で緋蝶様が儀式で竜神様に認められるようお手伝いをします。しかし我われ々われは補ほ佐さしかできません。あなたが弱気になってしまっては、どうにもならないのです」

　厳しい言葉だったが、不安に駆かられた心を揺ゆさぶり起こすのには、十分だった。

「……そうですね。わたしが不安がっていたら、どんなにみなさんが頑がん張ばって教えてくださっても、きっと儀式はうまくいかない。絶対にうまくいくとわたしが信じなければ」

　苑紫が、わずかに口角を上げて頷いた。

「その意気です。我々にできる事なら何でもしますので。あとは緋蝶様がどれだけやる気を起こされるかです。頑張ってください」

　苑紫は厳しいが、まじめで噓がつけない人のようだ。

（こういう人は信頼できる気がするわ。厳しいけど、その人の為になる事をあえて口にするんだから。普ふ通つうだったら嫌きらわれたくないとか、いろいろ考えて遠えん慮りよしてしまうのに）

「わかりました。……あの、一つだけお願いがあります。いまの話だと、わたしはまだ皇族ではありません。ですからわたしの事は緋蝶と呼び捨てになさってください。あと、わたしには敬語を使われなくても大丈夫です」

　苑紫が困ったような表情になった。

「しかし、あなたが皇族の血筋である事には変わりません。それならば敬意を払はらわねば」

「でも、緋蝶様なんて言われると、こそばゆいというか、恥はずかしいというか。呼ばれるたびにどきっとするので」

　東雲が微笑ほほえんで、苑紫に目を向けた。

「呼ばれ慣れていないからでしょう。苑紫、私からもお願いします。緋蝶の心の平安を保つ為にも、教育をする間だけでも彼女の希望を叶かなえてくれませんか？」

　考え込んでいる苑紫に向かって、両手を合わせる。

「お願いします！」

　頼み込むと、苑紫がふっと笑みを浮うかべた。男らしい顔立ちが笑みを浮かべると、ずいぶんと優しい印象になる。さきほどとがらりと雰ふん囲い気きが変わって、思わず目を瞬またたかせた。

「────いいだろう。あなたがそう望むなら。教育の間は敬語で話したり、敬けい称しようはつけないよう、他ほかの花賢師達にも言っておく」

　口調を変えてくれた苑紫に頭を下げた。

「ありがとうございます！」

　再び歩き出した苑紫に続きながら、次に頭に浮かんだ疑問を口にした。

「五人の花賢師がいると言われましたよね。みなさんどんな事を教えてくださるんですか？」

「我々はそれぞれ、得意な分野がある。たとえば、東雲は作法に秀ひいでている。雫花帝に必要な大内裏での《作法》を教える事になる」

　見つめると、東雲が微笑んだ。確かに東雲は礼れい儀ぎ正ただしく、所作が美しいと有名だ。

　田舎いなかから出てきた貴族が、都で恥はじをかかないよう東雲に作法を習いに来たりもしていた。

　苑紫が歩きながら、自分の胸に手を当てた。

「私は大だい内だい裏りの護衛隊長だったが、今日からは桜教殿の警護を任される事になる。教えるのは《護身術》だ。本来、女性が剣けん術じゆつや武術を習う事はないが、花蕾東宮は国を治める為にも心と身体からだを鍛きたえる必要がある。だから護身術を通してその手伝いをするのが私の務めだ」

　苑紫が庭から建物に入る為の階段に足をかけた。そして前方の戸を手で示す。

「ここに、他の花賢師達を全員集めている。まずは紹しよう介かいしよう」

　心臓がきゅっとなって、緊きん張ちよう感かんが高まった。

（東雲様のお屋や敷しきで会った暁あかつき様は花賢師の一人よね。藍あい色いろの髪かみに赤い瞳ひとみだったし。でも他の二人は初めて会うわ。どんな人達なんだろう。どきどきするわ）

　息苦しささえ感じながらも頷くと、苑紫が戸を開けた。

「よろしくお願いします！」

　中を見る余よ裕ゆうもなく、頭を下げた。しかし、しばらくしても返事がない。おそるおそる顔を上げると、部屋には誰だれもいなかった。隣にいた苑紫が拳こぶしをぶるぶる震わせている。

「ここに来いと伝えたはずなのに、どうしてあいつらは言う事を聞かないんだ……！」

　冷静で落ちついた声しか聞いた事がなかったから、怒いかりの混じった声に驚おどろいた。

「君と私以外は、自由奔ほん放ぽうな人が選ばれていますからね」

　苦く笑しよう混じりの声は東雲だった。

「緋蝶。全員首根っこを捕つかまえて連れて来るから、ここで待っててくれ。東雲、あとは頼むぞ」

　きびすを返した苑紫に慌てて声をかけた。

「待ってください。わたしからご挨あい拶さつに参ります」

「だが……」

「教えを請こう身ですので、ご挨拶に出向くのが礼れい儀ぎかと思います」

　苑紫がちらりと東雲を見つめた。

「その方が早いと思います。来いと言われて、素す直なおに来る人達ではないですし」

「……わかった。せっかくだから桜教殿を案内しながら、彼らを見付けよう」

　ため息をついた苑紫が部屋を出たので、そのあとに続いた。
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　最初に苑紫に連れられてやってきたのは、桜教殿の裏庭だ。そこには花々が咲さき乱れる花か壇だんがあった。緋蝶は風に吹ふかれて漂ただよって来た花の香かおりを、胸いっぱいに吸い込む。

「綺き麗れいなお花畑ですね。それに、いい香り」

　東雲が驚いたように目を丸くしている。

「先月、花賢師の顔合わせでこちらに出向いた時には、ここに花壇なんてなかったと思いますが。あれから一月ほどでこんなに花が咲いているなんて……。花を移植でもしたんですか？」

　苑紫が花壇を見つめて、ため息をつく。

「いいや。種から育てて花を咲かせたんだ。いかに早く花が咲くかの研究をしているそうだ。何でそんな研究をしているのか理解できん」

　本当に一月ほどで、花壇すらなかった場所に花が咲き乱れたというなら、すごい事だった。

　信じられないでいると、ふと目の前の小さな花に目が留まった。

「可愛かわいい花だわ」

　白い花びらが風に躍おどっている可か憐れんな様子に微笑んで、しゃがんでから手を伸のばした。

「触さわっては駄だ目めだよ。毒だから」

　左ひだり隣どなりから聞こえた声は、涼すずやかな男性のものだ。

　その言葉が意味する事に気づいて、慌あわてて手を引っ込めた。

「茎くきに毒があるんだ。うっかり手た折おったりしたら、皮ひ膚ふがただれて火傷やけどみたいになる」

　声が聞こえた方に目をやって、はっと息を吞のんだ。

　花壇のそばに細身の男性が立っていた。彼を最初に見た感想は、〝綺麗な人〟だ。

　女性かと一いつ瞬しゆん思ったものの、苑紫と同じくらいの背の高さから察するに男性のようだ。太陽の光に透すけるようにして輝かがやく金色の長い髪を頭の上で一つに縛しばり、琥こ珀はく色いろの瞳をしている。

　それはつまり、彼も竜りゆう神じんに選ばれた花賢師だという事を意味していた。

　紫むらさき色いろの直垂ひたたれと髪と同じ金色の帯が、彼の華はなやかな美び貌ぼうと相まって、よく似合っている。

「橙とう幻げん。どうして呼ばれたのに来ないんだ」

　苑紫の額に青筋が立っていた。だが橙幻はまったく気にした様子はなく微笑んだ。

「もうそんな時間かい？　花に水をやっていたら、時間を忘れてしまっていたよ。では、こちらが緋蝶かな？」

　切れ長の目で見つめられると、心臓が止まりそうだ。

（こんなに綺麗な人は、男でも女でも初めて見たわ。肌はだとか透とう明めい感かんがすごい……！　わたしなんて、日焼けしてそばかすがひどいのに）

　彼とは並んで立つのも恥ずかしい気持ちにすらなった。

「初めまして。私は橙幻だ。花の世話をするのが、私の仕事……いたっ」

　震える拳で橙幻の頭にげんこつを食くらわせたのは、苑紫だった。

「いつからお前は庭師になった！」

「庭いじりが趣しゆ味みなんだから仕方ないだろう」

「お前の仕事は女じよ帝てい候補に《装よそおい》を教える事だ。その時々に応じた装い方と化け粧しよう法と、それに伴ともなう装そう飾しよく品は何を選べばいいかを教えるんだ。それなのにどうして庭いじりに熱中する！」

「だーかーらー何度も言っているけど、装い方を研究するうちに、着物を仕立てるのが趣味になって、いまは布を染める研究に没ぼつ頭とうしているんだって。どんな植物を使えばどんな色で染められるかとか、独自の色も開発したいし」

「だからって、植物から育てる事ないだろう。しかもここは桜教殿だぞ！」

「土地があまってるからいいじゃないか。何事も突つき詰つめて研究しないと気がすまないんだ」

　橙幻が堂々と言い切った。それを聞いて、思わず頰ほおが引きつる。

（うーん。顔はとてつもなく綺麗だけど、中身はかなり変な人だわ）

　よく言えば研究熱心だろう。しかしそこまで研究が多た岐きに渡わたると、もともとの目的がなんだったのか、よくわからなくなる。橙幻がふいにこちらに目を向けた。

「それより挨拶が途と中ちゆうだったね。私は着物を仕立てるのが好きだが、これでも貴族のはしくれだ。よろしく頼たのむね」

「お父上は左大臣ではありませんか。はしくれとはずいぶんなご謙けん遜そんを」

　東雲が苦笑すると、橙幻は肩かたを竦すくめた。

「父は関係ないさ。私には私の人生があるんだから。私は美しいものが好きだ。特に女性をどう美しくするかに興味がある」

　橙幻がそっと手をこちらに伸ばした。白くて細い指が頰を撫なでる。

　綺麗な顔と、色気が溢あふれている瞳が息がかかるほど近くに寄せられた。

「思っていたより可愛い印象だね。身長は女性にしてはやや高め。体型は少しやせ気味。目は大きくて顔が小さいのはいいけど日に焼けすぎだ。若いからって油断してるとしみになるよ」

　はっとして思わず両手を頰に当てた。それは自分でも気にしていた事だ。

「あとで、お肌の手入れを教えてあげよう。そばかすもうまく消す方法があるんだ。それから、その着物はなに？」

　大内裏に行くので、東雲が高価な小こ袖そでを用意してくれた。

　初めて袖を通した絹の衣い装しようだったが、橙幻はどうやら気に入らないらしい。

「色も形も似合わないよ。私が女帝候補にふさわしい着物を用意しておいた。少し手直しがいるから、明日あした届けるよ。教育を受けるのだから動きやすく、だけど女帝候補としての気品が漂う、そんな装いがいいと思って仕立てたんだ。さっそく準備してくるよ。では」

　呼びかける間もなく去って行った橙幻を見て、苑紫がため息をついた。

「どうしてあいつはあんなに自分勝手に振ふる舞まえるんだ」

（苑紫様、本当に苦々しそうな顔をされているわ。まじめそうだから、ああいうちょっと変わった人とは合わなそう）

　心の中で呟つぶやいていると、苑紫がようやく気を取り直したのか、こちらに顔を向けた。

「失礼した。あれはもう放ほうっておいて、次に行こう」

　ついに〝あれ〟扱あつかいされた橙幻は気の毒だったが、素直に頷うなずいて苑紫のあとに続いた。







　桜教殿の門から見て右手に、こぢんまりとした新しい建物があった。

　緋蝶は苑紫と東雲と一いつ緒しよにその建物の前まで来て、首を傾かしげる。

「鳥居があって、狛こま犬いぬまでいますね。まるで小さな神社みたい」

　呟くと、苑紫が頷いた。

「ここは、来らい壇だん社しやで祀まつられている竜神様を分ぶん霊れいしてある神社だ」

「来壇社って、紗和国で一番大きな神社ですよね」

　行った事はないが、話には聞いた事がある。格式が高すぎるので、庶しよ民みんは入るのすら恐おそれ多いと。苑紫が鳥居の先にある建物を見つめた。

「ここで神かん主ぬしを務めているのは、来壇社の神主の息子むすこだ。名前は月つき白しろと言って、彼も竜神様に選ばれた花賢師だ。月白は《占せん術じゆつ》を教える」

「占術……ですか？　それって、女帝教育に関係あるんですか？」

「ああ、紗和国にとって、占術は重要なものだ。政まつりごとの際にも陰おん陽みよう道どうに基もとづく占術で国の吉きつ兆ちようを占うらなう。月白からは、方術や物もの忌いみなど貴族達が日常的に使う陰陽道についても学ぶ事になる」

　そういえばと思い出す。東雲の父である屋や敷しきの主人は信心深く、悪い夢を見たと言っては凶事を避さける為ために物忌みしなければと、屋敷に二日ほど籠こもる事があった。

　貴族の暮らしもなかなか大変そうだと思いつつ、苑紫に続いて鳥居を潜くぐる。

　ここが社だと思うと、神聖な空気が漂っている気がして、身が引き締しまる思いだ。

「ここで待っててくれ。月白を呼んでくる」

　石段の手前で、苑紫がこちらに顔を向けた。頷くと、そのまま石段を上っていく。

　彼の背中を見送って、東雲と二人になってから、ほうっと息をつく。

「東雲様。どんどん話が進んでいってますね。本当にこれって現実なんでしょうか」

　昨日まで東雲の屋敷で働いていたのに、突とつ然ぜん女じよ帝てい候補だからと大だい内だい裏りに連れて来られた。何かの間ま違ちがいだと思っていたのに、竜神の姿が見えて皇族の血を引いている事が証明された。

（何だか、ふわふわと夢の中を彷徨さまよっている気がするわ）

　心の中で呟いていると、東雲が微笑ほほえんだ。

「現実ですよ。気持ちはわかりますが、逃にげないと決めたなら前に進むしかありません。命がかかっているんですから」

　東雲の言葉は厳しいが、本当の事でもあった。

「わかっています。まずは儀ぎ式しきを無事に終わらせないといけませんね」

　考えると、緊きん張ちようと恐きよう怖ふで押しつぶされそうだ。しかし東雲の言う通り、逃げたら命はない。

（花賢師様達はなかなか個性的な人が多いようだわ。これから教えを請こう事になるんだから、みんなと仲良くしていかないと）

　あまり人付き合いはいい方ではない。気軽に話せる友達なども、いままではいなかった。

　東雲の屋敷で、不知火しらぬい達から嫌いやがらせをされていたのも、人とどう接していいかわからなくて、黙だまりこくって仕事ばかりしていたせいもあると思う。彼女達のお喋しやべりに気き後おくれして入っていけなかったのだが、不知火達からしたら無口でつきあいにくいと思ったのだろう。

　しかしここでは生まれ変わったつもりで、花賢師達ともうまくつきあわなければならないだろう。幸い、以前から知り合いの東雲がいてくれるので心強かった。

　目をやると、東雲は石段を見上げている。

「遅おそいですね。ちょっと見てきます。緋蝶はここにいてください。桜教殿の中には、関係ない者は入れないようにしてあるので大だい丈じよう夫ぶだと思いますが、何かあったら声を上げて」

「わかりました」

　東雲が足早に階段を上がっていった。

　一人になって、ほっと息をつく。ここに来てからずっと誰だれかと一緒で緊張しっぱなしだ。

　石段に座って少し休もうと足を踏ふみ出すと、ふいに何かが頭にあたった。

「いたっ！」

　軽くこづかれたような感じだった。

　慌あわてて振り向くと、狛犬の上に誰かが馬乗りになっている。よく見ると、まるで翡ひ翠すいのように美しい深緑の短い癖くせ毛げの髪かみに、薄うすい茶の瞳ひとみをした少年が、こちらを睨にらみつけていた。

　少年は自分より少し年下だろう。十代半ばで細くて長い手足を緑色の直垂で包んでいた。

「お前が女帝候補か。俺はお前なんて認めないからな」

　少年はどうやら小石を手にしているらしく、さきほどもそれを投げたようだった。

「……どういうつもりで認めないと言っているのかわかりませんが、いきなり石を投げるのはあんまりだと思いますけど！」

　思わず声を上げた。髪と目の色からすると、彼は花賢師だろう。

　きっと、さきほど苑紫が言っていた月白だ。紗和国一の神社の神主の息子だというから、身分もかなり高いだろう。花賢師と仲良くしようと思っていたので、何かされても大たい概がいの事は我が慢まんするつもりだった。しかし、これは許せない。

「怪け我がでもしたらどうするんですか？　あなたがわたしを気に入らないというのは仕方ありませんが、人に向かって石を投げるなんて最低だと思います」

「何だと！」

　月白は顔に感情がすべて出るようだ。真っ赤な顔をして怒いかりの表情を浮うかべていた。

　だが間違っているつもりはないのでじっと見つめると、彼はふいに目をそらす。

「脅おどかそうと思っただけで、当てるつもりじゃ……」

　ぼそっとした呟きは、しっかり耳に届いていた。

　真っ赤な顔は同じだが、ちらちらとこちらを見る目には、心配げな色が窺うかがえた。

（……ん？　もしかして、さすがに自分でもひどい事をしたと思っているのかしら）

「後こう悔かいしているなら、さっさと謝った方が気が楽だと思いますけど」

　月白が慌ててこちらに顔を向けて、目を剝むいた。

「ふ、ふざけるな！　俺はお前に占術なんて教えてやらないからな！」

　あっかんべーして狛犬から飛び降りた月白が、走って去って行った。

　その様子があまりにも子どもっぽくて啞あ然ぜんとする。

「緋蝶！」

　階段の上から声が聞こえた。顔を向けると、苑紫と東雲が走って階段を下りてくるところだった。先に近くまで来たのは苑紫だ。

「どうかしたのか？　声が聞こえたが」

「いいえ。何でもありません」

　月白とは間違いなく初対面だ。なぜあんなに怒おこっているのかわからないが、軽々しくいまあった事を口にしない方がいいのではと思った。

（見た目もそうだけど、本当に子どもみたいだったわ。あんな花賢師様もいらっしゃるのね）

　苑紫や東雲、そして橙幻は年上で見た目の年ねん齢れいよりも落ちついて見えた。

　だから花賢師は全員そういう感じの人が選ばれていると勝手に思っていたので、月白の姿や言動を見て、びっくりしていた。苑紫が腕うで組ぐみして、ため息をつく。

「月白はいないようだ。いったいどこに行ったのだ」

「苑紫。彼はいつ戻もどってくるかわからないので、暁のところに行きましょう。緋蝶も今日はいろいろあって疲つかれているでしょうから、挨あい拶さつを早めにすませて休ませてやりたいんです」

　東雲の優やさしい心こころ遣づかいだった。頷いた苑紫に続いて、鳥居を潜って社をあとにした。







　苑紫に連れられてやってきたのは、桜教殿から少し離はなれた建物だ。緋蝶は、建物の奥にある床ゆか張ばりの広い部屋へと通される。そこには書物がたくさん並べられた棚たながいくつもあった。

「ここは蔵書室だ。いろんな本が揃そろっている。花蕾東宮はここにある本をすべて読まなければならない決まりだ」

「ぜ、全部ですか!?」

　目を丸くすると、苑紫が頷うなずいた。

「緋蝶、失礼だが、読み書きはできるか？」

「はい。一応できますけど」

　読み書きがやっとの状態だが、本を読むのは好きだった。東雲が一歩前に出る。

「緋蝶はなかなか賢かしこいですよ。うちに来たのは二年前ですが、その時は読み書きもほとんどできなかったんです。それがいまでは本を読めるぐらいまでには成長したので。働きながらなので、あまり勉強に時間をとれるはずはないんですが、彼女なりに頑がん張ばっていました」

「東雲様が字を書いたお手本をくださったからです。ありがとうございました」

　字が読めるようになったら、世界が広がりますと東雲が教えてくれた。

　それは本当の事で、いろんな物語が読める本は好きだった。苑紫がほっとしたように頷く。

「それでは、これからは読書に励はげんでくれ。ここの管理は花賢師で《政まつりごと》を教える暁がしているから、何か本を借りていきたい時は彼に言えばいい」

　暁と言われて、赤い目をした青年を思い出す。酒をこぼした時に助けてくれた彼だ。

　苑紫が蔵書室を見回した。

「暁は生まれた時から大内裏にいるので、政や貴族達の動向にとても詳くわしい。彼からしっかり政について教育を受けてくれ。おそらく儀式でも政についての質問をされると思う」

　それを聞いて、ずっと気になっていた事を口にした。

「苑紫様。儀式とはいったいどんな事をするのでしょうか？」

「私も初めてではっきりした事はわからない。具体的に決まっているのは、花賢師による竜りゆう神じん様へ捧ささげる剣けん舞ぶと、貴族達が行う、緋蝶が花蕾東宮としてふさわしいか見定める為ための質問。そしてその時の緋蝶の立ち居振ふる舞まいも見られると思う」

　東雲が顎あごに手を当てた。

「なるほど。では儀式までに作法の教育を念入りにしなければなりませんね」

「そうだ。まずは儀式を無事に終えないと、次の段階には進めないからな。同時に私達花賢師は剣舞の練習も行わなければ。私達が失敗すると、桜教殿の主あるじである緋蝶の責任になる」

「え？　わたしがここの主なんですか？」

　びっくりして声を上げると、苑紫が頷いた。

「花蕾東宮の為の桜教殿だからな。儀式が終わるまでは正式な花蕾東宮ではないが、教育を受けるので緋蝶が仮の主となるらしい。だから桜教殿で何かあれば、緋蝶の責任となる」

　いままで下働きとして生きてきた身には、これだけ大きな建物とここに住む人達の責任を負うのは、かなりの重圧だった。

「責任重大ですね……」

　思わず呟つぶやくと、棚の向こう側から声がした。

「嫌いやなら出ていけばいい」

　声がした方を見ると、棚越ごしに艶つやのある藍あい色いろの髪が窺えた。苑紫が腰こしに手を当てる。

「暁。どこに行っていたんだ。緋蝶が挨拶したいそうだ」

「昨日、東雲の屋や敷しきで会ったからいい」

　棚を回り込むと暁は壁かべ際ぎわで座り込んで本を読んでいた。苑紫が暁の姿を見て眉まゆ根ねを寄せる。

「たとえそうでも、礼れい儀ぎとして……」

「どうせ、一月も持たないさ。庶しよ民みん育ちなのに、いきなり雫花帝になれと言われて連れて来られて、困ってますって顔に書いてある」

　はっとして顔を両手で触さわった。

「か、書いてあるんですか？」

　東雲に目を向けると、彼は慌てて首を振ふった。

「彼なりの冗じよう談だんです。気にしないで」

「冗談じゃないさ。どうせ無理なのに教育したって時間の無む駄だだ。俺は女じよ帝てい制度には反対だし、儀ぎ式しきにも協力する気はない。……せいぜい逃にげ出す準備をする事だな」

　酒の瓶かめを割った時、助けてくれた彼と同一人物とは思えないほど冷たい声だった。

　暁は立ち上がり、部屋を出ていってしまう。もう一度彼に会えたら、あの時助けてもらった礼をと思っていたのに、とても言い出せる雰ふん囲い気きではなかった。

「緋蝶、申し訳ない。暁はいろいろあって……」

　苑紫が言葉を濁にごした。

　月白といい暁といい、前ぜん途と多難とはこの事だと、目の前が真っ暗になりそうだった。
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　緋蝶は戸の向こうから聞こえる雨の音で目が覚めた。

「びっくりするぐらい、良く寝ねたわ」

　布ふ団とんから身を起こして背せ伸のびする。生まれて初めてふかふかの布団で寝て、絶対に落ちつかなくて眠ねむれないと思っていた。それなのに熟じゆく睡すいした自分にびっくりだ。

「わたしって案外図太いわ。昨日あんなに緊きん張ちようしていたのに、けっこう落ちついてるかも。そうよね、考えたって仕方ないわ。教えを授さずからないと命はないんだし。生きる為だもの」

　立ち上がって戸をそっと開けると、廊ろう下かに面した庭が窺えた。そこには大おお粒つぶの雨が降っていて、庭に植えられた植木も花も、久しぶりの雨のおかげか生き生きとしているように見えた。

　こんなに雨が降っているのを見るのは久しぶりだと思いつつ、ほっと息をつく。

「あの子ども、本当に竜神様なんだわ。予告通り雨が降った。これでしばらくは大だい丈じよう夫ぶかしら」

　一月以上雨が降らなかったせいで、農作物に影えい響きようが出ている。今日と明日あした雨が降ったとしても、儀式まで一月もあるのだから、その間また雨が降らなかったらと思うと恐おそろしくなった。

「わたしが雫花帝になれなかったら、竜神様はこの国を去ると仰おつしやっている。つまり儀式で失敗したら、これから先ずっと雨が降らなくなるかもしれない。そうなったらこの国は終わりだわ。雨を降らせてもらう為には、絶対に儀式を通過しないと。兄さんの居場所も知りたいし」

　部屋に戻って戸を閉めた。そして大きく息を吸い込んで、天てん井じように向かって叫さけぶ。

「どんな試練だって乗り越こえて、絶対に生き残ってやるんだから！」

　自分に気合いを入れて、まずは支し度たくをしようと布団を畳たたんだ。

　どこに片付けたらいいかときょろきょろしていると、戸の向こうから声が聞こえた。

「お目覚めになりましたか？」

　女性の声だった。はい、と返事すると、そっと戸が開いた。

「まあ、緋蝶様。布団なんてそのままで」

　顔を出したのは、自分より少し年下の少女だ。そういえば桜教殿に来て、女性の姿を初めて見た。花賢師以外で見かけるのは、従者の男と警護の武官ばかりだ。

　余計な事をしたのかと布団を下ろすと、少女が静かに部屋に入ってきた。

「初めまして。茜あかねと申します。身の回りのお世話をさせて頂きます」

　年も近い女性の姿を見て、何だかほっとした。

「緋蝶でいいです。こちらこそよろしくお願いします」

　座って頭を下げると、茜が首を横に振った。

「私はただの女によう房ぼうです。貴族でもないのに、緋蝶様を呼び捨てにしたら首を切られます」

　にっこり笑った顔は可愛かわいらしい。明るくてはきはきしていて、話していて気持ちよかった。

「あの……わたしは昨日ここに来たばかりで、何も知らないんです」

「承知しています。準備を致いたしますので、まずは洗面を。そのあと食事をお持ちします」

「はあ……でも洗面も食事の用意も自分でしますけど」

　貴族の屋敷で働いていたので、身分が高い人は使用人に食事やお湯を運ばせたりするのはよくわかっている。しかしいままで運ぶ側だった自分が、いきなり運ばれる側に回ると、何だか落ちつかない。茜がぶんぶんと首を横に振った。

「駄だ目めです。緋蝶様には教育に専念して頂く為にも、それ以外のお世話はするよう苑紫様より申し付かっています。やらないと私が𠮟しかられるので……」

（うっ！　茜の立場がよくわかる。わたしも東雲様のお世話を任された時もあったけど、東雲様ってば自分で何もかもやってしまうから、あとでこっぴどく不知火さんに怒おこられたっけ）

　世話をされるのは何だか落ちつかないが、郷ごうに入っては郷に従えという言葉を思い出した。

（じたばたしたって始まらないんだから、わたしはわたしにできる精いっぱいの事をしよう）

　慌あわただしく動く茜を見ながら、手伝いたい欲よつ求きゆうに駆かられる自分を必死でなだめた。







　朝食も終わり、膳ぜんを片付けていた茜に、緋蝶は声をかけた。

「ねぇ、茜。ここではあなたしか女性を見かけないけど……」

「はい。ここにいる女性は緋蝶様と私だけです」

　桜教殿は東雲の屋敷の倍はあるのに、女性が二人だけというのは、おかしな感じだった。

「どうして二人だけなの？」

「ここは花蕾東宮が教育を受ける場であるとともに、夫君選びをする場だからです」

　そういえば、そんな話を前にもされた事があった。

　他ほかにもいろいろ衝しよう撃げき的な話をされていたので、頭の隅すみに追いやられていた。

「わたし、あんまりよくわかっていないんだけど、夫君選びって具体的にはなに？」

　茜が驚おどろいたように目を丸くした。

「ご存じないんですか？」

「自分が皇族の血を引いてるって知ったのは昨日なの。ここで花賢師様達から教えを受けて、一月後にある花蕾東宮の位を授かる儀式を無事に終えなければならないっていうのは聞いたけど、夫君選びの事はあまり詳しくは……」

　茜はそっとこちらににじり寄った。

「紗和国では女帝が君臨する決まりがあります。皇族の血を引く女性だけが、世よ継つぎである花蕾東宮になれます。でも女帝候補はたくさんいた方が安あん泰たいだから、雫花帝には竜神様が選んだ優ゆう秀しゆうな男子を集めた後宮が用意されるんです」

　たどたどしいが、茜の説明はわかりやすかった。苑紫や東雲はとてもいい人達だと思うが、貴族相手だと思うとどうしても身構えてしまうので、聞きたい事もなかなか質問できない。

「何人か女性の皇族がいれば、まずはその方達に教育を施ほどこして、跡あと取とりである花蕾東宮を決めます。一月後の儀式は本当は、皇族の血を引く複数の女性の中から、花蕾東宮を選ぶ為ための儀式だそうです」

「ああ、なるほど。でもいまは皇族の女性はわたししかいない。だからわたしが花蕾東宮になるのにふさわしいかどうか決めるわけね」

「そうです。そして花蕾東宮は、正式に雫花帝になる時に、後宮の男性達の中から夫を選ぶんです。雫花帝は夫とともに、国の安定の為に政まつりごとで采さい配はいを振ります」

　それを聞いて、はっとした。

「じゃあ、ここにいる五人の花賢師様達の誰だれかが、わたしの結けつ婚こん相手になるって事!?」

　改めてそう考えると顔が真っ赤になった。いずれも見み目め麗うるわしく優秀な男性達のようだ。性格に難がありそうではあるが、彼らの中の誰かが夫になると思うと心臓が一気に早はや鐘がねを打った。

「いいえ。五人だけとは限りません」

　茜の言葉に目を見張った。

「どういう事？」

「いまの雫花帝が花蕾東宮だった時は、十人ほどの花賢師様と、それ以外にも夫君候補が数十人いらっしゃったそうです。ですので夫君候補は百人近かったとか。これからこの桜教殿も人が増えていくと思います。竜りゆう神じん様が選ばれた教育係の花賢師様達は髪かみと目の色が変わりますが、他の後宮の男性達は髪も目の色も黒いままなんですよ」

　いまの茜の話を頭の中でまとめてみる。

「……つまり、わたしはここで花賢師様達から教えを授かりつつ、雫花帝になる時にはここにいる男性達の中から夫を選ばなければならないと」

「その通りです！　緋蝶様、頭の回転が速いですね」

　褒ほめられたようだが、ちっとも嬉うれしくなかった。

「教えは授かるけど、結婚とかまだ考えた事もなかったのよ。どうしたらいいの……!?」

　がっくりと項うな垂だれると、茜が両手を合わせて夢見る乙おと女めのように目をきらきらとさせた。

「ここにいらっしゃる男性方は素す晴ばらしい方達ばかりですよ。東雲様は礼れい儀ぎ正ただしくてお優やさしいし、苑紫様は国で一番の刀の使い手でいらっしゃいますし」

　茜の頰ほおがぽうっと赤らむ。

「橙幻様は、大だい内だい裏りの女性達の憧あこがれの的なんです。あの方の作った着物を着て、あの方とお出かけしてみたいという夢をみんな見ているんですよ。それに月白様はとてもお可愛らしいです。未来を占うらなったりされるそうですが、すごくよく当たるとか。そして……」

　茜が感かん嘆たんの息をついた。

「暁様は主上のご子息です。皇子様としてとてもご立派で凜り々りしくて……」

「ちょっと待って。暁様って、あの藍あい色いろの髪の人でしょ。主上のご子息なの？」

「知らなかったんですか？」

「ええ。だって、とても皇子様だなんて思えないような振ふる舞まいと言こと葉ば遣づかいだったわ。それに、苑紫様や東雲様だって、暁様と話をされる時は、皇子として敬意を払はらうような感じでもなかったから、てっきり花賢師様達の身分はみんな変わらないぐらいかと思ってた」

「あ、それはそうです。花賢師様はみなさん同じ身分として扱あつかわれます。皇子であろうが、大内裏を守る護衛隊長であろうが下級貴族であろうが、関係ありません」

　驚いて目を見張ると、茜が話を続けた。

「竜神様が、生まれもっての身分は本人の努力で勝ち得たものではない。そんなものにあぐらをかくのは気にくわない。だから花賢師はみんな身分を統一すると仰ったそうです」

　少年の姿をした竜神の顔を思い出す。

「わあ、確かに竜神様はそういう事を言いそう」

　ぼそっと呟つぶやくと、茜が目を丸くした。

「緋蝶様は、竜神様のお姿が見えるんですよね。どんな方でしたか？　とてもお美しく立派な青年の姿をしているという噂うわさですが」

（ただの生意気な少年だったけど、言わない方がいいかも。竜神様の権けん威いがさがりそう）

「……うーん。そうかもね。それより花賢師様達の身分は統一されているのよね。だから、花賢師様達はお互たがい遠えん慮りよのない話し方をされるのかしら」

　茜が気を取り直したように、居住まいを正した。

「そうです。この桜教殿は、花蕾東宮を教育する場所です。師である花賢師様達の間に、身分の差があってはよくないだろうというお考えもあるようです。それに……暁様は主上のご子息ですが男のお子様なので、皇位を継つぐわけでもありませんし」

　男女の差で、扱いがこうも違ちがうのかと思うと、皇族の暮らしも楽ではないと痛感する。

　そしてふと、ある事に気づいた。

「……という事は、暁様はわたしのいとこになるのかしら」

　茜が頷うなずいたのを見て、首を傾かしげた。

「暁様もそれをご存じのはずよね。だけど昨日会った時はとても嫌いやな感じの対応だったわ」

「それはおそらく……あ」

　何かを言いかけて、茜が慌てて口を押さえた。

「どうしたの？　何か知っているなら教えて」

　少しでも情報がほしくて尋たずねると、茜が目をきょろきょろさせつつも口を開いた。

「……ここだけの話ですけど、暁様には気をつけられた方がいいかもしれません。女じよ帝ていが擁よう立りつされるようになって、主上で三代目です。ですが女性しか皇位につけないという事に、反対する方達もいらっしゃって。暁様もその一人で、女帝制度に反対している貴族達に特別に目をかけているというよくない噂もあって」

　そういえばと思い出す。蔵書室でも暁は女帝制度に反対だと言っていた。茜が話を続ける。

「男性が皇位につけるなら、暁様が帝みかどで間違いなかったと思います。賢かしこくて、政治にも詳くわしくて、身体からだもお強くて。おそらくですが、暁様もご自分でそう思われているから、緋蝶様にあまりいい感情をお持ちでないのかもしれません」

　確かに暁の立場からしたら、突とつ然ぜん現れた自分は目め障ざわりかもしれない。

（これって、皇位争いってやつなのかしら。……そんなたいそうな事に巻き込まれるなんて、思ってもみなかった。ううっ、帰りたい……）

　だが、ここで帰ったら命はないし、兄の行方ゆくえもわからないままだ。

（ううん。ここで頑がん張ばるって決めたんだもの。弱気になっちゃ駄だ目めよ）

「茜、またいろいろと教えてほしいわ。お願いします」

　頭を下げると、茜が慌あわてた。

「もちろんです。私でよければいくらでも。……では、さっそくお着き替がえをどうぞ。橙幻様から、お召めし物が届いております。とても素す敵てきですよ」

　そういえば、橙幻が女帝候補にふさわしい着物を用意したと言っていたのを思い出す。

「着付けのお手伝いをします。鏡の前にどうぞ」

　大きな姿見を手で示した茜に従って、腰こしを上げた。

（新たな出会いに、新たな生活。不安はいっぱいだけど頑張れるわ。怖こわくても前に進むしか、わたしが生き延びる方法はないんだもの）

　息を大きく吸い込んで、着物を脱ぬいだ。
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　茜に着付けを手伝ってもらった緋蝶は、桜教殿の広間にやってきた。

　そこにいたのは、東雲だ。座っている彼の前に進み出ると、彼は微笑ほほえんだ。

「その狩かり衣ぎぬ、とてもよく似合っていますね。橙幻の作った着物でしょう」

　狩衣は本来なら男性が身にまとうものだ。しかし代々の女帝候補達は教育を受ける為、動きやすいよう男性用の衣い装しようを身につける事になっているらしい。狩衣でも愛らしい黄色で、腰こし帯おびは艶つややかな赤だった。胸むな元もとには桃もも色いろの桜の花が刺し繡しゆうされていて、とても華はなやかな仕上がりになっている。茜が結ゆってくれた髪には、橙幻が選んだという赤い珊さん瑚ごがあしらわれた髪かみ飾かざりがさしてあった。鏡でさきほど見たが、とても自分とは思えないほど可愛かわいらしく凜々しい。

「とても着き心ごこ地ちがいいです。でもこんなに高価な着物を着てもいいのかと躊ちゆう躇ちよします」

　じっと見つめられると、恥はずかしかった。やや俯うつむくと、東雲が微笑んだ。

「背筋を伸のばして。これからはいろんな人達が緋蝶に注目するでしょう。堂々としていないと紗和国が元気がないと思われます。緋蝶はこの国の未来の代表となる、女帝候補ですから」

　そう言われてはっとした。背筋を伸ばして東雲を見つめると、彼は満足そうに頷いた。

「作法にもっとも必要なのは、自信だと私は思います。自信のある人の作法は堂々としていて美しいですが、自信がない人は自然と背中が丸くなるんです。女帝候補である緋蝶には、いつでも背筋を伸ばして前を向いていてほしい。それが私の願いです」

　優しいが、厳しい言葉でもあった。

[image: ]

「はい、よろしくお願いします」

　ゆっくりとお辞じ儀ぎすると東雲が頷いた。

「私は礼れい儀ぎ作法を教えますが、それと同時に雫花帝としての心構えも教えていきます。まずはいまみたいに、あなたがいつでも相手を正面から見られるようになる事が目標です」

「はい」

　東雲の話に耳を傾かたむける為ため、彼の言葉に意識を集中した。
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　お昼にさしかかった頃ころ、ようやく礼儀作法の教育が終わった。

　緋蝶は、詰つめ込みすぎた知識を頭の中で整理しながら、茜に続いて廊ろう下かを歩く。

「昼食は、緋蝶様に歓かん迎げいの意を表して、苑紫様がご準備されたそうです。こちらにどうぞ」

　茜に連れて来られたのは、建物の裏手にある花か壇だんだ。朝から降っていた雨もさきほど止やんだらしく、雫しずくに濡ぬれた花々がみずみずしく輝かがやいている。

　その花壇の真ん中にいたのは、周りの花達にも負けない美しさを持った橙幻だ。

　案内を終えた茜が一礼してその場をあとにするのを見送って、花壇に近づく。

　橙幻がこちらに気づいたようで片手を挙げた。

「やあ、緋蝶。やっぱり私の見立てに間違いないね。その狩衣、よく似合っている」

　橙幻が満足そうに微笑んだ。

「素敵な狩衣をありがとうございました。寸法も測ったみたいにぴったりです」

「私はいろんな女性を知り尽つくしているからね。その人を見れば大体の寸法がわかるんだ」

（いろんな女性を知り尽くしているって……どういう意味で？）

　気にはなったが、深く考えてはいけない気がした。橙幻が花壇から出てきて目の前に立つ。

「私は装よそおいの教育をする。まずは儀ぎ式しきにふさわしい装い方の教育をしないといけないけど、今回は時間がないし、緋蝶も覚える事がたくさんあるだろう。だから儀式では私が生き地じを選んで仕立てたものを着てもらう事になるけどいいかな？」

　彼が儀式の衣装も作ってくれるというなら、これほど嬉うれしい事はない。

「はい、よろしくお願いします」

「うん、いい返事だ。君に似合う最高の衣装を用意してあげる。儀式の前には、私が化け粧しようもするよ。本当は自分でできるようにならないといけないけど、緋蝶は可愛いから今回だけ特別」

　片目を瞑つぶった橙幻を見て、嬉しいが複雑な気持ちになった。

（すごく素敵な方なんだけど、調子が良すぎるというか、軽いというか。男の人ってみんなこんな感じなのかしら）

　考えていると、橙幻がはっとした表情になって、持っていた布ぬの袋ぶくろから何かを取り出した。

「緋蝶に絶対に似合うと思って、もう一枚着物を仕立てたんだ。ぜひ着てほしいんだけど」

「わあ、ありがとうございます。どんな着物……ええっ!?」

　きっとまた素敵な着物だろうと喜んだのもつかの間、彼が手にしたものを見て目を見開く。

「可愛いだろう。私はいつも思うんだ。どうして女性達は何枚も重ね着したり、引きずるほど長い裳も唐から衣ぎぬを着るんだろうと」

　力説する橙幻が持っているのは、やけに丈たけが短い着物だった。

　そして目がちかちかするほど、たくさんの色で染められている。

（これは……！　綺き麗れいだけど、ごてごてしすぎな色合いだわ。それに何より、短すぎる！　これじゃあ、太ももが顕あらわになってしまうわ）

　人前で足を見せるなんて、どれほど恥はずかしい事かくらいは知っている。

「……………………斬ざん新しんな着物ですね」

　何とか探し当てた言葉に、橙幻が大きく頷うなずいた。

「さすが緋蝶だ。そう、斬新なんだよ。おそらく着てくれる女性はいないと思う。でも誰だれかが最初に勇気を持って着れば絶対に流行はやるはずだ。その最初の一人になってみないか、緋蝶！」

　力強く肩かたを叩たたかれた。さすがにまずいと青ざめる。

「いえ！　お断りします」

「どうして!?　緋蝶は絶対足が綺麗そうだから、似合うと思うよ」

「いえいえいえ、斬新すぎて、わたしにはとても着こなせません。ごめんなさい！」

　必死で断ると、渋しぶ々しぶ橙幻が着物を布袋にしまった。

「緋蝶がこれを着た姿を見たかったのに」

　ぶつぶつ言っている橙幻の呟つぶやきは聞かなかった事にして、気を取り直した。

「それより、苑紫様が昼食の準備をしてくださっていると伺うかがいましたが」

「ああ、雨も上がったから、そこの東あずま屋やで食事をとろうという事らしい。花も見み頃ごろだしね。花賢師達にも全員声をかけたようだよ」

　話していると、背後から声がした。

「早かったな、緋蝶」

　苑紫の声だ。振ふり向いて、招待してくれた事へ礼を言おうとした。

　しかしそのまま、口も身体からだも固まった。苑紫は大おお柄がらな身体に、白い割かつ烹ぽう着ぎを着ている。

　その姿で姿勢正しく立ち、両手には料理を載のせた皿を持っていた。

（変だわ！　すっごく変！　割烹着が似合ってないし、料理の皿を持ってる姿も違い和わ感かんだらけ。これはいったい、どう反応したらいいのかしら）

　苑紫の姿が衝しよう撃げき的すぎて、挨あい拶さつも忘れていた。

　苑紫は気にした風もなく、屋根付きの東屋に入って、そこに用意されていた膳ぜんへ皿を置く。

　そこからお腹なかが空すくいい香かおりが漂ただよっていた。橙幻がわくわくした表情で東屋をのぞき込む。

「いい香りだね。桜教殿に入ったら、雫花帝の許可なく外には出られないから、可愛かわいい恋こい人びと達に会ったり遊びに行けなくなってがっかりしていたんだ。でも君の料理を食べられるのだけは唯ゆい一いつここに来てよかったと思う事だ」

（手放しで褒ほめてるっぽいけど、恋人達ってどういう事？　どうして複数形!?）

　あっけにとられていると、苑紫が東屋から出て、橙幻と向き合った。

「お前に会いたいと、下は十六歳から上はお前の母親以上の年ねん齢れいのご婦人まで桜教殿に押しかけて来る。関係ない者は入れないと言っても諦あきらめない。不思議な事に彼女達は鉢はち合あわせしても喧けん嘩かせずに共きよう闘とうしてお前に会わせろと言うんだ。普ふ通つうは恋こい敵がたきだろうから牽けん制せいし合うと思うが」

「私の可愛い恋人達は、喧嘩なんてみっともない真似まねはしないよ。公おおやけの場でそんな事をしたら、私に迷めい惑わくがかかると思ってくれている優やさしい子達ばかりなんだ」

　橙幻が色気たっぷりに微笑ほほえんだ。確かにこの整った顔で、こんな表情をされたら、魅み了りようされてしまうのもわかる。橙幻がゆっくりこちらを向いた。

「いままで女性に囲まれた生活だったから、研究に没ぼつ頭とうできるのは新しん鮮せんだ。いろんな女性を綺麗にしたくて始めた研究だけど、たった一人の女性の為に美しさを追求するのも悪くない」

　橙幻の指が顎あごに伸びて、上を向かせられる。彼の細い面おもてが、息がかかるほど近づいた。

「女性はみんな、美しい花だ。いまはまだ君は蕾つぼみだけど、みんなが振り返るような美しい女じよ帝ていとして大輪の花が咲さくよう、私が教育してあげる」

　男性の顔をこんなに間近で見たのは初めてだ。どうしていいかわからなくて目を白黒させた。

「え、えええええっと、あの……」

「そのくらいにしておけ。緋蝶が困っているだろう」

　苑紫の声にはっとして、慌あわてて橙幻から離はなれた。苑紫が割烹着をとって、膳の方へ手で促うながす。

　どきどきする胸を何とかなだめて、促された席に座った。

「みんなまだだが、温かいうちに食べた方がいい。どうぞ」

　苑紫に勧すすめられて、料理を見つめた。膳には、いくつもの小皿が整然とのっている。

　皿に盛られているのは、芋いもがゆと魚を蒸むしたもの。そしてなすや豆などを煮にた料理に、瓜うりもある。干し肉は鶏にわとりだろうか。いい香りのするたれがかけてあって、茸きのこが添そえられている。

　他ほかにも見た事がないような料理が所ところ狭せましと膳に置かれていた。

　彩いろどりも盛りつけも香りも完かん璧ぺきで、思わずうなってしまう。

「すごい……！　これ本当に苑紫様が作ったんですか？　わたしも下働きをしていたので、料理は得意な方ですが、まったくかないません。これは凄すご腕うで料理人の出来です！」

　いい香りに誘さそわれて箸はしを手に取り、一口食べてみる。その途と端たん、思わずがくっと項うな垂だれた。

「どうした？　口に合わなかったか？」

　珍めずらしく慌てた様子の苑紫に顔を上げた。

「違ちがいます！　美味おいしくって美味しくって！　こんな美味しい物を食べたのは初めてです」

　橙幻が膳の料理に舌した鼓つづみを打って、大きく頷いた。

「わかるよ。感動で言葉も出ないよね。このでかい図ずう体たいで、どうしてこんなに繊せん細さいな味が出せるのか不思議でならないよ」

　夢中になって食べていると、苑紫が周りを見回した。

「東雲は少し遅おくれると連れん絡らくが来たが、暁と月白は声をかけたのに遅おそいな」

　昨日の様子からすると、二人が素す直なおに来るとは思えなかった。苑紫がため息をつく。

「せっかく緋蝶とみんなが親しくなれる場を設けたのに。時間があまりないので、儀式で必要な知識を優先的に覚えてもらわないといけないんだが、あの二人の協力がないとまずいな」

「二人って、暁様と月白様ですか？」

　問いかけると、苑紫が頷いた。

「昨日緋蝶に聞かれたから詳くわしく調べたんだが、儀式で必要なのは大まかに分けて三つだ」

　苑紫が指を一本立てた。

「まず一つ、儀式においての〝作法〟だ。これは東雲が教えるが、二つ目の竜りゆう神じんに捧ささげる祈いのり、これは〝占せん術じゆつ〟の分野だから、月白に神に捧げる祝詞のりとを教えてもらわねばならない」

　苑紫が立てる指を増やしながら、わかりやすく教えてくれた。

「そして三つ目は、やはり〝政まつりごと〟についての知識を貴族達から問われるそうだ。政は暁の分野だから、彼に教えを請こわないと。私の護身術は後回しでいいから、この三つをまずは重点的に習ってくれ。それに前にも話したが、花賢師は剣けん舞ぶを行うから、その練習も並行して行う」

　橙幻が料理を食べながら、薄うすく笑った。

「花賢師はみんなそれなりに剣術も武術もできるはずだろう。そんなに練習しなくても……」

「そうはいかない。我われ々われは緋蝶の花賢師だ。もし剣舞が失敗したら彼女が責任をとるんだぞ」

　そう言われて、一気に食しよく欲よくがなくなった。昨日の暁と月白を思い出す。

「暁様と月白様は教えを授さずけるのには、あまり乗り気ではないように感じられましたが」

「おや、暁に何か言われた？」

　橙幻にずばりと聞かれて、思わず頷いた。

「暁様は山吹様のご子息で、わたしのいとこになると伺いました。でも、わたしの事をあまりよくは思われていないみたいで」

　橙幻は何かを思い出したように、ふっと笑った。

「暁は女帝制度に反対だからね。なのにあいつが竜神様に選ばれて藍あい色いろの髪かみと赤い目で現れた時はみんなどよめいたよ。暁は何も言わなかったけど明らかに不満げで。あれは面おも白しろかった」

「橙幻。不ふ謹きん慎しんだぞ」

　苑紫に一いつ喝かつされて、橙幻が口を尖とがらせた。

「本当の事じゃないか。……まあ、暁は女帝制度には反対だから、君にもきつく当たるんだろう。月白は暁の幼なじみだから、同調して反対しているのかもね」

　石を投げてきた月白の顔を思い出す。

「橙幻様、月白様と暁様は幼なじみなんですか？」

「そうだよ。月白はこの国で一番大きな神社の息子むすこだから、大だい内だい裏りにもよく出入りしていたんだ。暁は案外面めん倒どう見みがいいから、月白とよく遊んでやってたんだよ。月白は竜神様を祀まつる神社の神かん主ぬしの息子だ。雫花帝を擁よう立りつできなければ国がどうなるかわかっているはずなのにね」

　橙幻はため息混じりだ。二人の話を聞いて、頭の中で整理した。

（暁様と月白様は、女帝制度に反対している。でも二人から教えを授からないと、儀ぎ式しきは成功できないわ。それに花賢師様達の剣舞もあるのに、二人が練習に出てこないとまずいし……）

　考えていると、苑紫がふいに深刻な顔付きになった。

「あともう一つ、緋蝶に伝えておく事がある。女帝制度に反対する貴族達の事だ。初代の女帝の時から、女性しか皇位につけない事に異論を唱える貴族達はいたらしい。彼らは昔のように男性が皇位につく事を望んでいる。そして彼らは秘ひ密みつ裏りにある組織を結成したんだ」

「秘密裏に結成した組織……？」

　女帝に反対する者達がいると茜からも聞いていたが、そんな組織があるというのは初耳だ。

「〝漆しつ黒こく団だん〟という組織だ。どのぐらいの貴族が賛同していて、どんな組織形態かはわかっていない。彼らは以前から雫花帝や女帝候補を標的にしていて主上も何度も命を狙ねらわれている」

　思わず口の中でひゅっと息を吞のんだ。苑紫が話を続ける。

「私の父も武官で、兵ひよう部ぶ省しようにおいて主上の警護を一手に引き受けてきた。息子の私が言うのも何だが父は有能で、漆黒団が何度仕し掛かけてきても主上の身に危険が及およんだ事はない。この先漆黒団はお前も狙って来るはずだ。彼らが侵しん入にゆうできないよう桜教殿の警護は整えてあるが……」

　苑紫が真剣な表情で、胸に手を当てた。

「私は桜教殿の警護を預かる責任者だ。緋蝶に危険が及ばないよう精いっぱい努力するつもりだ。しかし、そういう奴やつらが存在しているという事実は頭に入れておいてくれ」

「……わかりました」

　正直に言うと、恐おそろしかった。見も知らない人達に命を狙われるなんて、経験がない事だ。

　苑紫が表情を緩ゆるめた。

「心配しなくていい。ここにいる間は安全だ。……さあ、食事を再開しよう。たくさん食べろ。身体からだを健すこやかに保ってこそ、正しい思考と行動ができるようになる」

「はい、ありがとうございます」

　怖こわい事も多いが、こうして応おう援えんしてくれる人もいる。一人ではないと思うと、頑がん張ばれる気がしてきた。緋蝶は美味しい食事をまた一口食べて、心にも身体にも気合いを入れた。
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　桜おう教きよう殿でんに住み始めて数日が経たっていた。日課となりつつある、午前中の東雲しののめによる礼れい儀ぎ作法の教えを授かった緋ひ蝶ちようは、庭に出てため息をついた。

「最初に会った時以外、暁あかつき様と月つき白しろ様に会えてない。このままじゃまずいわ……！」

　空は晴天だ。竜神のお告げ通り、雨が降ったのは桜教殿に来た次の日から二日間だけだった。

　それ以降は、暑いくらいの日差しが降り注いでいる。これが続けばどうなるか想像してぞっとした。雨を降らせる為ためには、暁と月白に教えを請うて儀式を通過しなければならない。だから彼らがよくいるはずの蔵書室や社に毎日赴おもむいているが、影かげすらも見付けられないでいた。

「このまま儀式まで一度も会えなかったらどうしよう……。ううん、暗い事を考えては駄だ目め。いまは行動あるのみだわ」

　決意して足を向けたのは、桜教殿の東にある社だった。

「月白様、いらっしゃいますか？」

　鳥居をくぐって階段を上がり、社に向かって声を上げたが、返事はなかった。

　毎日社を訪おとずれては声をかけているが、一度も返事はない。花か賢けん師しも自分も雫しず花か帝ていの許可なしに桜教殿を出られないはずだ。それなのに月白はどこを探しても見つからなかった。

「もしかして居留守を使っているのかしら。だったら、社にいるはずよね」

　そう思って社の戸の前まで来たものの、どうにも足が進まない。

　竜神を祀る場所だけあって、社は神聖な雰ふん囲い気きをまとっている。そのせいで、躊ちゆう躇ちよした。

「無断で入るのはどうも気が引けるわ。でも入らないと、話もできないし……」

　どうしようと考えていると、ふいに誰だれかの声が聞こえた。

「うわっ！　やめて！」

　男の声だ。何事かと社をぐるりと回って、声がする方へ急いだ。

　社の裏には小さな池があって、その水みず際ぎわに誰かがいる。

「やめてくださ……！」

　水際でじたばたしているのは月白だ。何をしているのかと目をこらすと、月白が動いた拍ひよう子しに、彼の向こう側にいた子どもの姿をした竜神が見えた。

　竜神は月白の身体をドンッと押したり、くすぐったりしている。

「何をしているのかしら」

　子どもの姿の竜神と十五歳の月白なので、最初は二人で無む邪じや気きに遊んでいるのかと思った。

　しかしすぐに違ちがうと気づく。

「やめてくださいって言ってるじゃないですか！　竜神様！」

「嫌いやだね、もっと遊ぼう。月白」

「俺は遊びたくないんですってば！」

　月白の嫌がっている表情が遠くからでもわかった。それを見てふとおかしな事に気づく。

「あれ？　月白様は竜りゆう神じん様の言葉に言い返していたわよね。竜神様の姿を見たり声を聞いたりできるのは、皇族の姫ひめだけではないのかしら」

　不思議に思ってよくよく見ると、月白の視線は竜神がいる方とは違うところに向いているのに気づいた。竜神が素す早ばやく動いて月白を押すので、いまにも池に落ちそうだ。

　それなのに月白は両手を振ふり回してあらぬ方を見ながら、やめてと叫さけぶばかりだった。

　竜神が呆あきれたような声を上げる。

「どうしてお前の一族は、みんなそんなに霊れい力りよくが中ちゆう途と半はん端ぱなんだ。お前は声は聞こえるのに、姿が見えない。お前の父親は姿は見えるのに声は聞こえない。お前は跡あと取とりなんだから、ちゃんと霊力が備わるように鍛きたえてやろう」

　竜神の声は面白がっているように聞こえた。

（そうか！　声は聞こえても姿が見えないから、抵てい抗こうできないんだわ。でも、それって……）

「ほらほら。ちゃんと僕の姿が見えないと、また池に落ちるぞ」

　月白は悔くやしそうだが、どうやっても見えないらしく、竜神がいる方角とは反対の方に手を突つき出したりしている。竜神がさっと反対方向に回り込み、両手を構えた。

「向かって右よ！　大きな木の前にいるわ。池に突き落とそうとしてる！」

　月白は即そく座ざに反応した。言葉で示した方をさっと向いて竜神をドンッと押したのだ。

　姿は見えなくても触さわる事はできるらしく、竜神が尻しり餅もちをついた。

「こら、緋蝶！　教えるなんてずるいぞ！」

　竜神がすぐに立ち上がり、恨うらめしそうにこちらを睨にらんだ。

　慌あわてて駆かけ寄って、月白を庇かばうように竜神に向かって手を広げる。

「月白様は見えないんでしょう。それなのに、池に落ちるように押したりして。弱い者いじめしないでください」

「霊力を鍛えてやっているんだ。皇族の姫以外で唯ゆい一いつ僕を感じ取れるのは、こいつの一族だけだ。だが一いつ般ぱん人よりは霊力が高くても、中途半端な能力しかない。危機的状じよう況きように陥おちいれば、少しは霊力も高まるだろう」

　相手は竜神だが、そんな言い分には腹が立った。

「それは言い訳にしか聞こえません。だって顔が楽しんでいるように見えます」

「え？　竜神様は楽しんでるの？」

　月白がきょとんとしているので、思わず竜神を指さした。

「ええ。楽しんでますよ。性格悪そうな顔で！」

　竜神が肩かたを揺ゆらして笑った。

「面おも白しろいな。お前は母親にそっくりだ。あいつも見た目は大人しそうだが、気が強くて正義感も強くて弱い者いじめが大っ嫌きらいだった。山やま吹ぶきは僕に気を遣つかうが撫子なでしこは怒おこってばかりだった」

「……それは、竜神様が怒られるような事ばかりしていたからでは？」

　思わず口にすると、竜神が腰こしに手を当てて、ふんっと笑った。

「まあ、そうともいう。……しょうがない、月白。邪じや魔まが入ったからまた明日あした遊んでやろう」

　月白は声はしっかり聞こえるらしく、びくっとした。

「ええ!?　最近ここに来る回数が多くないですか？」

　月白は明らかに嫌がっているのに、竜神はまったく気にした風はない。

「退たい屈くつなんだ。お前だって緋蝶に教育してないから暇ひまだろう。暇な者同士遊ぼうじゃないか」

　月白がぐっと言葉に詰つまった。

「じゃあ、また明日な」

「待ってください、竜神様。本当に勘かん弁べんしてください。毎日毎日池に落とされるし、ご飯は邪魔されてほとんど食えてないし、寝ねつくと起こされるし……」

　どうやら月白は、毎日とんでもない目にあっているようだ。

「だから言っているだろう。暇な者同士遊ぼうって」

　二人の話を聞いていて、黙だまっていられなくなった。

「月白様はわたしに教えを授さずけてくださるので、竜神様と遊ぶ暇はありません。儀ぎ式しきで失敗したら、わたしの命はないんですから、こっちも必死なんです。邪魔しないでください」

　竜神がふーんと頷うなずいて、月白に目を移した。

「月白、教育で忙いそがしいのか？」

　竜神が問いかけると、月白が彼の声がした方を向いた。

　そしてこちらにも視線を向けて、ふてくされたような顔になる。

「……そうです。毎日教育をするので、竜神様とは遊べません」

　竜神が口を尖とがらせて、ため息をついた。

「つまらん。教育中はさすがに邪魔できないが、隙すきがあったら遊んでやるから覚かく悟ごしていろ」

　強い風が吹ふいて、一いつ瞬しゆん目を瞑つぶった。再び目を開けると、竜神の姿はどこにもなかった。

「竜神様はいつも突とつ然ぜん姿を消すのね」

　呆れたように声を上げると、月白が目を丸くした。

「いなくなったのか？」

　振り返って頷くと、月白が満面に笑えみを浮うかべて、両手で拳こぶしを握にぎった。

「やったー！　やっといなくなった、これでゆっくりご飯を食べて眠ねむれるぞ！」

　両手を挙げて喜んでいた月白だったが、はっとしてこちらに目を向けた。

　身長はそう変わらない。可愛かわいらしい顔立ちだが、気の強そうな目をしていて、まだまだいまから大人への階段を上っていくのだと感じさせられた。月白は目をそらしつつ、頭を下げた。

「あの……礼を言うよ。竜神様の居場所を教えてくれて、ありがとう。おかげで、今日は池に落ちずにすんだ」

（あら、案外素直なんだわ）

　思わず心の中で感心して、目を瞬またたかせた。

「月白様。その言い方だと、昨日までは池に落とされていたんですね」

「だって声はすれども姿が見えないんだ。どこから来るかわからないから防ぎようがなくて」

　口を尖らせた彼は年相応で何だか親しみやすい感じがした。嫌っているはずなのに、それでもこうして礼が言えるのは、心根は正直で優やさしいからだと思う。

　だったらと、月白に向き直ってにっこり笑った。

「さっき、竜神様と毎日教育するって、約束してくださいましたよね」

「それは……」

　戸と惑まどっているようだが、嫌だと逃にげられないところを見ると、脈はありそうだ。

「取り引きしましょう、月白様」

「取り引き？」

「わたしは竜神様が見えるので、近づいてきたらお知らせできます。教えを授けてくださるなら、竜神様がいたずらしないよう見張ります。だからお願いします！」

　頭を下げると、月白がしばらく考えるそぶりをした。

「……さっき儀式で失敗したら、わたしの命はないって言ってたけど、どういう意味？」

「ご存じないんですか？　女じよ帝てい候補から外れるような事があれば、竜神様の尊い姿を庶しよ民みんが見たという事で、わたしは処しよ刑けいされるそうです。わたしも突然女帝候補だと言われて戸惑ったんですが、断って帰ったらやはり処刑だと言われて。それで帰れなくなったんです」

　月白が眉まゆ根ねを寄せて、首を傾かしげた。

「俺は撫子様の娘むすめが雫花帝になりたいと名乗り出たと聞いたけど」

「えっ？　どうしてそんなでたらめな話が？　わたしはもともと東雲様のお屋や敷しきで下働きをしていたんです。そこに苑えん紫し様達が訪ねて来て……」

　東雲の屋敷であった経けい緯いを手短に話した。

「……というわけで、誤解を解こうとして大だい内だい裏りに来たら、結局そのまま帰れなくなってしまって。わたしだって、自分が雫花帝になるなんて恐おそれ多いし無む茶ちやな話だとわかっています。ただ、断って帰ったら命はないので、女帝候補として教えを授かるしか生きる道がないんです」

　話し終えると、月白の目が点になっていた。

「俺が聞いていた話とずいぶん違うな。官かん吏り達はお前が雫花帝になりたいって、大内裏に押しかけたって言ってたぞ。俺はそれを信じてて、暁が辛つらいだろうって思って……」

　月白がはっと口元に手を当てた。暁と月白は幼なじみだと聞いていた。

　暁は山吹の息子むすこで、皇子ではあるが皇位は継つげないという複雑な立場にある。彼を心配した月白が、勢いあまってきつい態度をとるようになってしまったのではと察しがついた。

　しかし話してみると、月白は裏表がなさそうな少年だ。幼なじみを思いやる優しい気持ちも嫌きらっている相手に礼を言える素直さも持っている。それならば……と決意して口を開いた。

「わたしに教えを授けてください。気に入られていないのはわかっていますが、わたしも命がかかっています。それに竜神様も教育の時は邪魔しないって仰おつしやっていたから、わたしと一いつ緒しよにいればいたずらされずにすむと思います」

　微笑ほほえむと、月白が何度か目を瞬かせた。しばらく考え込んだあと、ぼそっと呟つぶやく。

「……仕方ないな。教えてやるよ」

「はい！」

　嬉うれしくて大きく頷いた。ようやく前に進めそうな気がして、心の中でほっとしていた。
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「うまーい！」

　月白の声に、緋蝶は思わず微笑んだ。日課となりつつある昼食会に、新しい仲間が増えたのだ。苑紫が作った料理を勢いよく食べている月白に、東雲が呆あきれた顔をした。

「行ぎよう儀ぎがなっていませんね。緋蝶と一緒に作法の教育を受けてはどうですか？」

「ちゃんとしなきゃいけない時はできるよ。任せといて！」

　東雲はまだ口を開こうとしたが、両手でそれを押さえる。

「大目に見てください。今日は初めて月白様が昼食会に顔を出したんですし。それに苑紫様の料理はびっくりするぐらい美味おいしいんですもの。うっかり作法を忘れる気持ちはわかります」

　橙とう幻げんの花か壇だんの近くにある東あずま屋やには、自分と苑紫と橙幻、そして東雲と月白が輪になって座っている。月白から占せん術じゆつの教育を受けるようになって数日が経たっていた。やはり話してみると彼は素直で明るい性格のようで、仲良くなるまで時間はかからなかった。

「月白、剣けん舞ぶの練習にも出ろ」

　苑紫が月白が食べ終えた皿を片付けながら、声をかけた。

「ええーっ。剣舞って苦手なんだよな。そもそも剣術が苦手だし。俺は弓の方がいい」

「弓がお上手なんですか？」

「そうだよ、緋蝶。百発百中なんだから。今度見せてあげる」

　自じ慢まんげに話す月白に、苑紫が目を剝むいた。

「剣舞の練習に来ない奴やつは、食事を食べる資格はないぞ」

　食べかけの皿を取り上げられようとして、月白が慌あわてて上半身を膳ぜんに傾かたむけてそれを防いだ。

「やるよ、剣舞の練習。儀式で成功しないと、緋蝶がまずいんだろ。剣舞は苦手だけど動きを合わせるぐらいできると思う。緋蝶、俺の恰かつ好こういいところ見ててね」

　にかっと笑った月白の頭を、橙幻がぐりぐり撫なでた。

「可愛いな。月白は。どう？　女の子の衣い装しようとか着てみない？　絶対に似合うと思うんだ。その姿で何人か貴族を引っかけて、からかって遊ぼうよ」

　東雲が眉根を寄せた。

「不ふ謹きん慎しんですよ。橙幻」

　𠮟しかられても橙幻は気にした風もなく、月白の頭をなで回している。嫌がる月白を助ける為ためか、苑紫が橙幻の腕うでを摑つかんで、彼から離してやった。そして改めて、月白を見つめる。

「占術の教育はどうだ？　儀式までに準備は間に合いそうか？」

「多分大だい丈じよう夫ぶ。とりあえず今回は竜りゆう神じん様に捧ささげる祝詞のりとを丸暗記すればいいと思うんだ。緋蝶は記き憶おく力もいいし、祝詞はそんなに長くないしさ。それよりも……」

　月白がちらっと目を向けたのは、桜教殿の北にある建物だ。そこには蔵書室がある。

　東雲が心配そうな顔付きになった。

「緋蝶、暁にはまだ会えていないんですか？」

「はい。最初の日に蔵書室で会ったきりです。いつ行ってもいらっしゃらなくて」

　苑紫が腕組みしてため息をついた。

「暁は剣舞の練習にも来ない。儀式まで一度も練習に来ないならまずい事になるだろう。見かけたら引きずってでも連れてくるんだが……。月白、暁と仲がいいだろう。どこにいるんだ？」

「それが最近俺も見てないんだ。会えたら、緋蝶に協力してって言おうと思ってるんだけど」
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　月白は最初に敵意を向けてきた時とは別人のようだ。

　竜神のいたずらに相当困っていたらしく、助けた事に本当に感謝してくれていた。

　それに緋蝶が自ら女帝に名乗りを上げて大内裏に押しかけてきたという話を聞いて、うっかり信じたらしい。緋蝶をずうずうしいと誤解し、幼なじみの暁が女帝制度に反対しているのも相まって、攻こう撃げき的になっていたようだ。月白がこちらに目を向ける。

「緋蝶、誤解しないでほしいんだけど、暁は悪い奴じゃないんだ。ぶっきらぼうだし口は悪いけど面めん倒どう見みがよくて優やさしい奴なんだ。でも女帝の話になると途と端たんに機き嫌げんが悪くなるんだよな」

　暁とはまだ数えるほどしか会っていないし、話も少ししかした事がない。

　蔵書室で会った時は辛しん辣らつだったが、東雲の屋敷で会った時は庇かばってくれた。冷たい暁と、困っていたら助けてくれた暁。どちらが本当の彼だろうと考えているが、わからないでいる。

　ただ確実なのは彼から教育を受けられなければ、自分もこの国も終わりだという事だけだ。

　儀ぎ式しきまでは二十日ほど。何としてでも暁から教えを授さずからなければと自分に言い聞かせた。







　食事が終わり、花賢師達がそれぞれの仕事の為に席を立った。

　緋蝶は最後に残った苑紫が皿を片付けようとしているのを見て、腰こしを上げる。

「苑紫様、お手伝いします」

「いや、女帝候補にそんな事はさせられない」

「自分で食べた物ぐらい片付けます。料理の腕は苑紫様にはとてもかないませんが、片付けは得意です」

　微笑むと、苑紫が困ったような顔をしつつも苦く笑しようした。

「では、食器を下げるのを手伝ってもらおうか」

「はい」

　食器と膳を手早く重ねて持ち上げる。自分の頭よりずっと高く積み上がっているので、落ちないよう均きん衡こうを保った。苑紫が目を丸くする。

「力持ちだな」

「こういうのは、力はそんなになくても大丈夫なんです。慣れと要領です」

　屋や敷しきで働いていた時、宴うたげなどのあとはこれの何倍もの量の食器や膳を運んでいた。

　最初は落としたりして𠮟られていたが、いつしか片付けの名人と言われるようになった。

　苑紫も残りの食器を持って立ち上がる。外に出て、苑紫と並んで厨ちゆう房ぼうを目指して歩いた。

　隣となりを歩いていた苑紫が、ふいにくすっともらしたのに気づく。

「何かおかしいですか？」

「そうやって、いつも慌ただしそうに働くところが、撫子様によく似ていると思ってな」

　撫子とは母の事だろう。萌もえ黄ぎという名前だと思っていたので、どうもしっくりこなかった。

「母をご存じなんですか？」

「ああ、兵ひよう部ぶ省しようの卿きようだった父に連れられて、子どもの頃ころから大だい内だい裏りに出入りしていたからな。撫子様は私を弟のように可愛かわいがってくださったんだ」

　兵部省とは軍政を司つかさどるところだ。その兵部省で一番身分が高いのが卿だった。

「私が八歳の時だ。当時十八歳だった撫子様が突とつ然ぜん大内裏からいなくなって。一いつ緒しよに姿を消したのが兵部省の武官だった。身分は高くないが心優しい男だったと思う」

（きっとそれが父さんね。駆かけ落ちしたって聞いたけど……）

　父と母はどのように知り合って、どのように恋こいに落ちたのか。そして父と母はどうして身分を捨ててまで一緒になったのか。それはいまとなっては、誰だれも知らない謎なぞだ。

「撫子様は、ずっと庶しよ民みんとして暮らしておられたのだろう。苦労されたり、辛つらい思いはされなかっただろうか」

　いつも冷静沈ちん着ちやくな苑紫だが、いまは珍めずらしく心配そうに眉まゆ根ねを寄せていた。

「母は元気でしたよ。毎日よく喋しやべって、よく笑って、父さんとしょっちゅう喧けん嘩かして。でも、とても仲がいい夫ふう婦ふだったと思います」

　もう八年も前に亡なくなったので、顔もうっすらとしか覚えていないが、父と母がお互たがいを大事に思っていたのは、子どもだった自分でも感じ取れていた。

「母は働き者でした。得意の縫ぬい物で家計を支えていて、いま考えても皇族だなんて思えないんです。……苑紫様、もしですよ。もしわたしが竜神様の姿が見えるのは何かの間ま違ちがいで、本当は皇族の血を引いていなかったら、どうなるんでしょうか？」

　人違いだったと竜神が解放してくれればいいが、姿を見たのだから即そつ刻こく打ち首だと言われたらどうしようと思っていた。

　怯おびえているのがわかったのか、苑紫が微笑ほほえむ。

「緋蝶は撫子様によく似ている。顔立ちも性格も。撫子様も、自分の事は自分でやると言って、てきぱき動かれていた。……大丈夫だ、緋蝶は撫子様の娘むすめだ。私が保証しよう」

　苑紫が微笑んだ。黙だまっていると大おお柄がらな体格や武官特有の迫はく力りよくがあって怖こわい印象の苑紫だが、笑うととても優しい雰ふん囲い気きになる。男らしい顔立ちも相まって大人の色いろ香かが漂ただよっていた。

「私は子どもの頃に撫子様に面めん倒どうを見てもらった。恩返しがしたかったのに、撫子様が亡くなられたと聞いて……。だからせめて撫子様の娘である緋蝶が望みを叶かなえられるように手伝おうと思う。何かあったらすぐに言うんだ。私にできる事なら何でもしよう」

「ありがとうございます。苑紫様」

　力強い言葉は頼たのもしかった。東雲以外にも心強い味方がいるとわかって嬉うれしくて微笑んだ。
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　緋蝶は昼食の片付けを終えたあと蔵書室に赴おもむいたが、暁には会えなかった。桜教殿を探し回ったものの、暁の影かげも見付けられない。落らく胆たんしつつ、自室の前でため息をついた。

「とうとう今日も会えなかったわ。どうしよう……」

　呟つぶやきつつ戸を開けて、思わず目を疑った。

「何をしているんですか？　竜りゆう神じん様！」

　竜神が部屋の真ん中でだらしなく座っていた。

「退たい屈くつすぎて仕方ないから遊びに来たんだ。月白はお前の教育で忙いそがしいと言ってすぐに逃にげるから、あいつで遊べなくなってしまった。責任をとれ」

「何を言っているんですか。人で遊ばないでください」

　声を上げると、竜神が肩かたを竦すくめた。

「僕は神だぞ。人で遊ばずに、何で遊ぶんだ。災害を起こしたり、戦いくさだって起こしたりできるのに、それをせず月白と遊ぶだけで我が慢まんしているんだ。褒ほめてくれ」

　ひどい言い方だが、ある意味彼からしたら正論なのかもしれない。

「……人や災害や戦でなくても、楽しむ事はできると思います」

「ほう、たとえば？」

「たとえば……人を幸せにするにはどうしたらいいか考えるとか。それを実行するとか」

　神だからこそできる事を提案したが、鼻で笑われた。

「どうして神であるこの僕が、人を幸せにする為ために何かを考えなければならないんだ」

　やっぱり神様の思考は理解できないと思いつつ、戸を閉めて彼の前で正座した。

「儀式の準備はどうだ？　教育は順調か？」

　顔が曇くもりそうになったが、何とか笑みを浮うかべた。

「はい。何とか」

　暁にまったく会えていないという事を口にするのは、はばかられた。

「ふーん。暁に拒きよ絶ぜつされているのか」

「え!?　どうしてわかるんですか？　まさか、頭の中とか読めるんですか？」

　思わず両手で頭を触さわった。竜神が声を上げて笑う。

「そんな事は読まなくてもわかる」

「頭の中は読めない……とは言わないんですね」

　日照りを起こしたり雨を降らせたり、人の髪かみや目の色を変え、突然姿を現したり消したりするこの神様は、いったいどれほどの能力があるのか考えると、背筋が寒くなりそうだ。

　竜神がじろじろとこちらを見つめた。

「お前の狩かり衣ぎぬは橙幻が仕立てたものだろう。橙幻とは着物を用意してもらえるくらいうまくいっている。部屋に入る時の立ち居振ふる舞まいが、最初に会った時とは格段に違っているから、東雲にも教育してもらっている。苑紫も桜教殿の警護と剣けん舞ぶの準備を熱心にやっているようだ」

　鋭するどい観察眼に、思わず目を見張った。

「月白は教育を理由に僕と遊べないと言っている。お前と一緒にいるのをよく見かけるし、噓うそではないだろう。だから月白にも教育をしてもらっている。それでもお前に順調かと聞いたら、顔がわずかに曇った。つまり、残り一人の暁とうまく関係が築けていないという事だ」

　図星すぎて、何も言い返せなかった。竜神がゆっくりと立ち上がる。

「暁はなかなか手て強ごわいぞ。あいつは頑がん固こだからな。だが、味方につければ誰よりも心強い」

「どうやったら、味方になってもらえるんですか？」

　藁わらにもすがる気持ちだった。竜神がふっと笑う。

　その表情は見た目の年ねん齢れいよりも、ずっと大人びて見えた。

「何も考えず、暁の懐ふところに飛び込め」

「懐に……飛び込む？　それっていったいどういう意味ですか？」

「自分で考えろ。お前があたふたして女じよ帝てい教育を受ける様を見るのは、一番の退屈しのぎだ。せいぜい僕を楽しませてくれ」

　手をひらひらさせながら、竜神が戸に向かった。

　そしてすうっと吸い込まれるように、戸をすり抜ぬけて出ていく。

「もう、意味深な事ばかり言って。暁様の懐に飛び込むって、会えもしないのにどうやって？」

　竜神が消えた戸に向かって、思わず呟いていた。
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　桜教殿に住む女帝候補と花賢師は、雫花帝の許しがない限り、外に出てはいけない決まりになっている。だから暁が母に呼ばれて大内裏を訪おとずれたのは、久しぶりだった。母の部屋は清せい涼りよう殿でんにある。生まれ育った場所だが相変わらず居い心ごこ地ちが悪いと、暁は嘆たん息そくした。

　山吹の部屋に通されると、大きな姿見があった。その鏡が目に入って思わず眉根を寄せる。

　数ヶ月前まで髪も目も黒かった。それが竜神の力で藍あい色いろの髪と赤い瞳ひとみという、異形の姿に変わった。

　鏡を見るといつも思うが、大内裏一の美男子と謳うたわれた父に年々似てくる顔こそ、竜神の力で変えてほしかった。前髪で顔を隠かくしているのは、この容よう貌ぼうが嫌きらいだからだ。

　憮ぶ然ぜんとして、その場に正座した。御み簾すを見つめると、声がする。

「いらっしゃい、暁。久しぶりね。最近顔を出してくれないから寂さびしかったわ」

「桜教殿にいるので、許可がないと出てこられません。寂しいなら、花賢師から外してください。そうすれば、いつでも話し相手になりますよ」

　御簾がするすると上がった。紫し宸しん殿でんなどの公おおやけの場では、たとえ親子でも御簾を上げて雫花帝と話したりできない。しかしこの清涼殿は私的な場なので、直接顔を合わせる事が許されている。親子なのに、顔を見て話をする事すら容易ではなくて、息が詰つまりそうだ。

　肘ひじ掛かけにもたれた母は、四十をすぎているはずだが、少女のような印象があった。

「あなたが花賢師となる事は竜神様が決められたの。わたくしの一存で外したりできないわ」

　山吹が隣となりに目を向けて、何度か頷うなずいた。笑みを浮かべている母を見て、ため息をつく。

　母の隣には、竜神がいるのだろう。自分には姿も見えないし、声も聞こえない。

　しかし彼は確かに存在していて、自分がいても母と話をする。子どもの頃ころは母が独り言を話しているようで不思議だった。それが竜神と話すという尊い能力だと教えたのは右大臣だ。

　母が竜神と話している時には、決して邪じや魔ましてはいけないと教えられてきた。

「暁、桜教殿での暮らしはどう？」

「別に良くも悪くもありません」

　女帝が君臨するこの国では、皇子として生まれた自分の存在は、さほど重要ではないと知っている。官かん吏り達や民たみが望んでいるのは女帝となる女の子どもだ。

　だが母が産んだのは自分一人だった。父が亡なくなってから、母は新しい夫を選べと周りに急せかされていた。だが母は身体からだが弱く、夫に先立たれてからは精神的にも不安定になっていた。

　だから新たに夫を選んで子どもを産むのは絶望的だった。

「相変わらず、無愛想ね。そういうところはあの人そっくり」

　山吹の目が細められた。息子むすこの顔を見て、いつしか母は父を懐なつかしむようになった。こんな辛つらい環かん境きように母一人残して死んだ父が嫌いだ。だから母にそんな目で見られるのは辛かった。

「緋蝶が暁になかなか会えないって苑紫が報告してきたわ。力になってあげて。いとこなのよ」

　緋蝶の顔が頭に浮かんだ。初めて会った時は、東雲の屋や敷しきで下働きをしていた。

　女帝候補を迎むかえに行くよう山吹に命じられて、苑紫に無む理り矢や理り連れて行かれたのだ。

　だが会うのも面倒だったので、人がいない裏庭で夜桜を楽しんでいたところで、大きな瓶かめをふらふらになりながら運んでいた緋蝶を見かけた。

　助けを呼べばいいのに、がむしゃらに一人で運んでいるのを見て、何をしているのかと気になった。酒の入った瓶を割って𠮟しかられているところを助けたのは、自分でもどういう風の吹ふき回しだったのか覚えていない。ただ、放ほうって置けなくて勝手に身体と口が動いていた。

　あの時は彼女が女帝候補だなんて知らなかった。

　それを知ったいまはもう、助けようなんて気持ちにはなれない。

「女帝制度には反対です。庶しよ民みん育ちの娘むすめをどう育てたって、雫花帝になれるはずがない。あの娘だって突とつ然ぜん重い責任を負わされて辛いと思います。違う手を考えられてはいかがですか？」

「違う手とは？」

「俺が皇位を継つぎます」

　言い切ると山吹が困ったような顔をして隣を見る。何度か頷いて、こちらに目を戻もどした。

「竜神様が女帝以外は認めないって仰おつしやってるわ。もうその話は何度もしているのだから、聞き分けてちょうだい。緋蝶が雫花帝にならないと、竜りゆう神じん様は国を去ると仰ってるわ。そんな事になったら、日照りでたくさんの人が死ぬのよ」

　日照りが恐おそろしいのはよくわかっている。だがいまのように、ただ竜神にすがって生きるだけでいいのかと、ずっと疑問に思っていた。

「なぜ女性でないといけないんですか？　俺は皇位を継げるほどの教育を受けているし、貴族達の動向にも詳くわしい。都や地方の事も勉強しています。竜神様が、俺よりあの娘が皇位を継ぐのにふさわしいと言われる根こん拠きよはなんですか？」

　山吹がまたしても隣を向いた。そして再びこちらに目を向ける。

「竜神様は、女性の方がいいからと仰ってるわ」

「ですから、どうして女性がいいのか、それをお聞かせください。……貴族達の間でも、男性が皇位を継ぐべきだという意見を持つ者がいます。彼らは漆しつ黒こく団だんという組織を秘ひ密みつ裏りに組織し、虎こ視し眈たん々たんと雫花帝や女帝候補を狙ねらっています」

　その組織は、女帝が擁よう立りつされるようになった百年ほど前から存在していたようだ。

　彼らは常に、女帝をその座から引きずり下ろそうと、計画を張り巡めぐらせている。

　実際に母も何度も命を狙われていた。兵ひよう部ぶ省しようの卿きようである苑紫の父親が、彼らを退けてきたおかげで母に危険は及およんでいないが、これからもそうだという保証はなかった。

「俺が皇こう帝ていになれば、漆黒団も文句はないはず。民達にとっても、良き帝みかどになれるよう努力します。竜神様さえ納なつ得とくしてくだされば、母上が命を狙われる危険をおかして、帝の地位に座り続けなくてもよくなります」

　はっきりと思いを伝えたが、山吹はそっと目を伏ふせた。

「……いいえ。竜神様が女帝を望まれている以上は、わたくしは雫花帝として民の為ために尽つくします。たとえ命の危険があったとしてもね」

　声がやや小さくなった。父が亡くなってから母は心も身体も弱くなった。

　母は口にしないが、帝という重責に押しつぶされそうになっているのだと思う。

　そんな母を助けたいのに、できない自分が歯は痒がゆくてたまらない。

「暁、もうこの話はおしまいにしましょう。母の頼たのみを聞いて。緋蝶は花か蕾らい東とう宮ぐうとして認められなければ処しよ刑けいされてしまうわ。撫子の娘がそんな事になるなんて、わたくしは耐たえられない。このままでは緋蝶は儀ぎ式しきで失敗するわ。せめて挑ちよう戦せんする機会だけでも与あたえてあげて」

　この世で一番苦手なのは母の涙なみだだ。母が泣く姿を見ると、もう嫌いやとは言えなかった。

「考えておきます」

　それでも素す直なおにはいと言えなくて、そう返事して部屋をあとにした。
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　緋蝶は急ぎ足で廊ろう下かを進んでいた。月白が部屋に来て、さきほど暁を蔵書室で見たと教えてくれたのだ。声をかけたら、母親に呼ばれて清涼殿に行くと話したらしい。話が終わったら帰ってくると言っていたので、蔵書室で待っていれば会えるのではないかと。

　知らせに来てくれた月白に礼を言いつつ、今日こそは会わなければと部屋を飛び出した。

　庭に降り立って蔵書室がある建物へと急ぎながら、慌あわててあとをついてきた茜に目をやる。

「茜は戻ってていいわよ」

「いえ、お一人では心配です。教育を受ける時以外は、なるべくおそばに付き添そうように言われています。暁様が本当にいらっしゃったら、戻りますので」

　蔵書室がある建物は桜教殿からやや離はなれている。庭を足早に進むと、息が上がりそうだ。

　もう少しで蔵書室が見えるというところで、ふと前方に人ひと影かげが見えて足を止めた。

「誰だれなの？　あなた達は……！」

　隣に来た茜と一いつ緒しよに目を見開いた。突然建物の陰かげから、行く手をふさぐように覆ふく面めんをした三人の男達が現れたのだ。攻こう撃げき的な雰ふん囲い気きをまとっていて、警護の武官ではないと一目でわかる。

　殺気すら感じられる男達に道をふさがれて、恐きよう怖ふで足が竦すくんだ。

　しかし隣で震ふるえている茜が目に入って、何とかしなければという気持ちがこみ上げる。

「女じよ帝てい候補、緋蝶だな」

　どう返事すべきかと一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、まっすぐ男達を見つめて頷いた。

「そうですが、あなた方はいったい何者ですか？」

　桜教殿にいる女性は自分と茜だけだ。ここで違ちがうと言ったら、茜が狙われるかもしれない。

「一緒に来てもらう。逆らうと痛い目にあうぞ」

　こちらの質問には答えず、男達がにじり寄る。段々と近づいてくるので思わず後ずさった。

「だ、駄だ目めです！　緋蝶様には指一本触ふれないで！」

　茜が震える声を上げて飛び出してきた。そして男達の前に進み出て、こちらを庇かばうように両手を拡ひろげる。ぶるぶる震えつつ、茜はそれでも彼らを睨にらみつけた。

「私は緋蝶様の女によう房ぼうです。緋蝶様をお守りするのが役目。たとえ死んでも渡わたすわけにはいきません。それにその唐から獅じ子し模様の紋もん章しようは漆黒団の証あかし。あなた方は漆黒団なんでしょう」

　彼らをよく見ると、黒くろ装しよう束ぞくの肩かたや背中に、金の糸で唐獅子の刺し繡しゆうがしてあった。

　漆黒団の事は、苑紫から聞いた事があった。女帝に反対し、男性が皇位を継ぐべきだという考えを持つ貴族達が集まって作った組織らしい。以前から花蕾東宮や雫花帝を狙っていて、山吹も何度も命を狙われているそうだ。男達は、ふんっと鼻で笑う。

「……ああ、我われ々われは漆黒団だ。女帝候補に一緒に来てもらうぞ。邪魔するなら、お前は殺す」

　男達がさっと刀を抜ぬき、振ふりかぶった。しかし茜は微び動どうだにせず、目を瞑つぶる。

「駄目！」

　考える余よ裕ゆうはなかった。勝手に身体が動いて、茜を突つき飛ばしていた。

　その瞬間、左ひだり腕うでに火傷やけどした時のように鋭するどい痛みが走る。

「うっ……！」

「きゃぁぁぁぁ！　緋蝶様！」

　地面に転がった茜が、左腕を切られて血を流している自分を見て、大きな悲鳴を上げた。

「うるさい、黙だまらせろ」

「やめて！　茜に手を出さないで」

　血がぽたぽた地面に落ちている。痛かったし怖こわかったが茜の前に立って声を上げた。

「わたしが目的なんでしょう。だったら、わたしだけ狙えばいいじゃない」

「緋蝶様、いけません！」

「うるさい女どもだ。二人とも連れて行け」

　じりじりと近寄ってくる男達を睨みつけた。

（苑紫様に護身術を習っておけばよかった。茜だけでも逃にがせたかもしれないのに）

　巻き込んでしまった茜に申し訳なかった。何とか彼女を守ろうと、両手を拡げる。

「どけ。お前は生きて捕とらえろと言われているが、無傷じゃなくてもいいんだぞ」

　男が刀を構えた。切られる！　と思うと怖くて怖くて、だけどここから動くわけにはいかなくて、思わず両手を挙げて頭を庇おうとした。

「うっ！」

　だが、予想した痛みはやってこなかった。代わりに聞こえたのは、男のうめき声だ。

　慌てて顔を上げると、目の前に艶つやのある藍あい色いろの髪かみが見えた。

「警護が万ばん全ぜんじゃないな。苑紫は何をしているんだ」

　暁がこちらに背を向けて立ち、刀を右手に持って男達に向けた。

「目め障ざわりだ。さっさと消えろ。そうじゃないなら、切るぞ」

　暁の声にも雰囲気にも強い圧あつ迫ぱく感かんがあった。

　その証しよう拠こに男達の方が人数は多いのに、恐ろしげに後ずさっている。

「怯ひるむな！」

　だが真ん中にいた男が声を上げると、彼らがはっとしたように、刀を構え直した。

「面めん倒どうだな」

　暁が呟つぶやいたのが、始まりの合図だった。男達を相手に暁が刀を振り上げる。暁が戦う姿は、まるで舞まいのようだ。着物を翻ひるがえして身軽に男達の刀をかわし、風のようにふわりと刀を持ち上げて、竜たつ巻まきのように振り下ろす。男達が全員地面に倒たおれるまでに、そう時間はかからなかった。

「引くぞ！」

　男の合図で、まだ動ける男が倒れている仲間に肩を貸した。

　そのまま去って行く彼らを、暁は追わなかった。

「捕つかまえないんですか？」

　驚おどろいて問いかけると、暁が振り向いた。

「賊ぞくを捕まえるのは俺の仕事じゃない。怪け我がを負った身では逃げ切れないだろう。武官が捕まえるさ。……おい、そこの女房。苑紫を呼んできてくれ」

　暁が目を向けると、茜が慌てて立ち上がりその場を離れた。

　刀を鞘さやに戻もどして、暁が眉まゆ根ねを寄せる。

「出血がひどいな。早く止血しないと」

　腰こしに巻いていた帯を解ほどいて腕に巻いてくれようとした暁に、思わず首を振った。

「大だい丈じよう夫ぶです。出血はひどいけど、大した傷ではありません。そんな高価そうな帯で止血なんてしたら、もったいないです！」

　つい下働きをしていた頃ころの貧びん乏ぼう性しようが出た。暁が目を丸くして、すぐに眉をつり上げる。

「もったいないわけないだろう！　怪我の手当てと布とどっちが大事だと思っているんだ！」

　怒ど鳴なられて首を竦めた。暁が左手を摑つかんで、傷にさっと布を巻く。

「すぐに橙幻に見せろ。あいつは薬草にも詳くわしくて、そこらへんの医者より治ち療りようが上手だ。早めに治療すれば、傷きず痕あとが小さくてすむかもしれない」

　どうやら心配してくれているようだ。暁が帯を巻き終わったので、おずおずと口を開いた。

「ありがとうございます。あの人達、漆黒団だと名乗りましたが……」

「黒装束に唐獅子の刺繡があったから、そうだろうな。唐獅子は邪じや悪あくなものを退け，国家鎮ちん護ごを祈き念ねんすると言われる聖せい獣じゆうだ。漆黒団は女帝を守護する竜りゆう神じんに対たい抗こうして、唐獅子が男性の帝みかどを守護していると主張している。だから唐獅子を紋章として衣類に刺繡しているんだ」

　暁が彼らが去って行った方を見て、息をついた。

「雫花帝より、花蕾東宮や女帝候補の方が狙ねらわれやすいんだ。桜教殿の警護は万全にしてあるが、さすがに大だい内だい裏りほど厳重じゃないからな。だから護身術も教育の一つとして設けられている。あいつらは女帝制度に反対しているから、隙すきあらば狙って来るぞ」

　腕組みをした暁がふっと笑った。

「俺も女帝制度に納なつ得とくしていない。次に襲おそわれても、もう助けないからせいぜい気をつけろ」

　冷たい言い方だったが、思わずくすっと笑ってしまった。

「何で笑う」

　むっとした暁に、慌てて表情を引き締しめた。

「だって、言っている事とやっている事がばらばらなので。女帝制度に反対しているだけだったら、そもそも助けてくれなかったと思うんです。反対はしているけど、放ほうっておけなかった、という事だったら、暁様はいい人なんだなぁと思って」

　暁が明らかにむっとした。

「俺はいい人なんかじゃない」

「でもお屋や敷しきでわたしがお酒の入った瓶かめを割った時も、自分が飲んだって言えって助けてくれたじゃないですか。あの時、ちゃんとお礼が言えなかったんで、ずっと気になっていたんです。あの時といまと二回も助けてくださって、ありがとうございました」

　素す直なおに頭を下げると、暁が一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をして、すぐにこちらに背を向けた。

「そんな前の話は、もう忘れた。ごちゃごちゃ言ってないで、さっさと手当てしてもらえ」

　去って行く背中を見ながら、やっぱり悪い人ではないような気がして、再び頭を下げた。
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「警護の武官を増員させる。これからは猫ねこの子一匹ぴき侵しん入にゆうさせるな。それから逃げた賊を探せ」

　苑紫は、数十人の武官達に向かって声を上げた。

　桜教殿の警護を任されていて、完かん璧ぺきな警備を敷しいているはずだった。

　だがそれをすり抜けて賊が侵入したのだ。

　その賊に緋蝶が襲われた。とんだ失態だ。緋蝶は命に別状はないが、腕に怪我を負っていた。

　手当てした橙幻によると、出血の割に傷は浅いので心配はないらしい。

　だがどんなに軽くても、緋蝶に怪我をさせる失態をおかした自分に腹が立っていた。

　武官を所定の位置につかせ、一人になって賊がどうやって侵入したのか考える。

「……苑紫。お前が采さい配はいした警護をすり抜けるなんて、賊は大したものだ」

　背後から声が聞こえて、振り向いた。近くに艶のある藍色の髪をした男が立っていた。

「暁、気配を殺して近づくな。うっかり切ったらどうするんだ」

　剣けん術じゆつでは紗さ和わ国こく一だと言われているが、そんな自分が気づかないうちに近づける暁も、大したものだと感心した。

「考え事をしているようだったから、邪じや魔ましては悪いと思って」

　肩かたを竦すくめた暁に向き直った。

「緋蝶を助けてくれたようだな」

「母上に呼ばれた帰りに、たまたま襲われているあいつに出で会くわしたからな。さすがに素通りできないさ。それより、お前の警護は完璧なはずだ。見張りが怠なまけてたのか？」

　それはちょうどいま考えていた事だった。

「調べたが全員まじめに仕事をしていた。正直に言うがどこから賊が侵入したかわからない。茜の話によると、奴やつらは漆黒団だと名乗ったそうだ。女じよ帝ていや次期女帝を狙う彼らによる暗殺未み遂すいは、以前から何度も起きている。だから、桜教殿は特に警護を厳重にしていたのに」

　暁が顎あごに手を当てて考え込んだ。

「その警護をすり抜けて、白昼堂々桜教殿に賊が侵入した。それはつまり……」

　暁が考えている事はわかっていた。だからその言葉を引き継つぐ。

「……手引きした者が、この桜教殿にいるという事だ」

　状じよう況きようを見るとそれしか賊が侵入できる方法はなかった。暁も頷うなずいて、視線を鋭くした。

「しかも賊は三人いた。武官や下働きの使用人では、あの人数を目立たせず桜教殿に入れるのは無理だろう。桜教殿でそこそこの力を持つ者の協力があったはずだ」

「ああ、逃にげた賊はまだ捕まっていない。おそらくもうここにいないから見つからないんだ。つまり、協力者が賊を逃がしたという事だろう。そんな事ができるのは──花賢師だけだ」

　考えていた事を整理して伝えると、暁は驚いた様子もなく、ふっと笑えみを浮うかべた。

「俺もそう思う。だったらその協力者は俺かもしれないし、お前かもしれないな」

　挑ちよう戦せん的な目つきだった。しかしそんな挑発に乗るほど、愚おろかではない。

「……早急にそれが誰だれかを突つき止めないと。今度は怪我だけではすまなくなる」

　腕組みをして考えていると、暁がふいに目をそらした。

　そして何か言いたそうに口を開いては閉じる動作をする。

「何だ？」

「いや、別に」

　暁が背を向けようとした。その姿とさきほどの会話を思い出して、ある事に気づく。

「ああ、もしかして緋蝶の怪我の様子を聞きに来たのか？　ずっと姿も気配も消していたお前が、わざわざ私の前に出てくるなんておかしいと思った」

「違ちがう」

　答えが速くて驚くほどだ。その返事の速さが図星を指されたからだと想像がついた。

「橙幻がすぐ手当てして出血はもう止まったし、うまくいけば傷痕も残らないそうだ。二、三日休むよう言ったが、緋蝶は明日あしたからまた教えを授さずかると張り切っている。心配だったか？」

　暁が仏ぶつ頂ちよう面づらでこちらを睨にらんだ。

「心配なんてしてない」

「なるほど。そういう事にしておこう。……暁、儀ぎ式しきまでもう時間がない。緋蝶に政まつりごとの教育をしてやってくれ。このままだと緋蝶の命が危ない」

　暁に会えたら言おうと思っていた事だ。幸いな事に、暁はどうやら緋蝶を気にかけているようなので、説得を試みた。彼に向かって頭を下げる。

「お願いだ。あの子の生死は暁にかかっている。女帝制度に反対なのはわかっているが……」

　暁の事情もわかるので、聞き入れてもらうには時間がかかるだろうと思っていた。

　暁はしばらく考えていたが、やがてこちらに目を向けた。

「……教育はしてもいい」

　聞き間違えかと思わず耳を疑った。驚きすぎて言葉を失っていると、暁が話を続ける。

「母上に緋蝶の力になってと泣き落とされた。女しか皇位につけないのは納得できないが、母上の言う通り挑戦する機会ぐらい与あたえてやってもいい。……あいつは賊に襲われてるのに、必死で女によう房ぼうを庇かばってた。そのせいで腕を切られたのに、それでも女房を逃がそうとしていた」

　感心しているような顔付きだった。暁が話を続ける。

「なかなかいい度胸だった。その度胸に敬意を表して、儀式まで教育につきあってやってもいい。それで儀式を失敗するようなら雫花帝になる資格はないだろうし。それにあいつが雫花帝にならないと、竜神はこの国を去ると言っているようだ。それでは、また日照りが起こって民たみ達が苦しむ事になるだろう」

　ようやく暁がその気になってくれたようだ。もう一度頭を下げた。

「ありがとう。これで緋蝶が生き延びられる可能性が出てきた」

「お前がそんなに喜んでいる姿は久しぶりに見た。……初はつ恋こいに縛しばられすぎじゃないか？」

　ふいに暁が口にした言葉に、苑紫の顔がかっと熱くなった。

「何を言っている。私はそんな……」

「明日、緋蝶に蔵書室に来るよう言え」

　その話を知っているのは、もう数人だけだ。

　蒸むし返されて顔から火が出そうだ。

　苑紫が口止めをしようとしたが、暁はさっさとその場から去って行った。




　　　　[image: ]




　緋蝶は蔵書室の前で、大きく深呼吸した。

「今日こそはいらっしゃるのよね。暁様が教育すると言っていたと苑紫様が仰おつしやってたし」

　暁の気持ちにどんな変化があったのかわからないが、これでようやく政の教えを授かれる。

　気合いを入れつつ、大きく息を吸い込んだ。

「失礼します！」

　声をかけたが返事はなかった。どうしようかと思ったものの、そっと戸を開けてみる。

　中はしんと静まり返っていた。一歩足を踏ふみ入れて、中を見回す。

「まさか、今日もまたいらっしゃらないのかしら……」

　気が変わったのかもしれないと項うな垂だれたが、すぐに顔を上げる。

「ううん、教えを授けてやろうって気に一度はなってくれたんだから、また機会はあるはず。めげずに通おう。よし、今日もここで一人で勉強しよう」

　蔵書室に来れば、いろんな書物がある。政治についてはちんぷんかんぷんで、何を読めばいいのかもわからないので、苑紫や東雲に勧すすめてもらった本を読むようにしていた。

　おかげで紗和国の歴史や地理など、少しずつではあるが理解できるようになってきた。

「昨日読んでいた本は……」

　歴史書を手にすると、ふいに背後から声が聞こえた。

「それじゃなくて、こっちにしろ」

　慌あわてて振ふり向くと、暁が立っていた。彼は棚たなから本を一冊取り出した。

「儀式まであと半月ほどだ。歴史書なんかのんきに読んでいる暇ひまはないぞ。政についても、すべて把は握あくするなんて当然無理だ。付け焼き刃ばで乗り越こえるしかない」

「ええっと……それはつまり、儀式に向けて教えを授けてくださるという事ですよね？」

　いままで会う事すら難しかった暁が、目の前にいるのが何だか信じられなかった。

　暁は仕方なさそうに肩を竦める。

「やるからには、徹てつ底てい的にやるのが信条だ。俺が教えたのに、貴族どもの質問にしどろもどろで答えるなんてみっともない真似まねはさせない。寝ねる間を惜おしんで勉強しろよ」

（みっともないって、最初からちゃんと教えを授けてくれていたら、少しはましだったんじゃ……。いやいや、贅ぜい沢たくを言ってはいけないわ。やっとその気になってくれたんだもの）

　心の声をぐっと飲み込んで、大きく頷いた。

「死ぬ気でやります。どちらにしろ失敗したら、命はないので」

「いまの台詞せりふ忘れるなよ。俺は厳しいからな」

「はい、よろしくお願いします！」

　頭を下げると、暁が蔵書室の奥に向かって歩き出した。ついていくと奥にある戸を開く。

　そこは畳たたみの間になっていた。文ふ机づくえの前に座った暁の前に腰こしを下ろす。

「付け焼き刃って仰いましたよね。それって具体的にはどんな事をするんですか？」

「儀式に招待される貴族達はもう決まっている。お前に質問するのが誰なのかもな。それぞれ得意分野に基もとづいた質問をしてくるだろう。それを俺が予想したから、解答を丸暗記しろ」

　あっさりと言われて、思わず身を乗り出した。

「質問を予想するなんて、可能なんでしょうか？」

「ああ、質問する貴族どもは頭の固いご老人ばかりだ。そういう奴らは、話す事も聞く事も大体いつも一いつ緒しよだ。だが、聞かれる可能性がある質問と答えを書き出したら、けっこうあった。あと半月ほどで覚えるのは大変だが、それができないようじゃ花蕾東宮にはなれないぞ」

　暁が文机の上にあった紙束を差し出した。

「ここに予想される質問と解答をすべて書いておいた。これを暗記すれば、貴族達の質問は乗り越えられる。せいぜい頑がん張ばれよ。じゃあな」

　立ち上がろうとした暁を慌てて引き留めた。

「待ってください。もしかして、これで終わりですか!?」

「暗記するだけなんだから、俺はいなくてもいいだろう」

「確かに時間がないのでこれは暗記しますが、この質問に対する答えの意味を知りたいです。これだけ渡わたされても、解答はできるけど理解した事にはならないので」

「全部理解して覚えていたら、儀式までには間に合わないぞ」

「無理なのはわかっています。でも少しでも内容を理解したいんです」

　暁は大きなため息をついた。

「いいか、雫花帝は政治なんか理解していなくてもいい。竜りゆう神じんを紗和国に留とどめておく為ためのただの生け贄にえなんだから」

　あまりの言いように、思わず眉まゆ根ねを寄せた。

「どういう意味ですか？」

「言葉の通りだ。いまの雫花帝を見てみろ。女じよ帝ていだなんて祭り上げられたって、実際に政治に介かい入にゆうできない。そんな事をしたら官かん吏りどもが〝主上、煩わずらわしい事は我われらが致いたします〟って止めにかかる。女しか皇位につけないと言っても、結局政治を行うのは官吏である貴族達だ」

　暁の声には、強い憤いきどおりが感じられた。

「竜神が皇族の姫ひめの血筋にこだわるから、みんなに持ち上げられているだけだ。母上だって、周りから女の子が産めなかった、身体からだが弱くて公務に耐たえられないと陰かげ口ぐちを叩たたかれて、政で何かあれば責任だけ取らされて、いつも辛つらい思いをされている」

　声には、怒いかりとともに苦しさが混じっていた。視線はわずかに揺ゆれている。

（主上を心配しているんだわ。一人息子むすこなんだもの。当然だわ。もしかして、女帝制度に反対の立場をとっているっていうのは……）

「主上が責められるのを見ていられないから、女性しか皇位につけない事に反対なんですね」

　暁がはっとしたように、こちらを見み据すえた。

「……余計な事を話しすぎたな。とにかく女帝なんてただのお飾かざりで、政治なんて学んでも何にもならない。俺だって、帝みかどとしてふさわしいなら男だろうが女だろうが認めるつもりだ。しかしいまの大だい内だい裏りは、竜神が納なつ得とくする皇族の姫なら、誰だれでもいいから女帝として祭り上げようとしている。それが我が慢まんならないんだ」

　暁が大きく息をついた。

「いいか、無む駄だな事はするな。どれだけ勉強して雫花帝になっても、その能力は貴族達からすると邪じや魔まなだけだ。あいつらは自分達の思い通りになるお人形がほしいだけだからな」

　その言い方がどうにも納得できなかった。

「無駄かどうかは学んでから決めます。覚えるにしても意味を理解して覚えた方がやりやすいです。何も知らないままでは本当にただのお人形になってしまいます。だからお願いです！」

　頭を下げると、暁が仏ぶつ頂ちよう面づらになった。

「……怪け我がをしているだろう」

　小声だったが、しっかり聞き取った。それが賊ぞくに襲おそわれた時に切られた腕うでの事だと気づく。

　いままでの暁の言動を、頭の中で整理してみた。

「ああ、わかりました！　わたしの事も心配してくれてるんですね。だから、無理せず休みながらでも覚えられるように、紙に質問と解答を書いてくださったんでしょう。これだけ書き出すのはきっと大変だったと思います。お気き遣づかいありがとうございます」

　暁は腕組みをしたまま、わずかに目をそらした。

「違ちがう。お前に毎日来られたら迷めい惑わくだからだ」

（うん、むっちゃくちゃわかりにくいけど、わたしの事を心配してくれてるわ。橙幻様と月白様が仰ってたけど、面めん倒どう見みがいいんだわ。だったら……）

　にっこり笑えみを浮うかべた。こういう人は押して押して押しまくるに限る。

「でも毎日来ますよ。午前は東雲様と月白様から教えを授さずかるので、午後に参ります」

「待て待て、俺の話を聞いていたか？」

「はい。休みながら覚えられるよう紙に書き出してくださったのは感謝しますが、知識は知らないよりは知っている方がいいと思うんです。だから時間がある限り教えてください」

　ふいに表情を引き締しめた。そして改めて、畳に両手をついて頭を下げる。

「儀ぎ式しきを絶対に成功させたいんです。暁様だって、自分が教える以上はみっともない真似はさせないと仰おつしやってました。怪我はちゃんと治ち療りようしながら教えを授かるので、お願いします」

　顔を上げると、暁が呆あきれた顔をしていた。

「……なるほど。お前は月白と仲良くなれるはずだ。その前向きすぎて馬ば鹿かなんじゃないかと思うぐらいのところがそっくりだ」

「いまのは月白様ぐらい純じゆん粋すいだと褒ほめたんですか？　単純馬鹿だとけなしたんですか？」

　首を傾かしげると、暁が頭をかいた。

「もういい。お前には何を言っても無駄だ。お前が雫花帝としてふさわしくなれるかどうか見み極きわめてやる。その為にもお前に教育して儀式に挑ちよう戦せんする機会を与あたえてやろう。弱音を吐はくなよ」

　どうやら、やっとその気になってくれたようだ。一安心したが、すぐに気を引き締める。

　ようやく出発地点に立てたが、無事に最後まで走りきれるかは自分の努力にかかっていた。
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「ありがとうございました」

　東雲を前にした緋蝶は、両手を畳に置いて、ゆっくりと頭を下げた。

「ずいぶん礼れい儀ぎ作法が身につきました。これなら、儀式は何とかなりそうです」

　その言葉が嬉うれしかった。もう一度頭を下げると、東雲が何か思い出したようにはっとした。そして近くにあった棚たなから白い布ぬの袋ぶくろを取り出す。

「緋蝶、遅おそくなりましたが、屋や敷しきにあったあなたの荷物を持ってきてもらいました。どうぞ」

「わぁ、助かります。兄からもらった扇せん子すだけは手元に置いておきたかったんです」

　荷物を受け取って白い扇子を取り出した。広げると、ほととぎすと梅の花が描えがかれている。

「兄さんは絵が得意で、これも兄さんが描いたんです。これがあれば、また会えるような気がして、ずっと大切にしていました。本当にありがとうございました」

「いいんです。昨日父が様子を見に来たので、ついでに持って来てもらっただけですから」

「旦だん那な様が見えられたんですか？　ご挨あい拶さつしたかったです。お元気でしたか？」

　東雲の父を思い浮かべる。いつもにこにこしていて、優やさしい人だった。

　身寄りがなくて特技もない自分でも雇やとってくれて、屋敷に住まわせて働かせてくれた。

「元気そうでしたよ。桜教殿には入れないから、門のところで荷物を受け取っただけで、私もゆっくり話す暇ひまはなかったんですが。父も緋蝶が女帝候補になったと聞いて、とても喜んでいました。一族の再興の為にも緋蝶に気に入られて夫になるよう、こっそり耳打ちされました」

　東雲が苦く笑しようしている。夫になるという言葉を聞いて、つい顔が赤くなった。

（そうよね、東雲様も夫君候補の一人なんだわ。でも、東雲様と結けつ婚こんなんて……）

　想像してみただけで、息もできなくなるぐらい恥はずかしくなった。

（まてまて、わたし！　とりあえず、儀式が無事に終わるまでは、夫とか結婚とかそういうのは考えないようにしよう。儀式が無事にすまないと、夫どころか命もないんだし）

　何とか気持ちを落ちつかせて、東雲にそっと目をやる。彼は微笑ほほえんでいるが、目は何かを考えているように伏ふせられていた。そういえば、と思い出す。東雲達の家族は謀む反ほんの疑いで、島流しにあっていた。無実の証しよう拠こが出て都に戻もどるのを許されたが、東雲の父は出世の道を閉とざされていると聞いていた。だから東雲が夫君候補に選ばれた時、彼の父は大喜びだった。

（旦那様に、わたしに気に入られて夫君になるよう、こっそり耳打ちされたって言ってるけど、本当はけっこうきつく言われたのではないかしら。桜の宴うたげの時も、親しん戚せきの方々に必ず主上に気に入られるようにと言われてたし）

　彼の父親が謀反の罪を着せられたせいで、一族は肩かた身みの狭せまい思いをしているという。

　だからこそ、一族の期待は竜神に選ばれた東雲に向けられていた。

　桜の宴の時も親戚から𠮟しつ咤た激げき励れいされて、東雲は笑顔で応じていた。

　だが彼の瞳ひとみには、一族の期待という重圧にさらされているせいか苦しそうな色が窺うかがえた。

　こんな時に何も言えない自分が情けなかった。じっと見つめると、東雲が笑みを浮かべる。

「そんな心配そうな顔をしないでください。私は大だい丈じよう夫ぶです。まず儀式を成功させる事を考えないと。そういえば暁から教育を受けられるようになったと聞きましたが、本当ですか？」

　東雲は穏おだやかな表情だ。助けてもらってばかりで彼の為に何もできない自分が歯は痒がゆかった。

「……はい。数日前から午後は政まつりごとの勉強をしています」

　東雲が驚おどろいたような顔をしたので、首を傾げた。

「何か？」

「いえ……暁は女じよ帝てい制度に反対していて、教育を拒きよ否ひしていると聞いていたので」

「最初はそうでしたけど、いまは熱心に教えてくださいます。口は悪いし、態度もあまりよくないんですけど、案外いい人なんです」

「いい人？　暁がですか？」

「はい。わたしが儀式を無事に通過できるように、貴族の方達がしてくる質問をすべて予想して、その解答集まで作ってくださったんです。それにわたしが左腕を怪我しているので気遣ってもくれて。昨日なんて字を書こうとしたら、文ぶん鎮ちんをさりげなく持って紙に置いてくれたんです。腕をなるべく動かさなくてもいいように考えてくれたみたいで」

　左腕を上げるのもまだ痛むから、とても助かった。

「暁様はぶっきらぼうだけど本当は優しい人だと思います。何度も助けてもらっていますし」

　微笑むと、東雲が小さく頷うなずいた。

「そうですか。それはよかったです」

　話していると、背後にある戸ががらっと開いた。

「緋蝶、苑紫が昼食の用意ができたよって」

　顔を出したのは、月白だ。東雲が困ったような顔をした。

「行ぎよう儀ぎが悪いですよ。あなたほどの人が作法を無視するのは、反はん抗こう期だからですか？」

「子ども扱あつかいするなよな」

　月白が口を尖とがらせた。彼はいまではすっかりみんなと仲良くなっていた。

　もともと人なつっこいし裏表がないので、可愛かわいがられているようだ。

「今日の昼食はなんでしょうね。とっても楽しみだわ」

　苑紫が作る昼食をみんなで一いつ緒しよに食べるのは、日課になっていた。

「苑紫の作るご飯、美味おいしいよな。何であんなにうまいものが作れるんだろ」

　首を傾げた月白に、東雲が微笑んだ。

「苑紫は食事だけでなく、どんなに頑がん固こな汚よごれがついた着物でも綺き麗れいに洗せん濯たくできるし、彼の部屋は塵ちり一つないぐらい綺麗だそうです。兵ひよう部ぶ省しようでついたあだ名が家事の神様らしいです」

　強面こわもてでいつも厳しい表情をしている苑紫が、自室を掃そう除じしている姿を想像して、思わずぷっと吹ふき出した。同じく笑いを堪こらえている月白も、同じ想像をしているのだと察しがつく。

「笑ってないで先に裏庭に行っていてください。私は用をすませてから参りますので」

　月白と一緒に返事して広間をあとにした。歩いているとふと蔵書室がある建物が目に入る。

「暁様もいらっしゃればいいのに。美味しいご飯を食べられるしみんなと仲良くなれるのに」

　最近は毎日顔を合わせるので昼食にも誘さそっているが、なかなかいい返事がもらえない。

「俺も誘ってるんだけど、あいつ頑固だから一回行かないと決めたら、絶対に来ないんだよな。剣けん舞ぶの練習にも誘ってるんだけど、本番には出るから大丈夫って言うんだよ。あいつは剣術がうまいからそれでいいだろうけど、俺はみんなで練習したい。立ち位置とかわかりにくいし」

　月白はあまり剣術が得意ではないと言っていた。そんな彼からしたら、本番一発勝負の剣舞なんて、不安だらけだろう。足を止めてしばらく考え込んで、きびすを返した。

「先に行っててください。わたし、暁様を呼んできます」

「あ、俺も行く。二人がかりで連れて来よう。あいつは引きこもりがひどすぎる」

　幼なじみという月白は、それなりに暁の事を心配しているようだ。

　二人で頷き合って、蔵書室に足を向けた。







　緋蝶は失礼します、と声をかけて蔵書室の戸を開けた。

　奥の壁かべ際ぎわでは、暁が座り込んで本を読んでいる。

「何だ？　まだ教育の時間には早いだろう」

「昼食のお誘いに来たんです。一緒に食べましょう」

　暁がこちらに目をやって嫌いやな顔をしたが、気にせずに蔵書室に足を踏ふみ入れる。

　顔色を窺っていたら話が進まないと、にこやかに声をかけた。

「行きましょうよ。苑紫様の作ったお食事とても美味しいんです」

「俺は他人となれ合うつもりはない。さっさと出ていけ……うっ」

　暁が呻うめいたのは、戸から飛び込んできた月白が抱だき付いたからだ。

「月白！　いつも言っているだろう。急に飛びかかるな！」

「いいじゃないか。暁、一緒にご飯食べようよ。ねぇねぇねぇねぇ」

　耳元で何度もねぇを繰くり返す月白の顔を、暁が手で押し返した。

「うるさい。お前ら二人揃そろって来るなんて、迷めい惑わく以外のなにものでもないんだぞ。お前ら、前向きすぎて嫌みも通じないだろう」
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　そういえばと思い出す。暁に月白と似ていると言われた事を。

「嫌みは聞き流さないといけないですよね、月白様」

「そうそう、気にしたっていい事ないし。いやー俺達気が合うね。緋蝶」

　月白と笑い合っていると、暁が顔を引きつらせた。

「この超ちよう前向き人間どもめ」

　月白は暁が読んでいる本を取り上げて、右みぎ腕うでを摑つかんだ。

「そう。俺達、超前向き人間だから、嫌がったって恥はずかしがっているとしか思わないよ。お前みたいな引きこもりは強ごう引いんにでも外に連れ出さないと。さあ、行こう！」

　月白は、睨にらまれてもまったく気にした様子はなかった。

（すごい。わたしは前向きに何でも考えようって思ってるけど、月白様の前向きさは天然だわ）

　ぐいぐい引っぱっても、月白では背の高い暁を持ち上げるのはさすがに無理そうだ。

　ここは月白を見習おうと、暁の左腕を摑む。

「さ、行きましょう。ずっと蔵書室にいたら、かびが生えますよ。さあさあさあ」

　二人で引っぱると、暁がようやく重い腰こしを上げた。







「わぁ、珍めずらしい。暁が来た！」

　東あずま屋やで膳ぜんを並べていた橙幻が、目を丸くした。

　緋蝶は月白と一緒に暁の腕を摑んだまま、橙幻に近づく。座っていた東雲と、いつもの割かつ烹ぽう着ぎ姿で料理を運んでいた苑紫も驚おどろいているのか目を瞬またたかせている。

「……帰る」

　視線に耐たえられなかったのかきびすを返そうとした暁を、月白と一緒に腕を引いて止めた。

「ここまで来たんですから、一緒に食べましょう」

「そうそう。俺もうお腹なか空すいちゃったし」

　月白が東屋の椅い子すに暁を座らせた。隣となりに座っていた東雲が驚いた表情で口を開く。

「よく連れて来られましたね。暁が蔵書室以外にいるのを初めて見ました」

　苑紫が料理を運び終えたのか、割烹着を脱ぬいだ。

「暁は竜りゆう神じん様に選ばれたのが嫌で嫌で、その目立つ赤い目を人に見せたくなくて、滅めつ多たに蔵書室から出ないんだ」

　暁がじろりと苑紫を睨む。

「そうじゃない。面めん倒どうなだけだ」

「でも、わたしを探しに東雲様のお屋や敷しきに来られましたよね。苑紫様と一緒に」

　苑紫がああ、と頷いた。

「主上直々のご命令だったからだ。桜教殿に来て蔵書室以外でまともに暁と話したのは、緋蝶の怪け我がの事を私から聞き出そうとした時だけだな。よっぽど心配だったらしい」

「わぁ、わたしの事を心配してくださったんですね。ありがとうございます」

　頭を下げると、暁が仏ぶつ頂ちよう面づらになった。

「あれはたまたま散歩していたら苑紫に会ったから、聞いてみただけだ。おい、苑紫。いい加減な事を言うな。この超前向き人間は、都合のいいように解かい釈しやくするだろう」

　橙幻が声を上げて笑った。

「いいじゃないか。緋蝶の前向きさは、私は好きだよ。緋蝶は可愛かわいらしいし、素す直なおだし、応おう援えんしてあげたくなるよ。これで私の作ったあの斬ざん新しんな着物を着てくれたら、言う事ないのに」

　実は橙幻には、会うたびにあの丈たけが恐おそろしく短い、派手な色合いの着物を着てくれと言われていた。そのたびに何とか断るのだが、彼は諦あきらめる様子はなかった。

　暁が呆あきれたような表情で口を開いた。

「また常識外れな着物を作ったのか？　いい加減にしろよ。着せられる女がどれだけ迷惑か考えろ。それにお前は緋蝶だけじゃなくて、紗和国中の女を応援したいんだろう。お前は大学寮りようにいた時もそんな調子だった。寄宿舎で同室だった俺がどれだけ迷惑を被こうむったと思うんだ」

「そんな冷たい事言わないでくれよ、暁。私達は学友じゃないか。寝ね起おきをともにし、一緒に勉学に励はげんだ仲じゃないか」

「何が寝起きをともにしただ。お前は女のところに入り浸びたりで、ちっとも寄宿舎にはいなかった。俺がどれだけお前がいない事をごまかすのに苦労したか」

　暁と橙幻の話を聞いていて、目を丸くした。

「橙幻様は暁様と仲がいいんですね」

「そうなんだよ。暁はなんだかんだ言いつつ、いつも庇かばってくれるんだよね」

「わたしも暁様はいい人だと思います。不ふ機き嫌げんな顔ばかりせず、もっと笑えば誤解もされないと思うんですけど」

　橙幻の言葉に頷うなずくと、暁がむっとした表情で肩かたを竦すくめた。

「自分の意思とは関係なく、いきなり髪かみと目の色が変わったんだぞ。しかも竜神に花賢師として選ばれたからって、桜教殿に閉じ込められたんだ。不機嫌にもなるさ」

　暁がぶつぶつ言っていると、橙幻が身を乗り出す。

「せっかく外に出たんだから、剣けん舞ぶの練習にも出ておいで。毎日夕方練習しているから」

「俺は本番だけで大だい丈じよう夫ぶだ」

「暁は大丈夫でも、そうでない人もいるよ」

　橙幻の言葉に頷いたのは月白だった。月白は何も言わないが目で困っていると訴うつたえている。

　暁もさすがにそれに気づいたらしく、しばらく考え込んでから、ため息をついた。

「わかった、練習に出ればいいんだろう」

「ありがとう、暁！」

　月白が飛びかかったので、暁が勢いよく倒たおれ込む。それを見ていた橙幻が腹を抱かかえて笑った。

　苑紫と東雲は、その様子を呆れたような表情で見守っている。

（みんなが一いつ緒しよにいるのを初めて見たわ。やっと足並みが揃そろった気がする。儀ぎ式しきまで十日。教えを授さずかるのは大変だけど、このままみんなで力を合わせられたら何とかなるかもしれない）

　ここに来てから、初めて希望の光が見えた気がした。
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　薄うす暗ぐらい部屋で、部下の報告を聞いた男は眉まゆ根ねを寄せた。

「桜教殿に漆黒団が入り込んで、女じよ帝てい候補を狙ねらっただと？」

「はい。そのせいで、厳重だった桜教殿の警護が更さらに厳しくなりました。いまのままでは、桜教殿に入る事は不可能です」

　部下の黒くろ装しよう束ぞくには肩に唐から獅じ子しの刺し繡しゆうがある。自分の黒装束にも背中に大きな唐獅子の刺繡があった。これは漆黒団である証あかしだ。

　もともと男性が帝みかどになるのが常だった。だが竜神の意志により、それがねじまげられて女性しか帝になれなくなった。その歪ゆがんだ制度を正す為ために聖せい獣じゆうである唐獅子を背負ったのだ。

「誰だれが勝手に桜教殿に忍しのび込んだんだ。桜教殿はいま警護が厳しいから、様子を見ていたはずだ。指示があるまで、女帝候補には手を出すなとも言っておいたはず」

　漆黒団の中でも、剣術や武術に優すぐれた者達で構成されているのが、この実行部隊だ。

　ここでのし上がるのに、身分は必要ない。圧あつ倒とう的な強さだけがものを言う。

　その実行部隊の隊長は自分だ。桜教殿に忍び込めなどという命令は出していなかった。

「それが……忍び込んだ賊ぞくは確かに唐獅子の紋もん章しようがついた黒装束を着ていたそうですが、どうも我われ々われの仲間ではないようなのです」

　一いつ瞬しゆん眉まゆ根ねを寄せた。顎あごに手を当ててしばらく考え込み、くっと口元をつり上げる。

「面おも白しろい。我々とはまた違ちがう思おも惑わくで動いている者がいるようだ。桜教殿の警護は我々でも忍び込む事を躊ちゆう躇ちよするほど厳しい。だからいままで女帝候補に手を出せず、様子を見ていたんだ。だがそれをくぐり抜ぬけて賊が侵しん入にゆうしたという事は、誰かが桜教殿の中から手引きしたんだ」

　そんな事は桜教殿の中でも相応の地位にある者でなければ、できないだろう。

「桜教殿をしっかり見張っておけ。うまくいけば内部崩ほう壊かいを起こして、混乱するかもしれない。その時にきっと隙すきができるはずだ。そうなったら────」

　緋蝶の顔が頭に浮うかんだ。

「今度こそ、本物の我々漆黒団が女帝候補をお迎むかえに上がるとしよう」

　彼女に会える日が楽しみでならないと、男はほくそ笑えんだ。
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　政まつりごとの教育は、暁あかつきが何を話しているのかを理解するのも難しかった。緋ひ蝶ちようは暁の口元をじっと見つめて、彼が発する言葉の一つでも聞き逃のがすまいと耳をそばだてる。

「儀式で聞かれると予想される質問は、大きく分けて四つ。大だい内だい裏りでの官位について。都と地方の関かかわりについて。国民達からの税について。国を守る兵ひよう部ぶ省しようと他国との関係についてだ。どれも質問する貴族達の専門分野だ」

　暁が文ふ机づくえに置いた紙を、閉じた扇せん子すで示す。

「お前はまだ花か蕾らい東とう宮ぐうでもないから、そこまで突つっ込んだ事は聞かれないと思う。だがもし内心で女帝制度に反対している奴やつがいたら、わざとわかりにくい質問をしてくる恐れがある」

　暁が扇子で机をトントンと叩たたいた。

「これはそれも考えた上での予想と解答集だ。儀式まであと五日。死ぬ気で覚えろよ。俺がこれだけやったんだから、覚えられないって事はお前の頭がすかすかだって事だからな」

　馬ば鹿かにしたような顔付きと厳しい言葉だった。しかしその表情の裏には、儀式を無事に通過させてやろうという暁の気持ちがこもっている気がした。

「はい、すかすかじゃないって証明しますね」

　にっこり笑うと、暁が眉根を寄せる。

「……お前には嫌いやみも通じないようだな。何だ、その嬉うれしそうな顔は」

「だって本当に嬉しいんです。面と向かって教えを授けてくださるので。質問も解答もわかりやすく書いてあるので、もう半分以上は覚えられました。儀式まであと五日ですが、何とか残りも覚えられるよう頑がん張ばります。これでも記き憶おく力はいい方なんですよ。下働きをしていた時も食器を置く場所一つでも間違えたら、ご飯抜きにされるから必死で覚えたんです」

　不知火しらぬいに目の敵かたきにされていたので、嫌がらせもずいぶんされた。彼女を刺し激げきしないよう、仕事を完かん璧ぺきにやり遂とげるのが、あの屋や敷しきで生き抜くコツだった。暁が再び眉根を寄せる。

「……そういえば、最初に会った時、酒をこぼしてずいぶん怒おこられてたな」

「あれはこぼしたわたしが悪いんで、怒られても仕方ないです。でもあのままだったら、一年はただ働きして弁べん償しようしないといけないところでした。本当にありがとうございました」

　頭を下げると、暁がさっと目をそらした。

「別に。あの時の女の甲かん高だかい怒ど鳴なり声がうるさかったから、黙だまらせたかっただけだ」

　ぶっきらぼうな言い方も、慣れてくると彼らしく感じて何だか微笑ほほえましい気分にすらなる。

「……お前も苦労しているな」

「え？　暁様、何か言いました？」

　首を傾かしげると、暁がこちらを向いて息をついた。

「何でもない。そろそろ剣舞の練習の時間だから行かないと。お前は部屋に戻もどって、残りの質問と解答を暗記しておけ。いいか、教育を受けて女帝としてふさわしくなれたら、お前が雫しず花か帝ていになるのを認めるか考えてやってもいいが、儀式で失敗するようでは話にならんぞ。そうなったらさっさと追い出してやるから覚かく悟ごしておけ」

　人差し指を突きつけられたが、暁の目を見て大きく頷いた。

「精いっぱい努力します。ですから、儀式までよろしくお願い……」

　話している途と中ちゆうで、突とつ然ぜん戸が開いた。蔵書室に入ってきたのは、数人の見慣れない武官だ。

　みんな殺気立っているのが一目でわかった。暁がじろりと睨にらみつける。

「何事だ。教育中だぞ」

　低い声は迫はく力りよくがあったが、武官達はびくともしなかった。

「暁様、一緒においで頂きます」

「母上がお呼びなのか？」

　暁が立ち上がると、武官が一歩進み出た。

「大おお蔵くら省しようの少しよう丞じよう、冷れい兼けん殿どのをご存じですね」

「ああ、知っている……というほどでもないが、顔ぐらいはわかる」

　暁から教えてもらった事を思い出す。

（大蔵省は国や大内裏の財源を司つかさどるところよね。少丞ってちょうど真ん中ぐらいの位だわ）

　詳くわしい仕事の内容まではまだ覚えられていないが、そこそこの地位だと察しがついた。

「冷兼殿が昨日、大蔵省の金子を着服した罪で捕とらえられました」

　どうやら公金を横領したという事らしい。わけがわからなくて、成り行きを見守った。

「それがどうした？　大蔵省は金を扱あつかうところだ。人は大金を前にすると、我を失う事もある。だから大蔵省の官かん吏りになる為には、厳しい審しん査さがあるはずだ。横領するような奴を大蔵省の官吏にするなんて、馬鹿だな」

　暁が鼻で笑うと、武官が嫌な笑みを浮かべた。

「ええ、冷兼殿が大蔵省に入ったのは、二年前です。そして一年ほど前から公金を横領していたようです。それが発覚して捕つかまったあと、彼はこう話したんです。大蔵省に入るのに、ある方に特別に口くち添ぞえしてもらったと。その方は、皇子である暁様だと」

　暁の表情は変わらなかったが、目つきが鋭するどくなった。

「つまり、皇子である俺が地位を利用して人事に不正に口を出し、大蔵省に入れたと？」

「さすが暁様。飲み込みがお早いようで。しかも冷兼殿はあなたの指示で、横領した金を漆しつ黒こく団だんを名乗る男に渡わたしたと話しています。あなたに大蔵省に入る口添えをしてもらったので、逆らえなかったと。────何か言いたい事は？」

「そんな事はしてない、と言っても信じないだろう。俺を捕まえる気満々じゃないか」

　武官は腰こしの刀に手を当てていた。それを見た暁は、ちらっとこちらに視線を送る。

「……こんな狭せまいところで立ち回られたら迷めい惑わくだ。話は聞くからとりあえず出るぞ」

　武官達が暁を囲んだのを見て、思わず身を乗り出す。

「暁様！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。お前は部屋に戻ってろ。すぐに俺も帰ってくる」

　暁はそう言い残し、武官達と一緒に部屋を出ていった。
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「暁は、牢ろうに入れられたようだ」

　苑えん紫しの言葉に、緋蝶は目を見張った。蔵書室にやってきた武官達に、暁が連行されたのは夕方の事だ。夜になって事情を説明しに苑紫が部屋を訪ねて来た。

「暁が皇子の地位を利用して、人事に不正に関かん与よしたという容疑のようだ。もしそれが本当なら、いくら暁でも許されないだろう。主上は特権を使って汚お職しよくをした者達を嫌きらい、断罪されてきた。もし暁がそんな不正を行ったのなら、息子むすこだからこそ特に厳しい罰ばつを与あたえなければと仰おつしやっておいでのようだ」

「そんな……！　暁様がそんな事をするはずないです」

　勢いあまって、目の前に座った苑紫に向かって腰を浮かせた。

「だが、暁が冷兼殿を大蔵省の少丞に取り立てると書いた念書がある。筆ひつ跡せきは暁のものだが、正直なところそれは他人でも真似まねできる。だからそれだけなら証しよう拠ことして不十分だが……」

　苑紫は話すのをためらっているようだ。

「続けてください。暁様が連れて行かれてからずっと心配していたんです。まずは、事情を詳しく知らないと、どうしていいかがわからなくて」

　頼たのみ込むと、苑紫が仕方なさそうに口を開いた。

「これは事件の証拠に関する事なので、他言しないでくれ。冷兼殿は、暁から必ず官吏に取り立てるという約束の証あかしとして、小刀をもらったらしい。それは暁が生まれた時の祝いにと貴族からもらった物で、柄つかに大きな瑪め瑙のうが埋うめ込まれている珍めずらしい品だ。同じ物は二つとないそうで、それを冷兼が持っているという事が決定的な証拠となったようだ」

　その言葉に愕がく然ぜんとした。暁を信じる気持ちには変わりないが、こんなに動かぬ証拠が出てしまうと、どうしていいかわからなくなる。

（落ちついて。暁様を助ける為ためにも、もっとよく事情を聞かないと）

「苑紫様、武官の方が、冷兼様が暁様の指示で大蔵省から横領したお金を、漆黒団を名乗る男に渡したと仰ってました。本当ですか？」

「そんな事まで話したのか？　あいつら、緋蝶に余計な事を……」

　苑紫が目を伏ふせて小さく舌打ちした。だがすぐに気を取り直したように、顔を上げる。

「聞いたなら仕方ない。冷兼殿は横領した金をどうしたのか問い詰つめられて、そう白状したようだ。暁は女じよ帝てい制度に反対していて、同じ志を持つ漆黒団に便べん宜ぎを図はかっていたとな」

　話を聞いて、いままでの暁の事を思い出す。

「……暁様はそんな事はしていません。最初は確かに女帝制度には反対だと言って、会ってももらえませんでした。でも最近は儀ぎ式しきがうまくいくようにと、熱心に政まつりごとについて教えてくださっていました。暁様は口は悪いけど、心根は悪くないと思います」

　武官が蔵書室に入ってきた時の事が頭に浮うかんだ。

「捕まった時だって、こんな狭いところで立ち回られたら迷惑だって言って、ちらっとわたしの方を見たんです。あれって、わたしが巻き込まれないよう気き遣づかってくれたんだと思います。だから本当は思いやりのある人なんだと思います。ただ不器用でそれを表に出せないだけで」

　苑紫が話を聞いて、ゆっくりと息をついた。

「暁を信じたい気持ちはわかるが、私の意見は少し違ちがう」

　驚おどろいて苑紫を見つめると、彼は腕組みして目を瞑つぶった。

「私は桜おう教きよう殿でんの守りを司る武官だ。何か起こった時には、常に公平な目で物事を見るようにしている。暁が不正を行った証拠は出そろっている。証拠だけを見れば、暁は間違いなく不正に荷か担たんしているだろう」

「そんな……！　苑紫様のお立場では、確かにそういう意見になるのかもしれませんが……」

　唇くちびるを嚙かみしめた。暁が無実だと証明する為にはどうすればいいか頭を巡めぐらせる。

「苑紫様、暁様とお話がしたいんですが」

　思い切って声を上げると、苑紫が目を開けた。

「暁は牢だ。容疑がかかっている間は、会わせるわけにはいかない。緋蝶、私がもっと詳しく調べるから、大人しく待っててくれ」

　苑紫はそう言い置いて、腰を上げた。

　戸を開けて出ていく彼を見送って、こんな時に何もできない自分が歯は痒がゆかった。
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　昨夜ゆうべは一いつ睡すいもできなかった。緋蝶は布ふ団とんに入ったまま、明るくなってきた部屋を見回した。

　もうそろそろ茜が起こしに来る時間だ。重い身体からだを起こして、身み支じ度たくをする。

（やっぱり暁様と話をしたいわ）

　苑紫には止められたが、何とか彼に会う方法はないか考えていると戸の向こうから声がした。

「失礼致いたします。緋蝶様。主上がお呼びです」

　男の声だった。戸を開けると、武官が二人廊ろう下かに立っている。

　思わず身構えると、武官が表情一つ変えずに、口を開いた。

「主上のところへご案内します」

　何事かと思ったものの、雫花帝が呼んでいるというなら、行かないわけにもいかない。

　促うながされて廊下に出ると、庭の方から誰だれかが駆かけ寄ってくる。

「緋蝶！」

　見ると東雲しののめだった。彼が慌あわてている姿は珍しい。東雲は武官に目をやって、眉まゆ根ねを寄せた。

「緋蝶をどこへ？」

「主上のご命令で、大だい内だい裏りの清せい涼りよう殿でんへご案内します」

　東雲はさっと顔色を変えた。

「私も行きます。私は桜教殿の花か賢けん師しです。付き添そいをさせてください。主上には、私が直接話して許可をもらいますので」

　武官達が顔を見合わせた。東雲が意志の強い目で睨にらみつけると、仕方なさそうに頷うなずく。

「では、どうぞ」

　武官達のあとに続いて、東雲と並んで歩き始めた。







　山やま吹ぶきの部屋に入った緋蝶は御み簾すの前に正座した。東雲が斜ななめ後ろに座り二人で頭を下げる。

「いらっしゃい、緋蝶。今日は内々の話です。人ひと払ばらいしてあるので、直接話をしましょう、……そこにいるのは東雲かしら。あなたを呼んだ覚えはないけれど」

　御簾の向こうから、やや戸と惑まどいがちな山吹の声がした。東雲が頭を上げる。

「恐おそれながら、花賢師として女帝候補の付き添いで参りました。どうかお許しください」

　東雲が礼れい儀ぎ正ただしく再び頭を下げると、御簾の中から声がする。

「まあ、いいでしょう。……緋蝶、暁の話は聞いているわね？」

　いつもおっとりとした声なのに、今日は厳しさが垣かい間ま見みえた。緊きん張ちようしつつ頷く。

「はい、ですが暁様が地位を利用して不正を働くなんて信じられません。暁様はそういう事をもっとも嫌われると思います。しかも横領させて漆黒団にお金を渡すよう命じたなんて……」

「わたくしもそう思っているわ。でも、証拠が揃そろっているの。いま苑紫が調べているから、報告を待つしかないわ。それよりも、まずい事が起きているの」

　山吹の声はいつになく真しん剣けんに響ひびいた。

「まずい事と仰いますと？」

「花賢師は桜教殿に所属する官かん吏りという地位になるの。その花賢師である暁が罪をおかしたのなら、それは桜教殿の主あるじである緋蝶の責任でもあると訴うつたえる貴族達が出てきて」

　思わず息を吞のんだ。山吹が話を続ける。

「花賢師の不正を見み逃のがした緋蝶の罪も問わなければ、という声が上がっているの。漆黒団ではなくても、内心で女帝制度に反対している貴族達もいるわ。男性が上位に立たなければという意識を持つ人達がね。今回の事は彼らが声を上げる絶好の機会になってしまったわ」

「主上、わたしが責任をとるというのは、具体的にはどういう事になるんですか？」

「女帝候補から降りる事になるわ。それはつまり……」

　山吹の言葉はそこで止まった。その先は想像がついた。

「女帝候補から降りるなら、わたしは庶しよ民みんなのに竜りゆう神じん様の姿を見た無礼を働いたという罪で、処しよ刑けいになるという事ですか？」

「そういう事よ。そして世よ継つぎがいなくなるから、竜神様は二度と雨を降らせてくれなくなる。もしそんな事になったら……」

　この国に住む人達が、飢うえと渇かわきで死に絶え国が滅ほろぶという未来が頭に浮かんだ。

　あまりの事に血の気が引いて倒たおれそうだ。

　くずおれそうになる身体を何とか支えようとしていると、ふいに背後から声が聞こえた。

「お話し中、失礼します。貴族達の訴えはあまりに的外れです」

　はっきりとそう告げたのは、斜め後ろにいる東雲だ。

　礼れい儀ぎ作法に詳くわしい彼なら、こんな時に付き添いで来た花賢師が発言をするのが、どれだけ不作法かわかっているはずだ。それでも口を開いたのは、きっと彼なりに理由があるのだろう。

　そっと見やると、凜り々りしい顔付きの東雲が、まっすぐに御簾を見つめていた。

「便べん宜ぎ上じよう、緋蝶は桜教殿の主となっていますが、それはあくまで仮です。儀式が終わって、花蕾東宮という位を得てから、正式な桜教殿の主となるのです。それなのに花賢師がおかした罪で、彼女が責任をとるのは納なつ得とくがいきません」

　東雲は膝ひざでにじり寄って、隣となりまで来る。そして更さらに口を開いた。

「それに冷兼様が大おお蔵くら省しように入ったのは二年前だと伺うかがいました。暁がまだ花賢師として髪かみや目の色が変わる前です。もちろん、緋蝶は自分が女帝候補だと知るずっと以前でした。花賢師になる前に暁がおかした罪で緋蝶が責任をとるというのは、あまりに的外れです」

　東雲は背筋をまっすぐに伸のばし、山吹相手に堂々と言葉を発した。

「女帝制度に反対する貴族達が無む理り矢や理り理由をこじつけて、緋蝶を女帝候補から引きずり下ろそうとしているのです。そんな者達の言う事には、耳を貸さないでください。お願いします」

　東雲が深々と頭を下げた。東雲に倣ならって頭を下げると、しばらくの沈ちん黙もくが流れた。

「東雲、今回緋蝶を呼んだのは、罰ばつを与あたえる為ではなくて、どうみんなが納得する形で緋蝶に罪はないと公表すればいいか話しあう為だったの。あなたの理路整然とした反論はとてもわかりやすくてよかったわ。いまの意見ならみな納得するでしょう」

　山吹の言葉に、思わず東雲と顔を見合わせた。

（わたし一人だったら、貴族達を納得させる反論は思いつかなかったわ。東雲様に一いつ緒しよに来てもらってよかった。ありがとうございます……！）

　下働きをしていた頃ころから、彼には何度も助けてもらっていた。東雲は頼たよりがいがあって優やさしくて、誰よりも信しん頼らいできる人だ。一度息を吸い込んで、御簾を見つめる。

「主上、わたしの事まで考えてくださってありがとうございます。……でも、そもそも暁様が不正をするなんて、どうしても信じられません」

「わたくしも暁の無実を信じているわ。でも亡なくなった夫は不正にとても厳しい人で、何事も特例を作らずに断罪してきたの。息子むすこだからといって、特別扱あつかいはできないわ」

　声が弱々しかった。山吹の苦く悩のうが手に取るようにわかる。それを聞いてある決心をした。

「わたしに、事件を調べさせてください」

　東雲が驚いたようにこちらに目をやった。

「何を言っているんです。緋蝶」

「大変な事だとはわかっています。でも暁様はわたしが教育を受けて女じよ帝ていとしてふさわしくなれたら、雫花帝になるのを認めるか考えてやってもいいと仰おつしやっていたんです。それに暁様から教えを授さずかっていて、あの方は女帝制度に何が何でも反対というわけではないと気づきました。それなのに漆黒団にお金を渡わたしたりなんてしないと思います。何より……」

　暁のいままでの言動を思い起こして、考えを整理した。

「暁様は主上が一番大事なんです。ぶっきらぼうだけど、大事な人を思う優しくて純じゆん粋すいな気持ちが強い人です。だから主上が苦しむのをわかっていて、不正なんてしないはずです」

　考えを伝えると、しばらくしてから御簾の中から静かな声がした。

「……わたくしもそう思います。暁の事を信じてくれて、ありがとう」

　雫花帝ではなく、母としての言葉だろう。山吹が話を続ける。

「気持ちはとてもよくわかったわ。だけど、あなたには儀ぎ式しきがあります。教育を受ける時間は限られているし……」

「もちろん、いままで通り花賢師様達から教えは授かります。ですが暁様からも教えを請こわないと、儀式で質問されても答えられるか自信がないんです。その為ためにも、暁様が無実だと証明しなければなりません」

　そう口にしてから、心の中で呟つぶやく。

（暁様が作った解答集があれば、儀式は何とか乗り切れるかもしれない。でも紙に書いた質問と答えを覚えるだけで、雫花帝になれるはずがないわ。もっともっと暁様にいろんな事を教えてもらいたい。何より、暁様が不正なんてするはずがないもの！）

　その気持ちが常にない勇気をもたらした。

「お願いします。儀式には影えい響きようがないようにするので、暁様の事を調べる機会をください。暁様に直接会って、話を聞きたいんです」

　頭を下げると、考え込んでいるのかしばらく山吹は無言だった。

「……いいでしょう。暁に会う事は許可します。ただし、会う時は苑紫を伴ともなう事。それと、事件の調査はしてもいいけれど、桜教殿から出る事は許しません。そして調査をする際は、必ず花賢師の誰だれかと行動をともにしてちょうだい」

　山吹の言葉に思わず顔を上げた。

「ありがとうございます！」

　再び頭を下げながら、暁の無実を何とか証明しようと、心の中で決めていた。







　桜教殿に戻もどって自室の前まで来た緋蝶は、送ってくれた東雲に頭を下げた。

「東雲様のおかげで助かりました。わたし一人で行っていたら、きっとうまく反論する言葉を見付けられなかったと思います」

　東雲が山吹相手に臆おくせず、自分を庇かばってくれた姿が目に焼き付いている。

「東雲様には助けてもらってばかりで、本当に感謝しています。ありがとうございました」

　東雲がゆっくりと微笑ほほえむ。

「私は当たり前の事を言ったまでです。それより本当に暁の事件を調べる気なんですか？」

「はい。桜教殿から出られないので、できる事は限られると思います。でも暁様の無実を信じているので、できるだけの事はしたいんです」

　東雲が何かを考え込むように目を伏ふせた。

　そして何か言おうとして戸と惑まどうように口を噤つぐむ動作を繰くり返す。それを見て、首を傾かしげた。

「どうかなさいましたか？」

「いや、その……言いにくいんですが、緋蝶は暁が熱心に教育をしてくれるようになったから、彼が女帝制度に完全に反対ではないと信じているんでしょう？」

「はい。もし不正を働いて漆黒団にお金を横流しするくらい女帝制度に反対なら、そもそも教えを授けてはくれなかったと思うんです」

　東雲がやや目を伏せて、小さく息をついた。

「どうしたんですか？　何か言いたい事があるなら、はっきり言ってください」

　思わず問いかけると、東雲は大きく深呼吸してから、顔を上げた。

「こんな事は言いたくないですが……あれだけ拒きよ絶ぜつしていたのに、急に教育をし始めたのが緋蝶を信用させる為の罠わなだったらどうします？」

　思いもよらない言葉に、思わず動どう揺ようした。しかしすぐに息を吸い込む。

「そんなはずありません。前に漆黒団に襲おそわれた時に、暁様は助けてくださったんですよ」

「それもやはり緋蝶を信用させる為だったとしたら？　暁自身が賊ぞくを手引きして、彼らから救ってみせて、信用させて何かする気だったとしたら？」

　東雲がそんな事を言うなんて信じられなくて、息を吞のんだ。

「もちろん、そんな事はないと私も信じています。暁はそんな人ではありません。しかしあらゆる可能性を考えなければ。暁が賊から助けてくれたからって、彼のすべてを信じるのは危険だと私は思います。緋蝶はとても素す直なおで優しい子です。だから余計心配なんです」

　東雲は屋や敷しきにいた頃から心配してくれて、面めん倒どうを見てくれていた。

　だから彼の言葉は本音だと理解できる。東雲が渋しぶい顔で、口を開いた。

「私は緋蝶が大事なんです。心配もしています。昔からずっと────」

　東雲の手がそっと肩かたに置かれた。

「だから、いろんな方面から物事を見られる人になってください」

　苑紫に言われた言葉をふと思い出す。〝暁が不正を行った証しよう拠こは出そろっている〟と。

　暁を信じたいと心は叫さけんでいるが、東雲の言う通り、冷静に物事を見る目も必要かもしれない。俯うつむき加減で考えていると、東雲がそっと肩を叩たたいて、廊ろう下かを歩いて行った。







　東雲を見送った緋蝶は、部屋に入ろうと戸に手をかけたものの、そのまま動けなくなった。

「東雲様がわたしを心配してくださっている気持ちはよくわかるわ。東雲様の言う事だって、正しいってわかっている。でも……」

　頭の中はぐちゃぐちゃだ。暁を信じたい気持ちはもちろんあるが、東雲の言う事も理解できる。どうしたらいいか考えていると、ふいに声をかけられた。

「緋蝶！」

　振ふり向くと、月つき白しろが廊下を駆かけてくるところだった。

「暁が捕つかまったって本当!?」

　息を切らせながら、目の前に来た月白に頷うなずいた。

「はい。教えを授かっている時に、武官に連れて行かれて……」

　月白に事情を話した。話を聞き終わって、月白が眉まゆ根ねを寄せる。

「暁が大おお蔵くら省しようのお金を横領させて漆黒団に渡したって？　あいつがそんな事をするはずないよ。だってそういう曲がった事が大だい嫌きらいなんだ。それにああ見えて短気で単純だから、万が一女帝制度に反対して何かするとしても、お金を横領させるなんて面めん倒どう臭くさい事はしないと思う」

　月白は大きく息をついて、こちらに目を向けた。

「何より、あいつは不正して何食わぬ顔で桜教殿で教育するなんて器用な事はできないよ。それに緋蝶の事を気に入ってると思う。そうじゃなかったら、教育には関かかわらないはずだし」

「わたしも暁様が犯人だとは思えないんです。でも……」

　東雲の言葉が耳にこびりついて離はなれなかった。

（暁様は賊に襲われた時も助けてくれたし、儀式を無事に終えられるように、教えを授けてくださった。でも、それがわたしを信用させる為だったとしたら……）

　何が正しくて何が噓うそなのかわからなくなった。頭かぶりをふって、顔を上げる。

「一度部屋に戻って考えてみます。暁様への面会を苑紫様にお願いしてあるので、もうすぐ迎むかえに来られると思いますし」

「暁に会うなら俺も一いつ緒しよに行きたい」

　胸に手を当てた月白を見て、頷いた。

「月白様が一緒の方が暁様も話しやすいかもしれません。苑紫様に一緒に行ってもいいか頼たのんでみましょう。では、部屋で一緒に待ちましょう」

　戸を開けて二人で部屋に入ると、途と端たんに月白がびくっと震ふるえて真っ青になる。

「ああっ、ぞわぞわするっ。嫌いやな予感！」

「月白様、右みぎ隣どなりです！」

　棚たなの陰かげに誰かがいた。しかしその姿は月白には見えないとすぐに察して、声を上げる。

　飛ぶような勢いで、月白が左に大きく一歩移動した。

「何が嫌な予感だ。神を敬え」

　棚の陰に隠かくれるようにしていたのは、子どもの姿の竜りゆう神じんだ。

　竜神は部屋の隅すみに逃にげて目をきょろきょろさせている月白を見て、ため息をつく。

「月白、緋蝶とばかりいないで、たまには僕とも遊ぶぞ」

「遊ぶと言いつつ、月白様をいじめる気でしょう。……すみませんが、いまは竜神様と遊んでいる暇ひまはないんです。大変な事が起こっていて……」

「大変な事？　ああ、暁が不正をおかした罪で捕まった事か？」

「ご存じなんですか？」

　驚おどろいて見つめると、竜神がふふんと笑った。

「僕を誰だと思っている。神はすべてお見通しだ」

　その言葉を聞いて、ふとある事を思いついた。

「お見通しって事は、もしかして事件のすべてもわかってるんですか？　だったら暁様が本当に罪をおかしたのかどうかも、わかったりしますか？」

　まさかと思いつつ口にすると、竜神が得意げに胸を張った。

「暁が罪人かそうでないか、もちろんわかっているぞ。神だからな。でもお前には教えない」

　そっけない返事に、思わず目を見開いた。

「どうしてですか？　教えてください。お願いします！」

　竜神の目が、ふいに鋭するどくなった。

『────私は神だ。人間のもめ事には関わらぬ』

　竜神の声が、見た目の子どもの姿とはほど遠い、凜りんとした低いものに変わった。

　そして子どもの姿が歪ゆがんだように見えたと思ったら、一いつ瞬しゆんで大きな竜が現れた。

　驚いていると、月白が辺りをきょろきょろする。

「あれ。急に竜神様の声が聞こえなくなった。緋蝶、竜神様はいなくなったのか？」

　姿は見えずとも声は聞こえるはずなのに、月白が慌あわてふためいている。

『月白にはいまだけ声が聞こえないようにしている。これはお前だけに話すべき事だからな』

　とぐろを巻いた竜神の姿に畏い敬けいの念を抱いだきつつも、勇気を振り絞しぼって声を上げた。

「どうして真相をご存じなのに、教えて頂けないんですか？　わたしは暁様は無実だと思っていましたが、よくわからなくなってしまって……」

『よく聞け、緋蝶よ。この桜教殿は、次期女じよ帝ていが統治する、最初の場だ』

　竜神は静かな声で、じっとこちらを見つめた。

『桜教殿に集められた男子は、この国の為ために選ばれた未来の官かん吏りや武官達だ。彼らが力をあわせれば、紗さ和わ国こくを安あん寧ねいへと導ける。そして彼らを守り、とりまとめるのが女帝の仕事だ。それができないようなら、国をとりまとめて平安をもたらすなどできるはずがない』

　頭を木き槌づちで殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。

　目を見開いていると、竜神が話を続ける。

『お前が求める答えを確かに知っている。しかし桜教殿で起こった問題は、次期女帝が解決しなければならない。ここで起こった事すべてに、お前は責任を持たねばならないのだ。……お前の力で彼らを守ってみろ、緋蝶』

　竜神がにやりと笑ったように見えた。

『自分で見たもの、感じた事を信じて行動しろ。冷静に物事を見み極きわめられる人間になれ。桜教殿で起こった事件が解決できないようなら儀ぎ式しきするまでもない。お前は雫花帝として失格だ』

　室内なのに、風が強く吹ふいた。思わず目を瞑つぶって再び開けると竜神の姿はなくなっていた。

〝彼らを守ってみろ〟そう言った竜神の声が耳について離れなかった。
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　桜教殿の母おも屋やの北には、漆しつ喰くいの壁かべに囲まれた小さな建物があった。緋蝶はその建物がなんなのか前々から気になっていたものの、みんなに聞いてもはぐらかされていた。

　苑紫に連れられて来て、初めてそこが罪人を入れる牢ろうだと知った。

　月白も一緒に来たいと頼んだが、苑紫に山吹が面会を許可したのは緋蝶だけだと断られた。

　月白は不満げだったが仕方なく諦あきらめたので、苑紫と二人でここまで来たのだ。

「ここは桜教殿で何かあった場合、大だい内だい裏りの武官が来るまで犯人を一時的に置いておく場所として使われる。暁は花賢師なので、真相が判明するまでは大内裏ではなく、ここで身み柄がらを拘こう束そくする事になった。ここは女性が入るようなところではないのだが……」

　苑紫は一歩踏ふみ出すのを躊ちゆう躇ちよしているようだった。

「暁様と話をさせてください。お願いします」

　苑紫が仕方なさそうに頷いた。苑紫に続いて、頑がん丈じようそうな鉄の戸を開いて、中に入る。

　建物の中は暗くて、ろうそくの明かりでどうにか廊下が見える状態だ。

　入り口には見張りなのか武官が二人立っていて、彼らは苑紫を見るとすぐさま頭を下げる。

　苑紫に続いて奥まで歩くと、彼が立ち止まる。右手に顔を向けたのでそちらを見ると、そこが牢のようだ。木き枠わく越ごしに壁にもたれて目を瞑っている暁が見えた。

「暁様！」

　思わず声を上げると、彼が目を開いた。そして眉根を寄せる。

「苑紫、どうしてこいつを連れて来たんだ」

「主上のご命令だ」

　暁は迷めい惑わくそうな顔を隠しもしなかった。苑紫がこちらを見て一度頷いてから廊ろう下かを戻もどっていく。二人だけで話をさせてほしいと頼んでおいたのだ。苑紫は渋しぶったが、何とか許可を得た。

「暁様、念の為に伺うかがいます。不正なんてしていませんよね？」

　信じたいと心が叫さけんでいるが、やはり彼の口からはっきり真実を聞かなければならない。

　暁は顔を上げて、皮肉げに笑う。

「さあな。疑いたいなら、疑えばいいだろう。状じよう況きようだけ見ると、俺は確かにあやしい」

（確かに証しよう拠こは揃そろっているし、状況は暁様が犯人だと示している。……でも本当に？）

　暁はぶっきらぼうだが、相手を思いやる気持ちを持っていると思う。東雲の屋や敷しきでは女帝候補だと知らなかったはずなのに助けてくれた。桜教殿に来てからも賊ぞくを追い払はらってくれた。

　最初は会う事すら難しかったが、いまは教えを授さずかる時間になると必ず蔵書室にいてくれるし、剣けん舞ぶの練習にも出てきている。ここ数日は、苑紫の作った料理をみんなで食べる昼食会にも、ぶつぶつ言いながら顔を出していた。彼なりに、みんなに歩み寄ろうとしていたと思う。

　ふと竜神に言われた言葉が頭をよぎった。〝自分で見たもの、感じた事を信じて行動しろ〟と。自分で見た暁を、頭に思い浮うかべる。そして心を決めて、口を開いた。

「……本当は悔くやしいんでしょう。犯人にされて」

　微笑ほほえむと、暁がむっとした顔で睨にらんだ。

「なんだと？」

「暁様が犯人とは思っていません。帝みかどとしてふさわしいなら男だろうが女だろうが認めるつもりだと仰おつしやっていましたし、わたしに教育して儀式に挑ちよう戦せんする機会を与あたえるとも仰いました」

　暁がじっとこちらを見つめて鼻を鳴らした。

「全部噓かもしれないぞ。女帝なんて認めるつもりはなくて、信用を得る為に騙だましたのかも」

　それは東雲も心配していた事だった。正直に言うと、万に一つその可能性もあるかもと考えていた。しかし自分がいままで見て来た暁の姿を思い浮かべると、それは違ちがうと心が叫んだ。

「いいえ。わたしは暁様がそんな事をしないと信じています。それに暁様は賢かしこい人です。暁様しか持っていないような小刀を、冷兼様に渡わたすなんて愚おろかな真似まねはしないと思います」

　政まつりごとの教えを授かるようになってから、暁の頭の回転の速さと記き憶おく力の良さに舌を巻く事が多かった。確かに彼は男が皇位を継つげるなら、帝にふさわしいだけの能力を備えている。

「それなのに不正を行ったと言われて、こんなところに閉じ込められるなんて。明らかに誰だれかが暁様を陥おとしいれようとしています。暁様の性格からして、そんな屈くつ辱じよくは耐たえられないはず。このままでは本当に不正をした事にされてしまいますよ。そんな事になったら、主上が……」

　母親の事を聞くと、暁が目を伏ふせた。その仕草で、彼も山吹を心配していたのだと察した。

「花賢師様達に協力してもらって、真相を探さぐろうと思っています。その為にも、事情を話してください。暁様が話してくださらないと何もできません」

　暁が腕うで組ぐみをしたまま、仏ぶつ頂ちよう面づらになった。そしてため息をつく。

「そろそろ本気で何とかしないとまずそうだな。母上がまた責められるのは避さけたい」

　暁は山吹を何より大切にしている。だからこれは本音だろう。暁の視線がこちらを向いた。

「俺は何もしてない。冷兼という官吏は何となく顔はわかるが、話した覚えもないんだ。もしかしたら挨あい拶さつくらいはした事があるかも、というくらいの仲だ。なぜ俺がそんな奴やつの出世の面めん倒どうを見なきゃならないんだ」

　ようやく暁が話をしてくれそうだ。ほっとしつつ、すぐに気を引き締しめた。

「ではどうして、冷兼様が小刀を持っていらしたんですか？」

「さあな。あれは蔵書室の奥にある俺の部屋に置いてあった。瑪め瑙のうの大きな石と金の装そう飾しよくが柄つかに施ほどこされている派手な小刀だ。あまり好きではないが、母上が祝いの品だから大切にしろと言うので捨てられなくて。いつなくなったのかもわからないくらいだ」

　牢の木枠をぎゅっと握にぎった。

「小刀を持ち出したのが誰かわかれば真相に近づけるかもしれません。わたしが調べて……」

「いや、お前は何もするな。……俺の部屋から小刀が盗ぬすまれたのがどういう事かわかるか？」

　問いかけられて、言葉に詰つまった。そして息苦しくなりつつも口を開く。

「……桜教殿には、外部の人はそう簡単には入れません。桜教殿に住む人が小刀を盗んだのだと思われます」

「そうだ。それと以前、お前を襲おそった賊がいただろう。結局まんまと逃にげられた。だがここは大内裏の中にある桜教殿だ。ここに入るのも出るのも二重三重の警護を突とつ破ぱしなければならない。桜教殿で力を持つ者が、あいつらの侵しん入にゆうや脱だつ出しゆつを手伝ったとしか考えられないんだ」

　暁の言葉に思わず息を吞のんだ。

「それって……」

「ああ、おそらく花賢師の誰かだろう。俺の部屋には鍵かぎはないが、蔵書室にはある。貴重な本や大内裏の資料もあるからな。俺がいない時には、蔵書室は施せ錠じようされているんだ」

「でも、前に何度かわたしが伺った時には、暁様はいなくても鍵は開いていましたよ」

「あれはわざと自分の部屋から出なかっただけだ。蔵書室にはいたさ」

　どうやら呼びかけても返事がなかったのは、聞こえないふりをして無視していたようだ。

　暁はばつが悪い顔をしつつも、再び口を開いた。

「花賢師は蔵書室を自由に使っていい決まりになっているから、合い鍵を持っている。だから花賢師だったら誰でも俺の部屋から小刀を持ち出せたというわけだ。つまり、俺を罠わなにはめたのは、花賢師の誰かである可能性が高い」

　暁は息をついて、木枠越しに顔を近づけて声を潜ひそめた。

「誰も信用するな。お前が信じていいのは、お前自身だけだ。俺だって噓うそをついているかもしれないんだぞ。何事も疑ってかかれ。それと今回の事を調べようなんて、絶対に思うなよ」

「どうしてですか。わたしは暁様が無実だって信じています。調べさせてください」

　見つめると、暁が困ったような顔になった。

「…………ないだろう」

「え？」

「危ないだろうと言ったんだ。苑紫達が調べているから、お前は大人しくしてろ。漆黒団が絡からんでいるなら、狙ねらわれるのはお前なんだぞ。苑紫に言って警護をつけてもらえ」

　真しん摯しな瞳ひとみを見て、ふいに気づく。

「────ああ！　心配してくれているんですね」

　暁が慌あわてたように目をそらした。

「馬ば鹿かな事を言うな。お前がうろちょろしたら目め障ざわりなんだ」

「うろちょろして危険な目にあったらと思うと、見ていられないぐらい心配なんですね」

　にっこり笑うと、暁が仏頂面でこちらを見つめた。

「どうしてそう前向きなんだ」

「根こん拠きよのない前向き発言はしません。気づいていますか？　心配だって顔に書いてあります」

　指さすと、暁が珍めずらしくびくっとした。

「お前がそう思っているだけだろう」

「暁様って、教えを授けている時もそうなんですが、本音でものを言っている時はしっかり目を見て話してくれるんです。噓をついたり話をそらそうとする時には、目もそらすんです」

　何度も面と向かって教育を受けているからこそ、わかった事だ。

「心配しているけど、それを面と向かって言うのはちょっと、と思っているから、いまも目をそらしていました。口は悪いし態度も悪いけど噓がつけない、それが暁様です」

　暁が驚おどろいたように目を見張って、すぐに顔をそらした。

「お前なんか心配してない」

「また目をそらしてますよ。ちゃんと私の目を見て、いまの言葉が言えますか？」

　顔をのぞき込むと、暁が一いつ瞬しゆんで赤くなった。そして今度は目を離はなさずに、口を開く。

「もういい。とにかくお前は何もするな。母上に、お前の力になるよう言われているんだ。怪け我がでもしたらどうする」

「でも暁様の無実を証明したいんです。竜りゆう神じん様にも〝桜教殿で起こった問題は、次期女じよ帝ていが解決しなければならない。ここで起こった事すべてに、お前は責任を持たねばならないのだ〟って言われました。わたしにできる事なら何でもします。暁様を陥れた犯人を捕つかまえましょう」

　暁がしばらく考え込んで、やがてため息をついた。

「……俺を陥れた奴に心当たりがある。おそらく、前にお前を襲った賊が桜教殿に忍しのび込むのを手引きしたのも同じ奴だ」

「本当ですか!?　いったい、誰ですか？」

　木き枠わく越ごしに顔を近づけると、暁は一度こちらを見て、押し黙だまった。

　妙みような沈ちん黙もくが流れて、やがて暁が顔を背そむける。

「まだ証拠がないから言えない。お前がどうしても協力したいと言うなら、一つ頼たのみがある」

　暁は不承不承といった顔付きだった。大きく頷うなずくと、彼は再び口を開く。

「いいか。あいつは絶対に嫌いやがると思うが──────」

　暁の話に耳を傾かたむけて、内容をしっかり暗記した。
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「橙とう幻げん様！」

　緋蝶は桜教殿の裏庭にある花か壇だんで、花に水をやっている橙幻に声をかけた。

「ああ、こんにちは、緋蝶」

「暁様の事をご存じですか？」

　花壇から出てきた橙幻に近づくと、彼がため息をついた。

「暁が皇子の地位を利用して不正な人事に関かかわったって話だろう。牢ろうに入れられたらしいね。まったく何をしているんだか。無実だとしたら誰かにはめられたんだろうし、本当だったらばれるような証しよう拠こを残したんだろうし、どちらにしても間ま抜ぬけな話だ。あいつらしくないね」

　呆あきれたような表情を浮うかべた橙幻に、思わず目を見開いた。

「暁様の無実を信じないんですか？　大学寮りようからの友達なんでしょう？」

「友達だけど、相手の何もかもを知りつくしているなんておごった考えはないよ。それにあいつが育った環かん境きようを考えると、ひねくれた性格になっても仕方ないとも思うし」

　ひょうひょうとした言葉と態度に目を見張ると、橙幻が小さく息をついた。

「それで慌てて私のところに来るなんて、何か用かな？　もしかして、暁に何か頼まれた？」

　橙幻の勘かんの良さに内心で舌を巻いた。

「そうなんです。暁様が橙幻様に頼みがあるので、牢まで来てくれって」

　暁の言葉を伝えると、橙幻はあからさまに嫌な顔をした。

「牢なんて暗くてじめじめしてそうなところは、私に似合わないよ。私がいるのにふさわしいのは、明るくて花々のいい香かおりがするこの花壇とか、美しい女性という花々がいるところとか」

　橙幻の言い分に内心で呆れてしまった。

（暁様が〝あいつは絶対に嫌がると思うが〟って言っていたけど本当に嫌みたい。でも無実の証拠を摑つかむには何としてでも橙幻様を連れて来てくれって言われたし。何とか説得しないと）

「暁様には、大学寮の時にとてもお世話になったみたいな事を言われていたでしょう。困っている時には助けてあげてください」

「確かにそうだけど、牢は嫌だなぁ。それに誰だれかにはめられたにせよ、本当に不正を働いたにせよ、捕まってしまったのは、暁の責任だよ。何とかするなら自分でしないと」

　橙幻はなかなか手て強ごわい。友達ではないのかと思いつつ、どうすればいいか頭を巡めぐらせた。

「牢に行って、暁様の頼みを聞いてくれたら……」

　その言葉を言うのは、かなりの勇気を伴ともなった。橙幻が楽しそうな顔付きで、首を傾かしげる。

「聞いたら、君が何かしてくれるのかな？」

　色気たっぷりの表情で甘く囁ささやく橙幻を見て、一度目を瞑つぶった。そして覚かく悟ごを決める。

「橙幻様が仕立てた、あの斬ざん新しんな着物を着ます！」

　太ももが顕あらわになるほどの短い丈たけに、色とりどりの柄がらで染められた、あの着物。

　何度も着てくれと勧すすめられていたが、あれを着たら恥はずかしくてどうにかなってしまうのではと思って断っていた。しかし背に腹は代えられない。

　大喜びするかと思ったが、橙幻はいたって冷静だった。

「昼食会で着てくれる？　みんなにあの着物の素す晴ばらしさを披ひ露ろうしたいんだ」

「ええっ!?　それは……！」

　足もとを見られているとわかっていた。

　冷や汗あせが額にも背中にも流れたが、牢にいる暁を思い出して、大きく息を吸い込んだ。

「────着ます。ですから、牢に一いつ緒しよに行ってください」

　決意を声に込めると、橙幻がにんまり笑った。

「いいよ。あの着物を着てくれるなら何でも言う事を聞こう」

　今度の昼食会が恐おそろしくて仕方なかったが、とりあえずは説得に成功したとほっと胸をなで下ろした。
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　苑紫が山吹から許可をとってくれたので、緋蝶は橙幻を牢まで案内した。一緒に話を聞くつもりだったのに暁に追い返されて、仕方なく外に出る。中で二人が何を話しているか気になりつつじっと待っていると、しばらくして橙幻が戸を開けて出てきた。

「何の話だったんですか？」

　暁は自分を罠わなにはめた人間に心当たりがあると言った。でもまだ証拠がないから言えないと話していた。おそらくその証拠を探す為ために橙幻を呼んだのだろう。

　何か手伝いがしたくて声をかけると、橙幻はにっこり笑って人差し指を口元に当てた。

「私と暁の内ない緒しよの話だから、教えられないんだ。ごめんね、緋蝶」

「そんな……。何か調べてくれって頼まれたのでしょう？」

「うーん、そうかもしれないし、そうではないかもしれないね」

「橙幻様、教えてくださ……」

　言いかけて、声が止まった。いつになく、橙幻がまじめな顔をしていたからだ。

　端たん整せいな顔立ちが真しん剣けんな表情を帯びると、空気がぴんと張り詰つめたような緊きん張ちよう感かんに襲おそわれた。

「緋蝶、暁の無実は私が証明してあげる。だから、君はもう関わるな」

　いつもの柔にゆう和わな声ではなくて、迫はく力りよくがある低い声だった。

「私はやるべき時にはちゃんとやるから心配しなくていい。君はもう部屋に戻もどっていなさい」

　有う無むを言わせない表情を向けられて、息が止まりそうになる。

　目を見張っていると、橙幻が表情を緩ゆるめて、一度微笑ほほえんでからその場を去って行く。

　いつもと違ちがう橙幻に圧あつ倒とうされて、それ以上は何も聞けなかった。一人で牢に入るのは禁じられているので、暁に聞くわけにもいかない。仕方なく牢がある建物をあとにした。考えながら歩いていると、自室の近くまでやってきた。庭から廊ろう下かに上がろうとすると、声がする。

「緋蝶、ちょっといいですか？」

　振ふり向くと、東雲だった。彼は近づいてから、ゆっくりと微笑む。

「あと四日で儀ぎ式しきです。明日あしたは、儀式のお客様への挨あい拶さつの仕方を最終確かく認にんします。これはとても大事な作法です。前に教えた事を復習しておいてください」

「あっ、はい……」

　声に力がないのに気づいたのか、東雲が困ったような顔になる。

「暁が心配でしょうが、教育がおろそかになってはいけません。花蕾東宮として認められるかは、儀式にかかっています。もし失敗したら緋蝶の命はないんですよ。肝きもに銘めいじてください」

　厳しいが、心から心配してくれるのは伝わってきた。

「はい。すみません。ちゃんと復習しておきます」

　顔を上げると東雲が微笑んで頷いた。

「暁の様子を見に行ったんでしょう。彼は何か言っていましたか？」

「……いいえ。わたしにはあまり何も教えてくださらないんです」

　自分を陥おとしいれた犯人に心当たりがあると言っていたが、まだ証拠はないとも言っていたので、それは口にしない方がいいだろうと思った。東雲が小さく息をつく。

「苑紫が調べているようですし、私としては緋蝶にはあまり関わってほしくないと思っています。何かあったらと思うと心配ですし」

「でも暁様が不正を行うとは思えないんです。暁様は冷兼様をよく知らないと仰おつしやってますし」

「ですが冷兼様は暁の小刀を持っていたのでしょう。柄つかに瑪め瑙のうが埋うまっているなんて、そうそう他ほかにはありません」

　東雲の言葉に思わず押し黙だまった。

（暁様は小刀は盗ぬすまれたと仰ってるけど、それを証明できないわ……）

　沈ちん黙もくしていると、東雲がもう一度息をついた。

「もう一度言いますが、儀式まであと四日です。まずは自分の事を考えてください。緋蝶に何かあったら、私は……」

　東雲が辛つらそうな顔をしながら、一度目を閉じた。

「……すみません。感情的になってしまって。挨拶の作法の復習を忘れないでください」

　東雲が背を向けた。心配してくれているのはわかっているし、その気持ちに感謝している。

（でも、暁様を放ほうっておけない。だって、彼は無実なんだもの）

　心で呟つぶやいて、これからどうすればいいのかと考えつつ、自室に向かった。
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　部屋に戻ろうと廊下の角を曲がると、月白が自室の戸の前に座り込んでいた。

「月白様。どうしたんですか？」

　声をかけると、うたた寝ねしていたのか、はっとして月白が顔を上げた。

「ああ、待ってたんだ。探したけど見つからなかったから」

　立ち上がった月白が、目の前まで小走りで移動した。

「暁に会ってきたんだろ。あいつ、どうしてた？　牢ろうからまだ出られないのかな」

「お元気そうでしたけど、まだ牢からは……」

　俯うつむくと、月白が悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみしめた。

「暁が不正をした証しよう拠こが出たらしいけど、絶対に何かの間違いだよ。だからその証拠とやらを調べようと思ったけど、苑紫が何も教えてくれないんだ。緋蝶なら知ってるかなって思って」

　ちらちらとこちらを見る月白は、どうやらそれが聞きたくて来たようだ。

（そういえば、苑紫様が証拠の事は……あれ？）

　ふと、ある事を思い出した。そしてそれが意味する事に気づいて、思わず息を吞のむ。

（まさか、そんなはずないわ。だけど……）

　考え込んでいると、月白が顔をのぞき込んだ。

「どうかしたの？　緋蝶」

「いいえ、何でもないんです。すみません。具合が悪いので失礼します」

　慌あわてて自室の戸を開けて中に入る。月白に考えている事を知られるわけにはいかなかった。
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　緋ひ蝶ちようは目の前の戸を見つめて緊きん張ちようしていた。自分の考えをまさかと思いつつ、それでも疑いを捨てきれないでいる。そのせいで心の中はぐちゃぐちゃだ。

　正直に言うと、このままきびすを返して、自分の部屋に戻ってしまいたい。

「……真実から目をそらしてはいけないわ」

　自分に言い聞かせた。そして躊ちゆう躇ちよしつつも、戸を叩たたく。

「緋蝶です。よろしいですか？」

「どうぞ」

　静かな声だった。勇気を出して戸を開くと、座って書物を読んでいた東雲しののめが顔を上げた。

「どうかしたんですか？　緋蝶」

　彼の事は大だい内だい裏りに来る前から知っていた。下働きをしていた頃ころに、盗みの濡ぬれ衣ぎぬを着せられた時も助けてもらった。知らない人ばかりの桜おう教きよう殿でんでも、心の支えだった人だ。

「話があるんです」

「では外に出ましょう。深夜に部屋で二人きりだなんてあらぬ誤解を受けたら困るでしょう」

　部屋から出てきた東雲と廊下に面した庭に下りた。月明かりとかがり火があるおかげで、庭はうっすら明るい。庭にある大きな木の近くまで行くと、東雲が振り向いた。

「いったい何事ですか？　明日の教育の事で質問でも？」

　優やさしい笑え顔がおだった。彼に微笑みかけてもらうと、いつも安心できた。

「はい。質問があって来ました。────どうして、暁あかつき様を陥れたんですか？」

　その言葉を発するのは、とてつもない勇気がいった。

　まっすぐに見つめると、東雲は一いつ瞬しゆん眉まゆ根ねを寄せて、すぐに驚おどろいた顔をした。

「何を言っているんですか？」

　苦く笑しようしている東雲は、本当にわけがわからないといった顔をしていた。

　しかしその目が鋭するどさを増した事を見み逃のがさなかった。

「暁様は不正を行っていません。東雲様が、暁様が不正を行ったようにみせかけたんです」

　東雲が胸に手を当てて、困ったような顔をした。

「なぜそんなひどい事を言うんですか。私がいったいどうしてそんな事をするんです。まさか……暁が私が陥れたとでも言っているんですか？」

「いいえ。暁様は誰だれが自分を陥れたか察しはついているけど、証拠がないので言えないと仰ってました。東雲様の名前は一度も暁様から出ていません」

「では、どうして私が彼を陥れたと思うんですか？」

　東雲の事は花か賢けん師しの中で一番信しん頼らいしている。だからこれを聞くのは辛かった。

「────東雲様はどうして、瑪瑙が柄に埋め込まれた小刀の事を知っていたんですか？」

　東雲がまたしても一瞬だけ眉根を寄せた。そしてすぐに穏おだやかな表情になって首を傾かしげる。

「何の事ですか？」

「夕方にお会いした時、東雲様は仰ったんです。〝冷れい兼けん様は暁の小刀を持っていたのでしょう。柄に瑪瑙が埋まっているなんて、そうそう他にはありません〟って。わたしは苑えん紫し様から、その小刀を冷兼様が持っていたのが証拠になったと伺うかがいましたが……」

　一度言葉を止めて、息を整えた。そして、東雲を見上げる。

「その時に苑紫様に言われたんです。小刀の事は、事件の証拠に関する事なので、他言しないでくれって。つまり証拠が小刀だと知っているのは限られた人だけなんです。それなのにどうして東雲様はご存じなんですか？」

　東雲が一瞬言葉に詰つまったように顎あごを引いた。しかしすぐに口を開く。

「暁の事が心配だったから、彼を捕とらえた武官が桜教殿の警護に来た時に、こっそり話を聞いたんです。その時に知りました」

「そういう可能性もあると思って、苑紫様に調べてもらいました。暁様を捕らえた武官達は、証拠があるというのは聞いていたけど、それが何かまでは知らなかったそうです」

　東雲は無言だった。俯いている彼に向かって話を続ける。

「小刀が証拠だって知っているのは、桜教殿ではわたしと苑紫様、そして暁様だけです。わたし達は誰も東雲様に証拠の事を話していません。花賢師は許可なく桜教殿から出られないので、他の人から聞く事はないはずです。主上に呼ばれてわたしと清せい涼りよう殿でんに行った時もずっと一いつ緒しよだったので、小刀の事を誰かに聞く暇ひまはありませんでした」

　ひと言ひと言発するのが辛かった。それでも真実を知る為ために、声を上げなければならない。

「蔵書室は、暁様がいない時は鍵かぎがかかっているそうです。鍵を持っているのは、花賢師様達だけ。そのうちの誰かが暁様の留守を狙ねらって蔵書室の鍵を開け、小刀を盗んで冷兼様に渡わたした。わたし達三人以外で、小刀が証拠だと知っていた東雲様がその犯人だとしか考えられません」

　考えていた事を口にして、目を伏ふせた。東雲の顔を見るのが怖こわかった。

「もう一つ、伺いたい事があります。……暁様は自分を陥おとしいれた花賢師と、以前わたしを襲おそった賊ぞくを手引きした者は、同一人物だというような事を仰おつしやってました。だから誰も信用するなと。────あの賊は東雲様が手引きしたんですか？」

　東雲はすっと顔を上げた。薄うすい笑みを浮うかべている彼を見て、ぞっとする。

　こんな冷たい表情を見たのは初めてだ。

「私がなぜ緋蝶を殺そうとするんですか？　桜教殿に来る前からの知り合いで、屋や敷しきにいた時も助けた事はあっても、攻こう撃げきした事はないはずです。疑いをかけられるとは心外です」

「わたしもこれが間違いであってほしいと思っています。東雲様がどうして小刀の事を知っていらしたのか教えてくだされば、それで解決するんですが」

　じっと目を見つめた。東雲は表情一つ変えていない。

　噓うそをつくとすぐ視線をそらす暁に、一度信じたら相手を疑わない月つき白しろ。一見いい加減だが、まじめな顔も持っている橙とう幻げんと、鉄の心と冷静さで桜教殿の守りを司つかさどる苑紫。

　そして、誰よりも優しくて信頼できると思っていた東雲。

　まず考えたのは、この中で誰かが噓をついているかもしれないという事だ。

　蔵書室の鍵を持っているのは花賢師だけ。それに賊を桜教殿に侵しん入にゆうさせるなんて、それなりの地位と権力がないとできない。それが誰かと考えて、東雲が小刀の事を口にしたのを思い出した。その時は何気なく聞き流したが、よく考えてみれば東雲が小刀の事を知っているはずがないと思いついたのだ。しかも彼は小刀の柄つかに瑪め瑙のうが埋うめ込まれているのまで知っていた。

「東雲様を誰よりも信用していました。だから犯人しか知らない情報を知っていても、何か理由があるんだと信じたかった。でも竜りゆう神じん様が仰ったんです。〝冷静に物事を見み極きわめられる人間になれ〟と。個人的な感情を抜ぬきにして考えると、東雲様が犯人だとしか思えないんです」

　考えた事をすべて言い終えると、東雲はしばらく無言だった。

「……私が犯人だったとして、どうしてそんな事をしたと思いますか？」

　ようやく口を開いた東雲は、いたって冷静な顔付きをしていた。

「わかりません。暁様ともめ事があるようには見えませんでした。東雲様は女じよ帝てい制度に反対されているわけでもないし、賊を手引きして襲わせるほどわたしに恨うらみがあるとも思えません」

　じっと見つめると、東雲がこみ上げてきた笑いを抑おさえるように口を引き締しめた。

「わからない、ですか。本当は気づいているのでは？」

　ほくそ笑んでいる東雲がまったくの別人に見えた。怯ひるみそうになったが、気を強く保つ。

「……想像はできます。東雲様は子どもの頃に旦だん那な様が謀む反ほんの罪を着せられ、島流しにあったと言われていました。誤解が解けて戻もどってからも冷れい遇ぐうされたと。お屋敷で桜の宴うたげがあった時も、親しん戚せきの方々から必ず主上に気に入られるよう、𠮟しつ咤た激げき励れいを受けていましたよね」

　𠮟咤激励といえば聞こえはいいが、期待という重圧で東雲をがんじがらめにしているように見えた。東雲が小さく息をつく。

「私は大学寮りようを首席で卒業しましたが、官かん吏りにはなれませんでした。大学寮は入るのは難しいですが、卒業できればほぼ全員が官吏になれるのに。どれだけ努力したって、父が謀反の罪を着せられたという理由で将来が阻はばまれてしまいます。それは私の親戚全員がそうで、このままでは一族は没ぼつ落らくの一いつ途とを辿たどるだけ。しかもそれは濡れ衣で、私も父も何も悪くないんですよ」

　東雲の口調も表情も悔くやしさが溢あふれていた。

　いつも優しい表情を崩くずさない人なので、こんな顔を見たのは初めてだ。

「父にはずっと、身分の高い貴族の娘むすめのところに婿むこに行けと言われていました。しかし私の夢はもっと大きいものです」

　東雲の目に、強い意志の光が宿った。

「島流しにあったせいで、子どもながらに人生のどん底を味わいました。そんな目に遭あわせた大だい内だい裏りが憎にくいんです。でも私は大内裏に刃は向むかう気はありません。この国を手中に収める事こそが、大内裏に対する復ふく讐しゆうです。その為には、雫しず花か帝ていの夫君になるのが一番の近道なんです」

　予想がついていた答えだったが、それでも衝しよう撃げきを受けた。

「緋蝶が私を夫として選べば、一族はみんな実力にあった未来を選べるし、私の夢も叶かないます。もともと知り合いでしたし、嫌きらわれてはいないはず。緋蝶が女帝候補だと聞いて、一世一代の大きな機会を得たと思いました」

　そこまで聞いて、ふとある事に気づいた。しかしその考えが信じられず、小さく首を振ふる。

「もしかして、わたしに大内裏に行って誤解を解くように言ったのは……」

　東雲が薄く笑った。いままで見た事もない、冷たい笑みだった。

「ええ、一度大内裏に行って竜神様の顔を見てしまえば、もう後あと戻もどりはできないと知っていました。だけど緋蝶にはそれを教えなかった。是ぜが非でも女帝候補として大内裏に上がってもらわなければならないので」

　雫花帝に直接会って、人ひと違ちがいだと訴うつたえた方がいいと言ってくれた東雲の顔を思い出す。

　あの時は本当に、自分の事を思ってそう言ってくれていると信じていた。

　しかし彼には目的を果たす為の計算があったのだ。告白を聞いて、疑問が更さらに膨ふくらんだ。

「では、どうして賊を侵入させたんです。わたしを殺したら、東雲様の夢だって叶いません」

　東雲がふいに苦々しい顔付きになった。

「賊をわざと引き入れて、私が助ける予定でした。あなたの信頼を更に得る為にね。しかし暁が先に駆かけつけてしまった。それ以来、教育に興味がなかった暁があなたを受け入れるようになりました。あれは予想外の事でした」

　東雲は息をついて、こちらを見み据すえた。

「私は暁がもともと嫌きらいでした。憎んでいると言ってもいいでしょう。彼は雫花帝の息子むすこで、皇位は継つげなくても生まれた瞬しゆん間かんからそれ相応の未来が約束されている。私とは大違いです」

　皮肉げな笑えみを浮かべて、東雲が話を続けた。

「それに暁は政治に詳くわしく、みんなにも一目置かれています。家いえ柄がら的にも能力的にも、新たな雫花帝の夫君として一番ふさわしいでしょう。ですが、緋蝶の夫になるのは私です」

　強い決意を込めた言葉を放ち、東雲がこちらに一歩近づいた。

「しかし暁に教育はしてもらわないといけないので、排はい除じよはできないと思っていました。ですが儀ぎ式しきでの質問と答えを用意して緋蝶に渡したと聞いたので、もう用なしだと思いました。だからあの男には消えてもらおうと思ったんです」

「そんな……！　ではその為に暁様を陥れたんですか？」

　東雲の告白は信じられないような事ばかりだ。噓だと言ってほしかったが、東雲は頷うなずいた。

「ええ。ちょうど冷兼が私にある相談をしてきたので。そうそう、冷兼は大学寮の学友です。実家が金持ちで、頼たのまれて勉強を教えていました。ですが私よりはるかに学力が劣おとる彼は官吏となり、私はなれなかった。彼はね、頭も人ひと柄がらも良くありませんが、家柄はいいんです」

　侮ぶ蔑べつのこもった表情と声こわ色いろだった。

「冷兼が大おお蔵くら省しように入れたのは、暁ではなくて彼の実家が後押しをしたからです。それなのに彼は遊ぶ金の為に金貸しから借金をして、それを返す為に横領をした。それがばれそうだから、何とかできないかと私に相談してきたんです。彼は私の事を親友だと勘かん違ちがいしているので」

　冷たい微笑ほほえみを浮かべて、東雲が腕うでを組んだ。

「だからこう教えました。〝暁に大蔵省に特別に入れてもらった。暁の命令で横領をしたと言えば罪は軽くなるはず〟と。彼は大学寮の頃ころから私の言う事を疑いませんでした。言う通りにしていたから優ゆう秀しゆうなふりができたし、卒業して官吏にもなれたんです。操あやつるのは簡単でした」

　東雲がまるで別人に見えた。恐おそろしささえ感じつつ、それでも口を開いた。

「それで、証しよう拠ことなる小刀を盗ぬすんだんですか？」

「私は盗んでいません。冷兼に、真実味を出す為にも暁と関かかわりがあるという証拠を手に入れた方がいいと囁ささやいただけです。彼の方から桜教殿に侵入したい、蔵書室の鍵を開けてくれと言ってきました。小刀を盗んだのも彼です。派手な装そう飾しよくだったので目についたんでしょうね」

　耳を塞ふさいでしまいたい気持ちになった。東雲のこんな話は聞くに堪たえない。

（駄だ目めよ。辛つらくても最後まで聞かなくては）

　ぐっと唇くちびるを引き結ぶと、東雲が薄く笑った。

「必ず暁を排除しなければと思ったのは、彼が初めて昼食会に来た時です。暁は女帝制度には反対だし、君にもいい感情はもっていなかったはずなのに、教育を施ほどこして剣けん舞ぶの稽けい古こにも出てくるようになった。あの偏へん屈くつな男がそこまで変わったのは驚おどろきです」

　胸むな元もとで手を組んで東雲を見上げる。目に涙なみだがたまっていたが、泣かないよう必死で堪えた。

「東雲様……暁様を助けてください。このままでは罪に問われてしまいます」

「いいですよ」

　あっさりと言われて、目を見開いた。

「本当ですか？」

「ええ、これを見てください」

　東雲が懐ふところから取り出したのは、一枚の紙だった。

「これは冷兼が金貸しから遊ぶ金を借りた証文です。立派な屋敷が一いつ軒けん建つほどの金額が書かれています。彼は金貸しから、返せないなら大蔵省の上役に相談に行くぞと脅おどされて困っていました。親にも言えず、給金だけでは返せない。それで大蔵省の金に手をつけたんです」

　東雲が持つ紙には、下働きの頃だったら一生かけても稼かせげないほどの大金が書かれていた。

「この証文には、冷兼が金を借りた事、そして誰だれが金を貸したかも書いてあります。調べれば横領した金を借金返済に使ったと証明するのは簡単でしょう。そうすれば、暁も漆しつ黒こく団だんも関係ないとすぐに判明します。これを苑紫に渡わたしてもいいです。ただし、条件がありますが」

　話し方がいつもの東雲ではないと思った。冷たい空気が流れて、背筋が凍こおり付く。

「……条件ですか？」

　東雲が見た事もないような怖こわい表情で、にやりとした。

「緋蝶、私を夫に選んでください」

　目を見開くと、東雲は薄うすく微笑んだ。

「そうすれば証文を苑紫に渡して、横領したのも小刀を盗んだのも冷兼だと証言しましょう。人事の不正に関しても、冷兼の実家が後押しして得られた職だと、彼が吹ふい聴ちようしていたと証言しましょう。これは本当の事なので、すぐに暁の疑いは晴れるはずです」

「でも、冷兼様は東雲様に言われてやった事だって言うはずです」

「私は何もしていません。ただ、助言をしただけ。その助言を受け入れて実行したのは彼です。私は彼に脅されて、蔵書室の鍵かぎを奪うばわれたと話します。みんな横領をした冷兼より、教育を熱心に行い、品行方正な私を信じるでしょう」

　東雲の頭の中では、いろんな事態に備えての策がもう練られているようだった。

　よどみなくそう話した東雲は、ゆっくりと首を傾かしげた。

「緋蝶は優やさしいから、私の頼みを聞いてくれるでしょう？」

　声だけ聞くと、いつもの穏おだやかな東雲だ。

　しかし、顔付きは鬼おににでも取り憑つかれているかのように恐ろしかった。

　屋や敷しきで働いて二年。東雲の事はわかっているつもりでいたが、彼の中にこんな暗い感情が渦うず巻まいているのには気づかなかった。足が竦すくんで震ふるえが止まらない。

　どうしたらいいかわからなくて、頭は混乱していた。暁を助けたい。しかし東雲の要求をのむわけにはいかない。考えていると、ふいに頭に竜りゆう神じんの言葉が浮うかんだ。

〝自分で見たもの、感じた事を信じて行動しろ〟

（そうだわ。わたしは、東雲様をよく知っている。だから……）

　東雲の目をまっすぐに見つめた。

「東雲様は、優しい人です。そんな取り引きなんてしなくても、暁様を助けてくださいます」

　東雲があざ笑うような表情になった。

「私の何を知っているんですか。人間なんて、外そと面づらと中身は違うものでしょう」

「いいえ、私は東雲様を知っています。東雲様はまだ女じよ帝てい候補でも何でもなかったわたしが盗みをしたと疑われた時だって、庇かばってくださった。親がいない一人ぼっちのわたしをずっと心配してくださっていた。あれは噓うそではないはず」

　じっと目を見つめると、東雲がわずかに視線をそらせた。

「私は、もう二度と罪に問われるのはごめんです」

　東雲も覚かく悟ごを決めているのが顔付きからも窺うかがえた。

「私も緋蝶をよく知っています。この場限りの言い逃のがれで私を夫にするという噓は言えない人だ。ここで私を夫にすると言ったら、実際にそうするでしょう」

　性格は読み取られているようだ。それならば、もう答えは一つしかない。

「東雲様を夫にする事はできません。夢を持つ事は大事ですが、それを叶かなえる為ために何をしてもいいとは思えません。それに……東雲様だってこんな事でわたしを思い通りにしたとしても、後こう悔かいすると思います。わたしは暁様だけでなく、東雲様の事も助けたいんです」

　東雲が一瞬動どう揺ようしたように、視線を揺ゆらめかせた。しかしすぐにこちらに目を戻もどす。

「緋蝶、私はもう後あと戻もどりはできないんです。何をしてでも、君の夫にならないと」

　東雲がゆっくり近づいてきた。思わず後ずさると、彼がこちらに手を伸のばす。怖かった。よく知っているはずなのに初めて会ったような感覚だ。東雲の手が肩かたを摑つかもうとした時だった。

「おい、何をしている」

　知っている声がして、緊きん張ちようしていたせいで強こわばっていた身体からだから力が抜ぬけそうになった。

　東雲が振ふり向いた先にいたのは、暁だ。薄うす暗ぐらい中でも彼の赤い瞳ひとみがきらりと光っている。

　刀を持った彼は堂々としていて、とても男らしかった。

「どうしてここに。牢ろうにいるはずでは」

　東雲が眉まゆ根ねを寄せると、暁が一歩近づいた。

「橙幻に牢の鍵を開けてもらったんだ。橙幻は器用で、大学寮りようの寄宿舎の鍵も細い鉄の棒で開けて、しょっちゅう抜け出して遊んでいた。それともう一つ、橙幻には得意な事がある。それは大だい内だい裏りの情報に精通している事だ。あいつは内ない侍しや女によう房ぼう達に絶大な人気がある。大内裏に勤める女達は、人が知らないような裏事情を知っている事が多いからな」

　暁がまた一歩近づいた。

「だから橙幻に調べてくれと頼んだ。冷兼と花賢師の誰かに接点がないかをな。緊きん急きゆう事態だったから、橙幻はこっそり桜教殿を抜け出して、すぐに調べてくれた。東雲、お前は冷兼と大学寮で一いつ緒しよだったそうだな。────単刀直入に聞こう。俺を陥おとしいれたのはお前だな」

　暁の鋭するどい眼光で睨にらまれても、東雲は少しも動じなかった。

「何の事でしょう？」

「とぼけるなよ。俺は最初からお前があやしいと思っていた」

　東雲は表情一つ変えなかった。

「なぜそう思うんですか？」

「今回の犯人は、蔵書室の合い鍵を持っている花賢師の可能性が高い。そしてそいつは俺が目め障ざわりなんだ。理由は、俺が雫花帝の息子むすこで、もっとも夫君に近いと言われているからだろう。つまり、そいつは雫花帝の夫君の座を狙ねらっている」

　暁は東雲を睨みつけた。

「俺を罠わなにかけたのは、回りくどい手を使って神経質で粘ねん着ちやく質しつな策を弄ろうする奴やつだ。実直で馬ば鹿か正直な苑紫や、周りの事なんか一いつ切さい気にしない橙幻や、まだまだ子どもな月白には無理だ。周りを冷静に観察して他人を言こと葉ば巧たくみに操あやつる、ずばぬけて賢かしこい奴が犯人だ。つまり、お前だ」

　指をさされて、東雲がくっと笑った。

「褒ほめられたんでしょうか。いまのは」

「ああ、褒めてるさ。桜教殿に賊ぞくを侵しん入にゆうさせて、緋蝶を襲おそわせたのもお前だろう。あの時はまだ花賢師の誰が賊を手引きしたのかわからなかった。だから誰が裏切り者か調べる為に、俺は緋蝶を教育する気になったんだ」

　東雲がやや目を見開いた。

「どういう意味です」

「賊を手引きした奴は、大方自分が賊から助けて緋蝶に気に入られようとしたと考えた。俺はいろんな意味で夫君に一番近い存在だと思われてる。俺が緋蝶に近づいたら、夫になろうと野望を抱いだいている奴は焦あせって行動を起こすだろう。──案の定、お前は動いてしっぽを出した」

　ふんっと鼻で笑った暁を、東雲が睨んだ。

「私が策を弄してあなたを罠にはめたという証しよう拠こが、どこにあるんですか？」

「証拠はないさ。冷兼も、俺に命じられて横領したって主張は変えないだろう。本当の事を言ったら、自分の罪が重くなるからな。だから、力ちから尽ずくでお前に本当の事を言ってもらう」

「待ってください。東雲様に乱暴しないでください！」

　慌あわてて二人の間に割って入ると、暁がこちらに目を向けた。

「お前はもう戻れ。今夜は母上の命令で苑紫が武官達を率いて大内裏に行っている。俺が本当に漆黒団と関かかわってるのか調べる為にな。それに人を割さいているせいか、桜教殿の警護が手て薄うすだ。だから俺も牢を抜け出せた。何かあっても助けは来ないかもしれないぞ」

　暁が手で追い払はらうようにした。そして小さくため息をつく。

「お前は東雲を信用しているみたいだから、知らせたくなかったのに……」

　呟つぶやいた声はしっかりと耳に届いていた。そういえばと思い出す。

（橙幻様も牢で暁様と話して出てきた時、まじめな顔で〝もう関わるな〟って言ってた。東雲様が暁様を陥れたって、あの時もう気づいていて、わたしが知ったら傷付くと思って……？）

　二人の思いやりが、胸にしみいった。しかしいま、ここを去るわけにはいかない。

　どうするべきかと頭の中で考える。

「……暁様。わたしにもう少し東雲様と話をさせてください」

「何を馬鹿な事を。こいつは俺を罠にかけたんだぞ。殴なぐってでも本当の事を吐はかせてやる」

「いいえ、そんな事をしなくても、東雲様は話せばわかってくれると思うんです」

　必死で言いつのると、暁はわずかに眉根を寄せた。

「いい加減にしろ。……お前を見ていると、昔の母上を思い出す。まだ父上が生きていた頃ころは、母上は明るくて周りを信じてた。いまならわかるが、それは父上が守っていたからだ。父上が亡なくなって、いろんな奴らの思おも惑わくと期待と重責に翻ほん弄ろうされて、母上は変わってしまった」

　暁は大きく深呼吸した。

「お前みたいに人を信じる奴は、雫花帝には向かない。自分が傷付いてぼろぼろになるだけだ。いまだって、こいつを信じて裏切られたんだろう」

　暁の視線は東雲に向いていた。確かに東雲の知らない一面を見て驚おどろいている。

「でも、人はいろんな面を持っていると思うんです。優やさしい東雲様も策を練る東雲様もどちらも一人の人間です。わたしは昔から知っていますが、悪い人ではないんです」

　暁が呆あきれた顔をした。

「お前は本当に前向きで大馬鹿だな」

「前向きで大馬鹿でけっこう……きゃっ！」

　声を上げたのは、何かが頰ほおをかすめたからだ。ぴりっと頰に痛みが走って、何かが流れた。

「緋蝶！」

　とっさに東雲が右手を摑んだ。そのまま彼に抱だきしめられるようにして、うずくまる。

　何とか視線だけを上げると、暁が駆かけ寄って来た。彼の視線は、近くの木に刺ささった白い矢に向けられている。それがどこからか飛んできたのだとすぐに悟さとった。

「東雲、これもお前の仕し業わざか！」

「まさか。私は緋蝶を傷付ける気はないです」

「本当か？　前も漆黒団を侵入させて、わざと襲わせたじゃないか」

「あれは漆黒団にみせかけただけです。本当はただの町のごろつきです」

　暁が刀をすらりと抜いた。

「じゃあ、今度は本物の可能性が高いな。横領騒さわぎで、警備が手薄になっていたのを見み逃のがさなかったようだ。相手が本物の漆黒団なら……気をつけないと本当に死ぬぞ」

　緊きん迫ぱくした声に、びくっと震ふるえた。東雲が落ちつかせようとしてか、背中をさすってくれる。

「大だい丈じよう夫ぶです。緋蝶、必ず守ります」

　声は優しくて力強い。辺りに目を配っている真しん剣けんな表情は、先さき程ほどとはまったく違ちがうものだ。

「姿を見せろ！」

　暁が声を上げると、暗くら闇やみの中から十人ほどの覆ふく面めんの男達が姿を見せる。

　彼らの黒くろ装しよう束ぞくには、漆黒団の証あかしである唐から獅じ子しの刺し繡しゆうがあった。男達はまるで宵よい闇やみに現れた鬼おにのようだ。前に襲ってきた賊とは雰ふん囲い気きも迫はく力りよくもまったく違っていた。

（これが……本物の漆黒団）

　真ん中にいた男がくぐもった声を上げた。

「女じよ帝てい候補を渡わたせ」

「そうですかって渡すはずないだろう」

　暁は余よ裕ゆうの表情だ。東雲が立ち上がって手を差し出した。

　それに摑つかまると立つよう促うながされる　そのまま彼が一歩前に出て、背中で庇かばってくれた。

「東雲、刀は使えるか？」

　暁が問いかけると、東雲が腰こしの刀を抜いた。

「一応は。でも期待しないでください。私は身体を使うより、頭で策を練る方が得意なので」

　暁と東雲が一いつ瞬しゆん顔を見合わせた。東雲がため息をつく。

「あなたの事が死ぬほど嫌きらいです。生まれも育ちもすべてに恵めぐまれているあなたが。ですが、いまは協力するしかないようですね」

　暁が思いっきり嫌いやな顔をした。

「俺だってお前みたいに、小細工したり策を練って回りくどく攻こう撃げきしてくる奴は嫌いだ。だが緋蝶に何かあったら、母上が悲しむだろう。それはもっと嫌だから、いまだけ協力してやる」

　火と油のような二人だが、とりあえず目的は一いつ致ちしたようだ。しかし、覆面の男達は十人はいる。しかも身体からだ付つきや雰囲気から言って、かなり戦い慣れている様子だ。

（このままでは、いくら二人が協力しても、まずいんじゃないかしら。だからって、わたしが戦いに参加したって、足手まといにしかならないわ。わたしに何かできる事は……）

　そう考えて、ぐっと顔を上げた。そして口を大きく開ける。

「誰だれか！　誰か来てください！　賊ですっ。助けてーっ」

　あまりの大声に賊だけではなく、暁や東雲もぎょっとしてこちらを向いた。

　覆面の男達が慌てたようにざわつく。

「女帝候補を早く黙だまらせろ！」

　男の一人が合図を出すと、一いつ斉せいに全員が飛びかかってきた。







　男達十人相手に、暁も東雲も一歩も引かなかった。

　緋蝶は彼らが戦う姿をはらはらして見つめながらも、必死で声を上げる事を忘れなかった。

「誰か来てーっ」

　刀も使えないし、逃にげ足だって速くない。自分にできる事はこれしかないと、恥はじも外聞もかなぐり捨てて叫さけんでいると、男達の一人がこちらを睨にらみつけた。

「このままでは、誰かが気づいて応おう援えんに来るぞ。女帝候補を早く捕まえろ！」

　その隣となりにいた男が、こちらに走りよる。それに気づいた東雲が素す早ばやく目の前に飛び出してきて、男と向かいあった。しかし勢いあまったのか、東雲が一瞬体勢を崩くずしてよろける。

　それを見逃さずに、男が東雲に向かって刀を振ふり上げた。

「危ない！」

　東雲が切られる！　と思った瞬間、無意識に目の前にいた彼を突つき飛ばしていた。

　体勢が悪かった東雲が左手に倒たおれる。

　おかげで彼は切られずにすんだが、男が振り下ろした刃は先さきが自分のすぐ目の前を通過した。悲鳴を上げる暇ひまもなく、着物の胸むな元もとから腰にかけてばっさり切られる。

「緋蝶！」

　すぐに立ち上がった東雲が、再び目の前に立って、男に向けて刀を構えた。

「……大丈夫です。怪け我がしてません」

　ほんのわずかの差だったが、着物が切られただけですんだようだ。

　東雲が男達を刀で牽けん制せいしながら、こちらにさっと目を向ける。

「どうして私を庇うんですか。私はあなたに嫌われる事しかしてないと思いますが」

「東雲様は恩人です。盗ぬすみを働いたと濡ぬれ衣ぎぬを着せられたところを助けてくれました」

　あの時、東雲が誤解を解いてくれなかったら、最悪役人に突き出されていただろう。

　そうなっていたら、いまごろは牢ろうの中だったかもしれない。

「わたしはいまは女帝候補だから、みんなよくしてくれるんだと思うんです。みんないろんな事情があって、わたしに女帝になってほしいって思っているから。でも東雲様は、ただの下働きだった時からよくしてくれていました。あれが本当の東雲様だと思っています」

　見つめると、東雲がはっとした顔付きになった。彼は何か考えるように、一瞬目を瞑つぶった。

　そして再び目を開いた時の表情は、屋や敷しきにいた頃の東雲を思い出すような、落ちついたものへと変わった気がした。

「東雲、緋蝶、よそ見をするな！」

　暁の声にはっとした。前方にいる男が弓を構えているのが目に入る。矢が狙ねらうのは自分だ。

「傷付けずに捕とらえる予定だったが、こうなったら仕方ない。多少怪我させてもかまわん」

　男の合図で矢が放たれようとした。東雲が両手を拡ひろげて、庇ってくれようとする。

「きゃっ！」

　叫んだのは、矢が飛んできたからではない。突とつ然ぜん弓を引いていた男が前に倒れたからだ。

　男の背中に矢が刺さっているのを見て、呆ぼう然ぜんとした。

　矢が飛んできた方角を見ると、庭の隅すみに弓を持った月白がいた。

「緋蝶！　声が聞こえたよ」

　月白が矢をつがえて、弓をかまえた。

「俺は狙った的は外さないから、覚かく悟ごして」

　男の一人が月白に斬きりかかろうとしたが、彼の矢の方が早かった。

「うっ……！」

　肩かたに刺さった矢を摑つかんで、男が膝ひざをつく。月白は流れるような動きで次々と矢を放った。

　月白の矢と暁と東雲に追い込まれるように、男達が庭の一角まで後退する。

「くっ……！　退ひくぞ」

　真ん中にいた男の合図で庭にある裏門へ男達が向かおうとした。

　だが、すぐにその足が止まる。門から武官を引き連れた苑紫が入ってきたのだ。

「桜教殿の警護を預かる、苑紫だ。何者かが桜教殿に忍しのび込んだ形けい跡せきがあると、警護の武官から聞いて帰って来たが、間に合ってよかった。────逃がさないぞ」

　苑紫の迫力のある声が響ひびいて、武官達がそれぞれ刀を抜ぬいた。




　　　　[image: ]




　男達には数人逃げられたものの、半分以上は捕とらえられた。

　縄なわで縛しばられた彼らを見て、緋蝶はほっと息をつく。そこへ月白が駆け寄って来た。

「緋蝶、ほっぺたから血が出てるよ」

「かすり傷だから大丈夫です。みなさんも怪我はありませんか？」

　男達を連れて行くよう命じて、苑紫もこちらに走ってきた。

「私達も大丈夫だ。緋蝶、どうしてこんな夜中に外にいるんだ。危ないだろう」

　苑紫が暁と東雲の方を向いた。二人とも怪我はなさそうだが、互たがいに目をそらしている。

　その妙みような空気を苑紫は感じ取ったようだ。

「暁がどうやって牢から出たのかはまたあとで聞くとして、二人とも何かあったのか？」

　問いかけられて、暁が東雲を顎あごでさした。
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「こいつに聞けよ」

　苑紫が東雲の方に目を向けた。

「いったい、どうしたんだ？」

　東雲は無言だった。さすがにもう噓うそを突き通すのは無理だとわかっているのだろう。

　月白が弓を片手に、暁に駆かけ寄った。

「なぁ、暁。お前を陥おとしいれた奴やつの目星がついたんだろ。じっとしていられない性しよう分ぶんだから、何かわかったらきっと牢を抜け出すって思ってたんだ。いったい誰だれがお前を陥れたんだ？」

　暁がこちらに視線を送った。そして一度目を伏ふせて、月白に顔を向ける。

「俺を陥れたのは……」

「待ってください」

　思わず声を上げた。ここで東雲が犯人だとわかれば、暁は釈しやく放ほうされるだろう。

　しかしそれでは東雲が救われない。正しくないとわかっていても、彼を見捨てる事はできなかった。どうしたらいいかと必死で頭を巡めぐらせる。苑紫がその様子を見て、首を傾かしげた。

「どうかしたのか、緋蝶」

「それは……」

　言い淀よどんでいると、東雲が一度目を伏せてから、こちらに視線を向けた。

「私が暁が陥れられた証しよう拠こを手に入れたんです。それを見せる為ために、緋蝶を呼び出しました」

　声は静かだった。慌あわてて東雲を見ると先さき程ほどとは打って変わって落ちついた表情をしている。

「暁は無実です。私は冷兼様とは大学寮りようの頃ころからの知り合いでした。彼が借金で困っていると聞いていたので、調べたんです」

　東雲が懐ふところから証文を取り出した。苑紫が受け取って、さっと目を通す。

「この金額は、大おお蔵くら省しようから横領された金額とほぼ同じだ。自分の借金返済に充あてたのなら、暁に金を横領しろと命じられたという話は、噓だな」

　東雲がすっと目を閉じた。

「冷兼様が大蔵省に入れたのは、彼の実家の口くち利ききがあったからだと本人から聞いた事があります。大学寮の学友も何人か聞いているはずです。暁は関係ありません」

　月白が首を傾げた。

「さっきようやく苑紫から聞き出したんだけど、冷兼って奴は、暁の小刀を持っていたんだろう。どうやって手に入れたんだ？」

　苑紫が証文を畳たたんで自分の懐に入れて、月白の背中を軽く叩たたいた。

「それは本人に聞くとしよう。とりあえず、主上に報告だ。暁、牢にはもう戻もどらなくてもいいが、自分の部屋からは出るな。行くぞ、月白」

「ええーっ。俺はもっと暁から話を……」

　苑紫がぐいぐいと月白の腕うでを引っぱって連れて行く。

（いまのって……苑紫様は真相に気づいているのではないのかしら……？）

　心の中で呟つぶやいていると、二人の姿が見えなくなる。暁が東雲を睨にらんだ。

「どうして急に証拠を出したりしたんだ。お前が知らぬ存ぜぬを通せば、俺はまた牢に入れられただろうに。いったい、何を考えている」

　素す直なおに証拠を出した事が、東雲の新たな罠わなではないかと構えているようだった。

　東雲はふっと笑えみを浮うかべた。先程までの冷たい笑みではなくて、穏おだやかなものだった。

　それは屋敷にいた時、彼がよくしていた表情だ。

「私がおかした罪を知っても、緋蝶は賊ぞくから守ってくれようとしました。ひどい事をしたのに、それでも私を恩人だと慕したってくれる緋蝶の姿を見て、目が覚めた気がします。……私は許されない事をしました。それは自分でもわかっていたので、正直に言うとずっと苦しかったんです。証文を苑紫に渡わたしたら、ようやくほっとできました」

　暁は怪け訝げんな表情を浮かべている。

「だったら自分がやった事を苑紫に白状して、罪を償つぐなえ」

「わかっています。ですが儀ぎ式しきまであと四日。……いえ、日付が変わったのであと三日ですね。勝手な事を言っているとわかっていますが、それまで猶ゆう予よをくださいませんか？」

　そっと視線がこちらを向いた。まるで憑つきものが落ちたような優やさしい表情だ。

「緋蝶をここに連れて来て、二度と帰れなくしたのは私です。緋蝶が生き延びる為には花か蕾らい東とう宮ぐうになって雫花帝を目指すしかありません。まだ儀式までに教える事もありますし、無事に花蕾東宮になるのを見届けたいんです。儀式が終わったら、ちゃんと罪は償いますので」

　暁が腰こしに手を当てて、息をついた。

「それを信じろって言うのか？」

　陥れられた暁からすると、東雲の言葉は信じられないだろう。思わず暁に一歩踏ふみ出した。

「いまの東雲様は、噓をついていないと思います。……東雲様は子どもの頃に辛つらい目にあったせいで、一時的に我われをなくしていたんだと思います。証拠も渡してくださいましたし……」

「ちょっと待て。まさか見み逃のがせって言うのか！」

　暁が怒おこる気持ちもわかった。それでも、東雲を助けたい気持ちが背中を押した。

「東雲様も仰おつしやってますが、儀式まで三日です。剣けん舞ぶも五人で舞まうはずが、急に四人になったら練習が間に合わないかもしれません。もし儀式が失敗したら、主上もお困りになるはずです」

　母親の事を誰だれよりも大切にしている暁は、ぐっと言葉に詰つまった。東雲がそっと微笑ほほえむ。

「心配しないでください。本当に儀式が無事に成功するか見届けたいだけです。終われば真実を話しますから。ですが、私はどうなってもいいので、家族や一族は罪に問わないでください。みんな何も知らないんです。私が一人でやった事ですから」

　東雲はそのまま背を向けて、庭から続く廊ろう下かに上がり、自室に入っていった。

　彼にかける言葉が見つからなくて、緋蝶はその背中を見送る事しかできなかった。







[image: 第七章]




　身にまとったのは、幾いく重えにも重ね着した裳も唐から衣ぎぬだった。いつも結んでいる黒くろ髪かみは、今日は垂らしてある。緋ひ蝶ちようは鏡に映った自分を見て、驚おどろきを隠かくせなかった。

「裳唐衣って、とっても綺き麗れいで素す敵てきだわ。でもはっきり言って重い。それにすっごく暑い」

　思わず泣き言をもらすと、着付けをしてくれていた茜が、くすっと笑った。

「貴族の女性はみな経験する事です。この裳唐衣は橙とう幻げん様が布地を染めるところから手作りされた逸いつ品ぴんですから、汚よごしては駄だ目めですよ」

　着付けが終わると、茜が改まったように指をついた。

「緋蝶様。とうとう儀式の日を迎むかえましたね。突とつ然ぜんですが、少しだけ私の話を聞いてもらってもいいですか？……私は貴族の出ではなくて、農民の出身なんです。貴族の屋や敷しきでの働きを認められて、女によう房ぼうとして大だい内だい裏りで働かせてもらっていて」

　そういえばと、暁あかつきの教育を思い出す。大内裏でも、内ない侍しや女によう御ごなどは貴族出身の娘むすめが務めるが、下働きが多い女房などは庶しよ民みん出身の娘が多いという。

「私の両親は、田舎いなかで田畑を耕しているんです。よく文ふみが届くんですが、最近は雨が降らなくて困っているという話題ばかりです。一月前に二日ほど雨が降ったから助かったけど、またそれから降らなくなって、このままでは田畑が駄目になってしまうと書いてありました」

　茜がゆっくりと頭を下げた。

「緋蝶様が花か蕾らい東とう宮ぐうとして認められたら、竜りゆう神じん様が雨を降らせてくださると聞きました。緋蝶様が気になさるといけないと思って言えなかったんですが……。私の両親を……いえ、この国のみんなを助ける為にも、儀式を無事に終えられるよう頑がん張ばってください」

　茜の必死の願いは、胸に響ひびいた。そっと茜の肩かたに手を置く。

「わたしにできる精いっぱいの事をしてくると誓ちかうわ」

　微笑むと、茜が涙なみだぐんだ。

「すみません、こんな事を言ったら、緋蝶様は余計に緊きん張ちようなさると思ったんですが」

「ううん。いままで以上にやる気が出たわ。わたし、案外図太いから大だい丈じよう夫ぶよ」

　話していると、戸の向こうから声がした。

「着き替がえは終わったかい？　開けていいかな？」

　橙幻の声だった。はい、と返事すると、戸が開いて橙幻が顔を見せる。

「うん、着物はぴったりだね。よく似合うよ。さすが私だ。着物を作る腕は相当なものだね」

　自画自賛しつつ、橙幻が大きな箱を手に入ってくる。

「さあ、お化け粧しようの時間だ。今日の主役は君だ。儀式という舞ぶ台たいで緊張しなくてすむよう、美しさのまじないをかけてあげよう。身なりを整えれば、女性は自信がつくから」

　箱を開けると、さまざまな化粧の道具が入っていた。

「今日は私がお化粧するけど、自分でもできるようになってね。さあ、目を瞑つぶって」

　橙幻に言われると、本当に綺麗になれそうな気がした。

　目を瞑って、橙幻がかける美しさのまじないに身を任せる事にした。
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　緋蝶は竜神を祀まつる桜おう教きよう殿でんの社に足を踏み入れた。廊下を進んで通された部屋は、祭さい壇だんがある大広間だ。奥にある御み簾すには山やま吹ぶきがいるようで、その前には護衛の武官が二人いた。

　御簾の両りよう隣どなりに、黒い束帯に身を包んだ貴族達が数人座っている。みなそれなりの年ねん齢れいで、じろじろとこちらを見る目つきには、値ね踏ぶみされているような印象があった。

（怖おじ気づいては駄目。わたしは女じよ帝てい候補よ。わたしが堂々としていないと紗さ和わ国こくが元気がないと思われるって東雲しののめ様が言ってたわ）

　東雲は、自信のある人の作法は堂々としていて美しいが、自信がない人は自然と背中が丸くなる、と話していた。それを何度も心に言い聞かせて、貴族達に向かって頭を下げた。

　そこへ、白い束帯に身を包んだ月つき白しろが、神しん妙みような面おも持もちで進み出る。いつもはあちこちにはねている髪も、今日は綺麗に整えられていた。彼が祭壇に向かって座ると、その隣にしずしずと進み出て腰を下ろす。月白がちらりとこちらに目をやったので、小さく頷うなずいた。
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（大丈夫です、月白様が教えてくださった祝詞のりとは、しっかり覚えましたから）

　心の声が届いたのか、月白が微笑んで祭壇に目を向けた。

　祝詞を上げる為ために、大きく息を吸い込む。命を賭かけた大勝負の始まりだった。







　緋蝶はすべての祝詞を上げ終えて、緊張でがちがちになった身体からだをどうにか曲げて、祭壇に向かって頭を下げる。顔を上げて月白を見ると、彼は軽く片目を瞑ってくれた。

（月白様、笑顔だわ。緊張しててよく覚えてないけど、うまくできたのよね。きっと）

　緩ゆるもうとした表情を素早く引き締しめた。まだまだこれからなのだから、油断は禁物だ。

　ゆっくりとした動作で、広間の右みぎ端はしに向かう。そして用意された席に座って、大きく息をついた。月白が広間を出ると、辺りは静けさに包まれる。




　ドンッ！




　突然広間に響いた音にびくっとする。何事かと音がした方を見ると、いつのまにか、広間の左端に太たい鼓こや琴ことが用意されていた。束帯姿の男が大きな太鼓を叩たたくと、さきほどと同じドンッという音が広間に響き渡わたる。

（剣けん舞ぶが始まったわ……！）

　太鼓の音に合わせて、両隣にある戸が大きく開いた。

　そこから赤い衣い装しように身を包み、鉄の仮面を被かぶった五人の男が飛び出してくる。彼らは音楽に合わせて動き、広間の中央で輪になって外側を向いた。そしておもむろに腰こしの刀を抜ぬく。

　仮面をしているが花か賢けん師し達だろう。彼らは刀を片手に勇ゆう壮そうな舞まいを披ひ露ろうした。

（すごく綺麗な動きだわ。一糸乱れずってこの事ね）

　心の中で感かん嘆たんの声を上げた。花賢師達は太鼓や琴の音に合わせて、長い裾すそを翻ひるがえしながら刀を操あやつっている。その刀には黄金の装そう飾しよくがなされていて、きらきら輝かがやいていた。

　練習ではなかなか足並みが揃そろわなかったが、まったくそんな気配も見せないほどに洗練された動きだった。

　招待されている貴族達も、食い入るように見つめている。

（見事な剣舞だわ。そしてこれが終わったら、いよいよ……）

　ここまでは完かん璧ぺきだった。そしてここからが最大の試練となるだろう。暁に教えてもらった事を一つ一つ思い出しながら、その最大の試練を乗り越こえる為に心を強く持った。







　剣舞が終わり、花賢師達が広間をあとにした。山吹も大だい内だい裏りへ戻もどったようで、御簾の前にいた護衛の武官もいなくなっている。緋蝶は顔を伏ふせつつ、広間に残った束帯姿の男達の動向を上うわ目め遣づかいで見守った。彼らはひそひそと話をしていたが、ようやくこちらに声をかけた。

「初めまして。緋蝶様。我らは太だ政じよう官かんにございます」

　太政官とは、太政大臣や右大臣、左大臣などの役職につく官かん吏り達だ。

　大内裏は彼らが取り仕切っていると言っても過言ではない地位だった。

　暁に教えてもらった大内裏での官吏の位を思い出しながら、ゆっくり頭を下げる。

「初めまして。緋蝶と申します。今日はお忙いそがしい中、わたしの為に時間をさいて頂き、まことにありがとうございます」

　挨あい拶さつを終えると、貴族達の真ん中にいる男が口を開いた。

「失礼ですが、花蕾東宮となりえるほどの知識をお持ちか、いくつか質問をして確かく認にんさせて頂きます。よろしいですか？」

「はい、よろしくお願い致いたします」

　ゆっくりと頭を下げてから顔を上げると、一番年上の男が目を細めた。

「近くで拝見したのは初めてですが、主上の若い頃ころによく似ておられますな」

　素す顔がおだと、山吹とそう似ていない。しかし今日は橙幻が施ほどこした化粧によって、鏡を見た自分でもはっとするほど山吹と似ていた。

〝主上の血筋だと、見た目ではっきりわかるようにした方がいい。その方が、貴族達も君にいい印象を持つだろう〟という橙幻の提案によるものだった。

　化け粧しようしたのも正装したのも初めてだ。紅の色一つ、化粧の仕方一つで、こんなに印象が変わるのかとびっくりした。橙幻の思おも惑わく通りなのか、貴族達がこちらを見る目は優やさしかった。

　そしてもう一つ、橙幻に教わった事がある。

（橙幻様に、女は化粧という仮面をつけて戦うって言われたけど、本当にその通りだわ。わたしは生きる為に、いまから戦う！）

　心の中で決意していると、男達が感心したように何度も頷いた。

「部屋に入られるところから見ていましたが、所作が実に美しい」

「ええ、美しいだけでなく、歩き方、座り方、我われ々われの話を聞く時の仕草、どれをとっても繊せん細さいです。事情があって、大内裏ではないところで暮らされていたと伺うかがいましたので、心配しておりましたが」

「そうですな。雫しず花か帝ていとなられたら、他国の皇族や貴族達とも会う機会がございます。その時にあまり不作法では、この国全体の恥はじとなりますれば」

（所作と挨拶はうまくできたみたいだわ。東雲様、ありがとうございます！　作法って面めん倒どうでまどろっこしいと思っていたけど、やっぱり大事なんだわ。東雲様にも相手に嫌いやな気持ちを抱いだかせない為にも、作法は知っておくべきって言われたし）

　こうして考えると、やはり女じよ帝てい教育は必要なのだと改めて実感した。

「では、質問に移らせて頂きます」

「はい」

　優ゆう雅がに上品にと自分に言い聞かせながら、ゆっくりと頭を下げた。







　質問は多た岐きに及およんだが、何とかすべてに答える事ができた。

　緋蝶は暁の顔を思い出す。貴族達が出す質問は、暁が予想したものばかりだった。付け焼き刃ばの勉強でもどうにかなったのは、暁が作った予想される質問と解答を暗記したおかげだ。

　最後の質問に答えると、貴族達はしばらく無言になった。

（うまく答えられたはずよね？　大だい丈じよう夫ぶよね？）

　緊きん張ちようと不安で冷や汗あせが背中を伝った。

「────さすが暁様が教育されただけの事はありますな」

　真ん中にいた貴族がほうっと感嘆の息をつくと、周りの貴族達も頷いた。

「たどたどしいところもありますが、一月の教育でこれだけ答えられたのなら、十分でございます。緋蝶様、我らはあなたさまが花蕾東宮にふさわしいと判断致しました」

　飛び上がりそうに嬉うれしかったが、最後の最後でそんな事をしたらすべてぶちこわしだと、何とか気持ちを抑おさえた。

「ありがとうございます」

　ほっとして、身体の力が抜けそうだった。

「ですので、これから正式な花蕾東宮になる為の試練に移ります」

　その言葉に、顔も全身も固まった。

（え？　花蕾東宮になる為の試練ってどういう事？　これで終わりではないの？）

　混乱していると、貴族達が立ち上がった。どういう事か聞きたいが、声は出せなかった。

（せっかく作法もうまくできたし、質問にも答えられたのに、ここで変に問いかけて台無しになったらまずいわよね。でも政まつりごとの質問に答える以外、何かするの？　他ほかにはまだ何にも教えを授さずかってないんですけど！）

　儀ぎ式しきまで一月しかなかったから、まずは必要な政と作法と竜りゆう神じんに捧ささげる祝詞を習っただけだ。焦あせっていると、貴族達が広間を出て行った。広い部屋に一人になって不安が襲おそう。

「えっと、わたしも帰っていいのかしら。でもまだ試練があるって言ってたし……」

「急に気弱になったな」

　俯うつむいて呟つぶやいていると、面おも白しろがるような声がした。その声には聞き覚えがある。

（竜神様だわ！）

　すぐに顔を上げた。どういう事か聞こうとして口を開いたが、何も言えなかった。

「……………………誰だれ？」

　そこにいたのは、子どもの姿の竜神でも巨きよ大だいな竜でもない、二十代後半ぐらいの青年だ。

　背は高く細身で、紺こん色いろの狩かり衣ぎぬを着ている。銀色の長い髪かみは、まるで流れる水のようだ。薄うすい青い瞳ひとみは、深い湖の色に似ていた。橙幻を凌しのぐほど整った顔立ちで、苑えん紫しよりも男らしい魅み力りよくに溢あふれている。優雅であり力強さもあるという不思議な風ふう貌ぼうの青年だ。

「この姿で会うのは初めてだな、緋蝶よ。ようこそ、儀式へ」

　声がさきほどの子どもの声ではなかった。だが竜の姿をした時に聞く、頭に直接響ひびく不思議な声とも違ちがう。低くて男らしい声は、聞いていると気持ちが落ちつくような心ここ地ちよさがある。

「竜神様……ですよね。それが本当の姿ですか？」

　驚おどろいているが、相手は神様だから予想外の事だって起こるだろうと、冷静な自分が囁ささやいた。

「さあな。どう思う？」

　ふふんと笑った竜神を見て、姿が違っても中身は変わらないのだなと、少しばかり呆あきれた。

「お、呆れた顔をしているな。私は竜神だぞ。この神こう々ごうしい姿を見られる栄えい誉よを賜たまわったのだから、光栄に思え」

「竜神様。どうしてそうひと言多いのでしょう。黙だまって立っていれば威い厳げんがありそうに見えるのに、話すとがっかりです」

　正直な気持ちを口にすると、竜神が肩かたを揺ゆらして笑った。

「お前は本当に面白いな。……そうそう。東雲が仕し掛かけた罠わなにようやく気づいたようだな」

　その言葉にどきっとした。

（どうしてそれを知っているの……？　主上にも話していないのに。そういえば、前に竜神様は暁様が無実かどうか知っているような事を言われていたわ。まさか……）

「私がなぜ知っているか疑問に思っているな。私は神だぞ。東雲があの大おお蔵くら省しようの男をそそのかす場面を見ていたし、そいつが桜教殿に忍しのび込むのを東雲が手伝っていたのも見ていた」

「見ていた？　では、どうしてその時に東雲様を止めてくださらなかったんですか？」

「人が行う事には、善行であろうと悪行であろうと、神は関かかわらぬ。ただ、見ているのみだ。解決策を探してあがくのは人の役目だろう」

　竜神が目の前まで来て、片かた膝ひざをつく。

「それより、緋蝶よ。お前に最後の試練を与あたえる」

「最後の試練、ですか？」

　目を見開くと、竜神がゆっくりと頷うなずいた。

「貴族どもの質問は、ただの形式だ。この儀式の目的は、私が出す問いに、お前が答えられるほど成長したかを見る事だ。これは暁の質問と解答集にはないぞ。私を納なつ得とくさせる答えを出せなければ花蕾東宮にはなれない。心して答えろ」

　まさか、こんな事になるとは思っていなかった。焦りと不安が心を覆おおい尽つくす。

（竜神様は何を質問するの？　政について？　国の歴史について？　それとも、大だい内だい裏りで働く官吏や武官についてとか？）

　暁に質問と答えを丸暗記するだけでなく、時間がある限り政を学びたいと訴うつたえた。

　面めん倒どう臭くさがりながらも、暁は丁てい寧ねいに教えてくれた。だから多少は知識が増えたものの、竜神の質問に何でも答えられるほどではない。冷や汗をかいていると、竜神が口を開いた。

「緋蝶、雫花帝にとってもっとも必要な事は何か？」

　竜神の問いに、目を見開いた。

（これって、最初に大内裏に来た時に、竜神様に言われた事だわ……）

　あの時、納得する答えを考えておけとも言われていた。

　だからその質問の事は、この一月の間に何度も考えていた。

「────『人』だと思います」

　そして最近ようやく出た答えを、竜神に伝えた。

「ほう。どういう意味だ」

　竜神の声は珍めずらしく抑よく揚ようがなかった。

「花蕾東宮になる為ために教えを授けてくださった暁様や東雲様、そして月白様。警護してくれた苑紫様に、素す敵てきな着物と化け粧しようで自信をくれた橙幻様。彼らがいなければ、この儀式にも参加できませんでした。女帝を支えてくれる人がいてこそ、国が成り立つのだと思います」

　自分でもそれが正しいのかわからないが、何度も考えて辿たどり着いた答えだった。

「では、雫花帝になって一番守らなければならないものは？」

「それも『人』だと思います。わたしを育ててくれた花賢師様達、そして大内裏を支えてくれるこの国の民たみ達を守る事が、雫花帝の仕事だと思います」

　竜神がしばらく沈ちん黙もくした。静けさの中で、額に汗が流れる。

（竜神様が望む答えではなかったのかしら。でも、わたしの答えはこれだわ。胸を張ろう）

　そう決めて、しっかりと竜神を見つめた。竜神が、やがてふっと笑った。

「正直に言おう。この質問には明確な答えはない」

「え？」

　目を丸くすると、竜神が苦く笑しようした。

「その時々の女帝候補が何を一番大事に考えているかを問う問題だ。民の安あん寧ねいの為に、政治力を欲ほつする者もいたし、国をもっと強くしたいという国力を願う者もいた。お前のように、人が大事だと言った者もいた」

　竜神が立ち上がった。

「雫花帝になって、大事なものをどれだけ守れるかを、私はいつも見ている。どれだけその信念を貫つらぬけるかをな。たとえこの国の帝みかどになったとしても、初心を忘れるような事があれば雫花帝の地位は剝はく奪だつする。大事なものを守れる雫花帝になる為にも、しっかり教育を受けろ」

　厳しい声だったが、竜神の言葉に含ふくまれる、ある事に気づく。

「しっかり教育を受けろという事は、わたしはこれからもここにいていいんですか？」

「お前が自分の言葉に噓うそをつかぬ限りはな。だが、なかなか難しいぞ。どうやってその気持ちを貫くのかを見るのは楽しそうだ。────私を退たい屈くつさせるなよ」

　竜神は美しい笑えみを浮うかべて、再び口を開いた。

「お前を花蕾東宮として認めよう。世よ継つぎとして教育を受けるのは一年間だ。その間に、雫花帝になる為に必要な知識はすべて身につけてもらう。一年経たったら、雫花帝にふさわしいかどうかまた試ためす場を設けよう。その時は暁が作った質問と解答を丸暗記するだけではすまないぞ」

「い、一年ですか……!?」

　たった一年で、雫花帝になる為に必要な知識すべてだなんて、とうてい無理な話だった。

　あまりの事に狼ろう狽ばいしていると、竜神がやや前まえ屈かがみになる。

「雫花帝としてふさわしくなったら、兄のいどころは教えてやる。あいつも早く見付けてやらないと、まずい事になるかもしれないぞ」

「えっ!?　兄の事も見えるんですか？」

　思わず身を乗り出すと、竜神はほくそ笑んだ。

「ああ、見える。会いたいなら死ぬ気で教育を受けて雫花帝になれ」

　もっと兄の情報が聞きたかったが、竜神の姿はぐにゃりと歪ゆがんでかき消えてしまった。
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　広間を出て廊ろう下かに足を踏ふみ出した緋蝶は、苑紫と月白、そして橙幻に出で迎むかえられた。

「どうだった？　緋蝶」

　一番に口を開いたのは月白だった。みんなまだ剣けん舞ぶの恰かつ好こうをしている。

　きっと心配して着き替がえる余よ裕ゆうもなく、待っていてくれたのだろう。

「竜りゆう神じん様が花蕾東宮として認めると仰おつしやってくださいました。一年の間に、雫花帝として必要な知識を学べとも」

「わぁ、やったーっ。おめでとう。緋蝶！」

　月白が飛び上がると、橙幻がにっこり笑った。

「よかったね。これで君ともっと一いつ緒しよにいられる。嬉うれしいよ」

　苑紫が軽く肩かたを叩たたいてくれた。

「ああ、本当に。これで、主上も安心されるだろう」

　みんなで喜び合っていると、廊下の先から声がした。

「おい、緋蝶、ちょっと来い」

　声がした方にいたのは、やはり剣舞の衣い装しようのままの暁だ。月白が首を傾かしげた。

「どこに行ってたんだよ。暁、緋蝶が花蕾東宮って認められたんだよ」

「俺が教えたんだから、認められるのは当たり前だ。それより、緋蝶。早く来い」

　暁に促うながされて、彼の方に近づいた。

「何ですか？　いったい……」

「東雲が母上に会いに行ったようだ。もしかしたら……」

　暁が身を屈かがめて、耳元で囁ささやいた。その先は言われなくても想像がつく。

　儀ぎ式しきが終わったら、ちゃんと罪は償つぐなうと東雲は言っていた。慌あわてて暁を見上げる。

「……わたしも主上にお目にかかりたいのですが」

「そう言うと思った。本来ならお前も俺も桜教殿を出られないが、門番には話をつけてある。俺が一緒に行けば母上にも会えるはずだ。勝手にここを出た罰ばつを受ける事になるかもしれないが、それでも行くか？」

　覚かく悟ごはできていた。頷うなずくと、暁が手を引いてくれる。そのまま二人で廊下を急いだ。
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　大内裏にある山吹の部屋を前にして、緋蝶は一度息を整えてから隣となりを見上げた。

　そこにいた暁が頷いて声を上げる。

「母上、失礼します」

　暁が戸を開けると、部屋の奥には御み簾すがあって、その前に東雲が座っていた。

「緋蝶、どうしてここに……。暁、案外お節せつ介かいですね」

　東雲がため息をついた。暁と一緒に部屋に入って、東雲の隣に座る。

「主上、お話し中、申し訳ありません。東雲様は……」

　どこまで話を聞いたのだろうと頭を巡めぐらせていると、御簾の中から声がした。

「いま、東雲から暁を陥おとしいれる為ために、冷れい兼けんをそそのかしたと聞きました。本当ですか？」

　単刀直入に聞かれて、どう答えるべきかと一いつ瞬しゆん悩なやんだ。

「はい……」

　しかし噓などつけない。東雲本人がそう告白したのだから。

「主上、私を罰してください。桜教殿を出て、罪を償います」

　東雲の決意は固いようだった。

「待ってください。主上、申し訳ありませんが、少し東雲様と話をさせてください。……東雲様、いまここを出ても一生罪は消えないと思います。苦しくても残った方が、罪を償う機会はあると思います」

　東雲が驚おどろいて顔を上げた。御簾の方から山吹の声がする。

「罪を償うとはどんな方法かしら？」

　前方を向いて、頭を下げた。

「花蕾東宮を立派に育てる事だと思います。さきほど竜神様に、一年の間に雫花帝に必要な知識をすべて身につけろと言われました。ですが、東雲様がいないと作法について教えてくださる方がいません。これでは竜神様の命令に従えなくなります」

　畳たたみにこすりつけるようにして、頭を下げ続ける。

「やった事は許される事ではありませんが、やり直す機会を与あたえてもらえないでしょうか？　東雲様が、暁様が無実だという証しよう拠こを差し出してくれたのは、後こう悔かいして反省したからこそだと思います。……何より東雲様は恩人です。このまま罪人になるのを見ていられません」

　自分の言っている事は正しくないと理解している。しかし、どうしても黙だまっていられない。

　しばらくの沈ちん黙もくがあって、やがて御簾の中から声がした。

「緋蝶は正式な花蕾東宮になりました。そうなったら桜教殿も正式に緋蝶が当主となります。東雲を許してそばにおくというなら反対しませんが、もしそれで何かあったらどうします？」

　優やさしいが、厳しい声だった。暁が声を上げる。

「緋蝶、今後東雲が何かしたら、お前が責任を取る事になる。そうなったら、雫花帝として認められないだろう。そして雫花帝になれなければお前の命はない。よく考えて返事しろ」

　その言葉に、心が揺ゆれなかったと言ったら噓になる。しかし答えはもう決まっていた。

「……それでも東雲様に残ってもらいたいと思っています。東雲様はどうお考えですか？」

　彼の意見を聞きたくて顔を上げた。東雲はこちらに顔を向けて、一度目を閉じる。

「……罪の意識はもちろんあります。自分のした事を考えると、桜教殿にいる資格はないと思って、主上に直接罪の告白に参りました」

　東雲がゆっくりと目を開けた。

　その目には、戸と惑まどうような色が窺うかがえる。東雲はその表情のまま、御簾に顔を向けた。

「ですが、花蕾東宮が私を必要としてくれるなら、力になりたいという気持ちも大きいです。受けた恩は返すものだと、花蕾東宮に教わりました。その恩に報むくいたいと思っています。彼女を立派な雫花帝に育てる為に、私にできる事があればさせて頂きたいです」

　東雲に気持ちが届いたようで、嬉しかった。彼の言葉を聞いて、覚悟を決める。

「主上、わたしがすべての責任を負います、東雲様が桜教殿に残る事をお許しください」

　もう一度頭を下げると、御簾の中から声がした。

「いいでしょう。あなたの桜教殿です。お好きなようになさい」

「ありがとうございます！」

　この行動が凶きようと出る日が来るかもしれない。それでも後悔しないと、緋蝶は心に決めた。
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　暗い部屋には、数人の男達がいた。全員が黒装束に唐から獅じ子しの刺し繡しゆうを背負っている。

　それは漆しつ黒こく団だんの証あかしだ。彼らを前にして座っているのは、黒くろ髪かみを一つに縛しばった若い男だった。

　彼は周りの男達を見回して、ため息をついた。

「返り討うちにあっただと？　偽にせの漆黒団を手引きしたのは、花賢師の誰だれかだったはずだ。それがばれたら桜教殿もあたふたするだろう。それに乗じようと、機会を狙ねらっていたんだぞ。やっと警護が手て薄うすになったのに、失敗するなんて。それでも漆黒団の実行部隊か？」

「申し訳ありません。女じよ帝てい候補を傷付けず生け捕どりにしろと言われたので、躊ちゆう躇ちよして……」

　隣にいた男に向かって、手元の茶器を投げつけた。

　男は間かん一いつ髪ぱつで避よけて、壁かべに激げき突とつした茶器がガチャン！　と音を立てる。

「口答えか？」

　殺気がこもっているのに気づいたのか、男が震ふるえ上がった。

「もういい。今度は俺がやる。女帝候補を捕とらえる為に作戦を立てた。今度こそ桜教殿から連れ出すんだ。ただし生け捕りが条件だ。傷一つでもつけたら……どうなるかわかってるな」

　目にこもった殺気に怯おびえたのか男達は慌てたように頷いた。それを見て、ふっと息をつく。

「次こそは捕つかまえるよ。待っていて、緋蝶」

　口の中だけでそう呟つぶやいて、男は薄うすい笑えみを浮うかべた。
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　天気は快晴だ。庭にいた緋ひ蝶ちようは空を見上げて、ため息をついた。

「花か蕾らい東とう宮ぐうとして認められてから一晩たったけど、雨の一いつ滴てきも落ちないわね……。竜神様の姿も見えないし。いつも呼ばなくても突とつ然ぜん出てくるのに、どこに行ったのかしら。会えたら、いつ雨を降らせてくれるのか聞こうと思っているのに」

「おい、緋蝶」

　ふいに声をかけられて振ふり向くと、暁あかつきが庭に入る裏口から顔を見せる。

　彼は近くまで来ると、腰こしに手を当てて仏ぶつ頂ちよう面づらをした。

「昨日、桜おう教きよう殿でんを無断で出た事だが、母上が今回は事情もあった事だし、大目に見てくれるそうだ。だが二度と勝手に出るなと説教された」

　どんな罰を受けるのかと思っていたのでほっとしていると、暁が話を続けた。

「それと東雲しののめの事だが、俺は納なつ得とくしていないぞ。あれだけの事をしでかしたのに残る事を許すなんて。あいつがまた何かしたらお前が責任を取る事になるんだぞ」

「でも、あのまま東雲様が罪人になるのは、どうしても受け入れられなかったんです。東雲様は、ただの下働きだったわたしの事も助けてくれた恩人なので」

　暁に向き直って、頭を下げた。

「それより、主上の前で反論しないでいてくれて助かりました。ありがとうございました」

「別に。お前なんてどうなってもいいが、母上が煩わずらわされてはならないからな」

（あ、また目をそらした。いまのは噓うそね。やっぱり正直なんだわ。暁様って）

　観察していると、暁がこちらに目を戻もどす。

「……東雲には注意しておけよ。何かあったら、本当にお前の命はないんだからな」

　彼の様子を見ていて、思わず微笑ほほえんだ。

「わかりました。あの、ずっと思っていましたけど、暁様って案外心しん配ぱい性しようですよね」

「なんだと？」

「心配性で、親切で優しい人だと言ったんです。大だい丈じよう夫ぶだとは思いますが、東雲様の事はしっかり観察します。何かあったら、暁様にすぐ相談します。いいですか？」

　見つめると、暁がふんっと鼻を鳴らした。

「聞いてやらん事もない。何かあったらすぐに言え」

（聞いてやらん事もないと言いつつ、何かあったらすぐに言えだって。言葉の端はし々ばしに心配性の性格が表れているけど、本人は気づいていないっぽい。無意識なのね、きっと）

　暁はぶっきらぼうだが、酒の瓶かめを割った時も、賊ぞくに襲おそわれた時も助けてくれた。

　噓をつくとすぐに目をそらすし、こうして心配してくれる。

（信しん頼らいできる人って、こういう人の事を言うんだろうな）

　最初は拒きよ絶ぜつされてばかりだったけれど、親しくなるにつれていろんな面が見えてきた。

　暁と話していると、庭に入る裏口を開けて、月つき白しろが飛び出してきた。

「あ！　いたいた。緋蝶、暁も！　お昼ご飯だよ」

　無言できびすを返そうとした暁の腰こし帯おびを、ぎゅっと摑つかんだ。

「どこに行くんですか？　暁様も食事ですよ」

「そうそう。逃にげるなよ、暁」

　月白に腕うでを摑まれて、暁は思いっきり嫌いやな顔をした。

「俺は腹は減ってない」

「苑えん紫しのご飯見たらお腹なか空すくって！」

「そうですよ。みんなで一いつ緒しよに食べないと。あ、そうだ。これからはよほどの事情がない限り、みんなで一緒にお昼ご飯を食べるという決まりを作りましょう」

　ぽんっと手を打つと、月白が飛び上がって喜んだ。

「いい決まりだね。花蕾東宮の命令なんだから、従わなくちゃ。ね、暁！」

「好きで花か賢けん師しになったんじゃないし、こいつの命令に従う義理は……おい、引っぱるな！」

　暁は嫌がるそぶりをみせているが、本当は最近一緒に食事するのを楽しめるようになってきたと知っている。だから遠えん慮りよせず月白とぐいぐい引っぱって、裏庭の花か壇だんへと向かった。







　花々が咲さき乱れる花壇の隣となりにある東あずま屋やには、食事の膳ぜんが並べられ、五人の花賢師が座っている。いつもなら楽しいはずの昼食会が、こんなに苦痛だと思う日が来るなんて……緋蝶はそう考えながら、大きく深呼吸して、声を上げた。

「橙とう幻げん様、着てきました……！」

　東屋にいた花賢師全員がこちらを向いた。橙幻は喜びの表情を浮かべたが、他ほかの四人は口を大きく開けたまま固まっている。それもそのはずだ。着ているのはいつもの狩かり衣ぎぬではなくて、橙幻が仕立てた派手な色合いの丈たけの短い小こ袖そでだ。着てみたら案の定太ももまで顕あらわになった。

　鏡を見てみると、あれっ、意外に可愛かわいいかも……と思った。斬ざん新しんで派手な着物だが、襟えりや袖に刺繡が施ほどこされて、とても華はなやかだ。しかし人前で着るとなるとかなりの勇気を伴ともなう。

　さきほど月白と暁と一緒に昼食会に行こうとしたら、にっこり笑った橙幻に呼び止められ、約束を果たすよう言われたのだ。橙幻がすぐに立ち上がった。

「いいね。さすが私の仕立てた着物。それにやっぱり緋蝶は足が綺き麗れいだ。よく似合ってるよ」

　暁が珍めずらしく顔を真っ赤にした。

「何て着物を作ったんだ。橙幻！」

「暁が何か言う資格ないよ。緋蝶は私が牢ろうに行って暁の頼たのみを聞いたらこれを着るって約束したんだ。つまりこれを着たのは暁の為ためなんだよ。それに似合っているからいいじゃないか」

　橙幻が肩かたを竦すくめると、月白が頷うなずいた。

「うん。可愛いと思う。いいんじゃない」

　暁が一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしたが、すぐに東屋から出てきた。

　そして椅い子すに敷しいていたらしい布を肩からかけてくれる。

「お前、そんな馬ば鹿かな約束したのか。やっぱりお前に何か頼むんじゃなかった」

　声には後こう悔かいの気持ちがこもっていた。橙幻が口を尖とがらせる。

「そんな言い方ないでしょ。緋蝶は暁を助けようとして必死だったんだから、感謝しなよ」

「わかってるよ」

　ぶっきらぼうに言って、暁が東屋に促うながしてくれた。布のおかげで足が隠かくせてほっとする。

　ようやく落ちついて膳の前に座ってから、料理のいい香かおりを胸いっぱいに吸い込んだ。

　そしてやはり膳を囲んでいる花賢師達の顔を、一人一人見つめる。

　食事の用意の為にまったく似合っていない割かつ烹ぽう着ぎを着ている苑紫。つまみ食いをしようとして怒おこられている月白。花蕾東宮になったお祝いにと、花を摘つんできてくれた橙幻。

　仏頂面だが、みんなとの昼食には顔を出すと渋しぶ々しぶ約束してくれた暁。

　そして罪の意識に苛さいなまれながらも、女帝教育の為に桜教殿に残ってくれた東雲。

　みんなでまた、昼食を食べられる事が何より幸せだ。考えていると、月白が顔を向けた。

「ねぇねぇ、緋蝶。一年の間に雫しず花か帝ていとして必要な知識を学ばないといけないんだろう？」

「ええ、いままでは作法と政まつりごとと祝詞のりとを中心に学びましたが、これからは他の事も教えて頂く事になります。よろしくお願いします」

　頭を下げると、橙幻がにっこり笑った。

「じゃあ、緋蝶は教育を受けつつ、夫君を見定めないとね。一年後に教育を終えて雫花帝になったら、その時に夫君を選ばなければならないんだし」

　そう言われて、はっとした。

（そういえば、そうよね。儀ぎ式しきとか暁様が捕まったりとかいろいろあって、考えるのを後回しにしていたけど、一年後にはこの中から、夫君を選ばないといけないんだわ……！）

　恋れん愛あい経験はまったくない。はっきり言うと、仕事以外で男性と接した事もほとんどない。

　それなのに、紗さ和わ国こくでも身分も容姿も能力も最さい高こう峰ほうだと竜りゆう神じんが指名した男達の中から、夫を選ぶなんて……そう思うと、一気に緊きん張ちようして心臓がばくばくした。

　橙幻が色気たっぷりの笑みを浮うかべた。

「私を選んだらどうだい？　毎日お化け粧しようして綺麗にしてあげる。着るものと化粧と好きな男性への愛情が女性としての魅み力りよくを向上させる鍵かぎだ。私ならどれも用意できるよ」

　月白が橙幻を軽く押した。

「俺にしなよ、緋蝶。結けつ婚こんとか考えた事ないけど、緋蝶とずっと一緒なら楽しいと思う」

　素す直なおでまっすぐな言葉に、月白の愛情が詰つまっている気がした。暁が肩を竦める。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。俺は竜神の思い通りには動かないぞ。お膳ぜん立だてされた結婚なんてごめんだ」

　彼らしい言葉だった。見つめると、暁がわずかに目をそらした。

（あれ……？　いまの仕草、噓をついている時のものでは？）

　一瞬だったので気のせいかと思っていると、月白が東雲に目をやった。

「東雲はどうなの？」

「……私は、粛しゆく々しゆくと教育を行うだけです。緋蝶を立派な雫花帝にできれば、私も少しは……」

　東雲の言葉はそこで途と切ぎれた。

（少しは罪が償つぐなえる気がする……そう続けたかったのかな）

　見つめると、東雲が小さく笑んだ。

「話はその辺りで終わりだ。食事が冷めるぞ」

　割烹着を脱ぬいだ苑紫が、みんなを促した。月白が身を乗り出す。

「苑紫。お前だけ何も言わないのはずるいぞ」

「私は緋蝶が無事に雫花帝になってくれればそれでいい。雫花帝の夫君になるなど考えた事もない。私の仕事は桜教殿の風紀を守り警護する事だ。大体、なぜ私が花賢師に選ばれたのかがわからん。私は二十八歳だぞ。緋蝶とは年も離はなれているのに」

　暁がにやりとして、ぽんっと苑紫の肩を叩たたいた。

「きっと竜神はお前がいつまでも初はつ恋こいに縛しばられているから、何とかしてやろうと思ったんだ」

「え、なになに、初恋ってなに？」

　月白が声を上げると、橙幻も目を丸くした。

「苑紫の初恋!?　家事と武術以外に何の取り柄えもない、悪党達からは鬼おにだと恐おそれられている苑紫から、そんな甘い言葉は一生聞けないと思っていたのに。苑紫、そんな色っぽい話があるなら、私に教えてくれないと！」

　二人に詰め寄られて、苑紫が目を白黒させた。

「いい加減にしろーっ。これ以上その話をするなら、料理をすべて引き揚あげるぞ！」

　その言葉は、お腹を空かせた彼らにとっては効果があったようだ。ようやく静かになった彼らを見回し、突とつ然ぜん結婚話になって驚おどろいたせいかどくどく脈打つ胸を何とか静めようとした。

（そうよね。雫花帝になるって事は結婚するって事なんだわ。恋愛もした事ないのに、いきなり旦だん那な様を選べって言われても）

　みんなそれぞれ魅力があって素す敵てきだと思う。この中から誰だれかを選んで結婚しないと女じよ帝ていにはなれない。つまり命はないという事だ。苑紫が気を取り直したように、こちらを見つめた。

「緋蝶、これから本格的に女帝教育が始まる。花賢師もまだまだ増えると思うから、いろんな男性を見て、じっくり夫君を選ぶといい」

　それを聞いて、思わず身体からだが固まった。

（まだ花賢師様が増えるの!?　ああ、そういえば桜教殿に来たばかりの頃ころに、茜がそんな事を言ってた気がするわ。この中から夫を選べと言われても、どうしていいかわからなくて混乱するのに、これ以上殿との方がたが増えたりしたら……）

　教えを授さずかるのは好きだ。知識を増やすと、自分に自信が持てる。

　だけど正直に言うと、恋愛はどうしていいのかわからない。

（……恋愛に関してはまた今度考えよう。まずは知識を増やす事に集中しないとね）

　現実逃とう避ひしているとわかっていたが、気持ちを落ちつける為にもそう思うしかなかった。

「……一年後までに雫花帝としての知識をすべて身につけるなんて、かなり無む謀ぼうな話だとわかっています。でも、みなさんと一緒だったら乗り越こえられそうな気がします」

　正直な気持ちを口にすると、みんなが微笑ほほえんでくれた。

　みんなの笑顔をずっと見ていたい。そしてこの優やさしい時間がずっと続いてほしい。

　緋蝶は大切なものを守る為にも、雫花帝を目指して大きな一歩を踏ふみ出そうと思った。




　　　　[image: ]




　桜教殿の屋根からは、花か壇だんの近くでわいわいと食事を楽しむ緋蝶達の姿が見えた。

　竜神は銀色の髪かみをなびかせて、屋根に座り頰ほお杖づえをついてその様子を眺ながめていた。

　緋蝶の顔を見ていると、百年ほど前に自分の前に現れた少女の顔が頭に浮かんだ。

「似ているな。さすが、あいつの血筋だ」

　雨あま乞ごいの生け贄にえとしてやってきた皇族の姫ひめだった。しかし彼女は命を捨てるつもりはないと言い、取り引きを持ちかけてきた。竜神は目を瞑つぶり、その時の事を思い出す。

『……お前に私の願いが言い当てられるか？　それができたら、考えてやってもいい』

　少女の話を聞く気になったのは、自分でもどういう風の吹ふき回しだったのか覚えていない。

　死を覚かく悟ごした上で、それでも気き丈じように神と渡わたり合おうとする少女が何を言うか興味があった。

「竜神様の願いは……孤こ独どくから抜ぬけ出す事ではありませんか？」

　少女の言葉は思いがけないもので、一瞬あっけにとられた。

「もしそうなら、願いを叶かなえるお手伝いができると思います。取り引きしませんか？」

『ずいぶん自信ありげだから何を言うのかと思えば』

　苦く笑しようすると、少女が辺りを見回した。

「長い長い時をこの滝たきでたった一人で生きてきて、退たい屈くつではありませんか？」

『退屈なんて思った事はない』

「……それは退屈だというのを感じなくなるほど、孤独だったからだと思います」

　その言葉は、まるで矢のようだった。鋭するどく飛んできて、胸にぐさっと刺ささった気がした。

　ずっとこの滝で生きてきた。昔は人の世界に行った事もあったが、特とく殊しゆな霊れい力りよくを持つ者以外は、自分の気配すら感じ取る事もできない。

　自分の姿も見えて声も聞こえるのは、生け贄としてここに来た者だけだ。

　だが生け贄はすぐに死んでしまう。それを寂さびしいだなんて、思った事はないはずだった。

「竜神様、私と友達になりませんか？　そうしたら、もう孤独を感じる事はありません」

『くだらないな、何が友達だ』

「私には竜神様のお姿が見えるし、お言葉も聞けます。人間の世界にいらっしゃったら、いろんな人達がいろんな思おも惑わくで生きています。それを見て楽しむのも神の醍だい醐ご味みでは？」

　挑ちよう戦せん的な目だった。頭も良さそうだし気も強そうだ。正直、こういう女性は嫌きらいではない。

「雨を降らせて頂けたら、私が竜神様を退屈させないように、話し相手になります。私と一いつ緒しよに大だい内だい裏りに参りましょう。ここで一人でいるよりは、ずっと面おも白しろいですよ」

　少女の言葉に、わずかに心が震ふるえた。そんな事は初めてだった。

『私は長い年月生き続ける。お前はすぐに死ぬだろう。お前一人の人生では、私の退屈は紛まぎらわせない』

　少女がしばらく考え込んで、微笑んだ。

「では、私が死んでも私の血筋の者がお相手を致いたします。これから先生まれる私の血筋の姫を、生け贄として差し出しましょう。そうすれば私が死んでも竜神様のお姿を見られる者がいる事になります。その代わり竜神様を楽しませられたら、その者の命を取る事はお控ひかえください」

　いつもなら、そんな戯ざれ言にはつきあわない。だが長い時間を過ごしてきて、生きるのにも飽あき飽きしていた。それに、目の前の少女はいままで見たどんな人間とも違ちがっていた。

　神を目の前にしても怖おじ気づかず、堂々と話す少女に興味がわいた。

『……本当に退屈させないか？』

「はい。私を信じてください」

　退屈しのぎにはいいかという気になったのは、どうしてだかいまでもわからない。

　それから滝を出て、少女と一緒に大内裏で暮らすようになった。

　そしてまだ十代だった彼女が、妻となり母となり、老いて死んでいくのを見守った。

　彼女は死ぬ間ま際ぎわ、〝ずっと楽しませてあげられなくて、ごめんなさい。紗和国と新たな雫花帝を守ってください〟と言い残した。息を引き取った彼女の顔を見て、胸がちくりと痛んだ。

　あれから百年ほど経たったが、彼女の血筋の女性は気が強く正義感に溢あふれている者ばかりだ。彼女達が巻き起こしたり、はたまた巻き込まれたりする騒そう動どうを見るのはなかなか楽しかった。

　その楽しさと、代々の雫花帝が亡なくなる時に感じる胸の痛みは、滝に住んでいた時には味わえないものだった。

「緋蝶、この陰いん謀ぼう渦うず巻まく大内裏でもがいてあがいて、私を楽しませろ。その義務がお前達一族にはあるのだから、せいぜい頑がん張ばれ。……そうそう、これは今回楽しませてもらった褒ほう美びだ」

　竜りゆう神じんの声とともに、乾かわいた大地に恵めぐみの雨が降り始めた。
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　こんにちは。伊い藤とうたつきです。

『紗さ和わ国こく竜りゆう神じん語がたり　麗うるわしの公きん達だちに迫せまられても、帝みかどになれません！』いかがだったでしょうか？　新作です。書きながら個性的な登場人物にふりまわされていましたが、何とか仕上がりました。一番私を翻ほん弄ろうしてくれたのは、言うまでもなくあの神様です。勝手に登場して勝手な事をするこの神様は、何を言い出すのか私にも予想できず、はらはらさせられました。

　みなさんにも楽しんで読んで頂けると嬉うれしいです。




　話は変わりますが『後こう宮きゆう香こう妃ひ物もの語がたり』を秋田書店様の月刊ミステリーボニータ誌上で、コミカライズして頂いています。初めてのコミカライズで、お話を頂いた時には夢かと思いました。

　地道にお仕事を頑がん張ばっていればいい事もあるのだなと、しみじみ思いました。橘たちばなミズキ先生が素す敵てきに描えがいて下さっているので、よかったらそちらの方も手に取って頂けると嬉しいです。

　それでは、またお会いできる事を祈いのって。


伊藤たつき　　





















紗さ和わ国こく竜りゆう神じん語がたり




麗うるわしの公きん達だちに迫せまられても、帝みかどになれません！








伊い藤とうたつき





角川ビーンズ文庫





令和元年10月1日　発行





©Tatsuki Ito 2019





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ビーンズ文庫『紗和国竜神語り　麗しの公達に迫られても、帝になれません！』

令和元年10月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










装幀者／micro fish
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